
第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

内法の直径約90cmを測り、掘方に直接設置され

ており、基礎構造はない。井戸内の底には　3～

15cm大の円磯が敷き詰められている。石組みは

この木製井戸枠に直接乗せられている。石組み

は20～50cm大の花崗岩割石石材を標高0．1mか

ら2．6mまで、約2．4mの高さに積んでいる。本

来は当時の生活面の高さまで積まれていたもの

とみられるが、廃棄時に上部の石材ははずされ

ているようである。土層断面では、作業面を確

保ながら3～5段の石材が背後に3～5cm大の円

礫を充填しつつ積まれているようすが観察できる。

ダ∴

写真H SE255木製井戸枠取り上げ時の状況

なお、標高1．0m付近を境に、下は20～30cm程度

の石材、上は40～50cm程度のやや大振りな石材が多い。また、掘方上にはSP271、SP272を検出してい

る。SP271は底に柱の礎板とみられる平たい花崗岩石材を伴う柱痕跡で、検出面から約80cm、標高2．1

m付近まで掘り込まれている。掘方はかなり広く、SE255の掘方と同時に埋められているように思われ

る。SP272は深さ30cm程度の小さな柱痕跡で掘方は認められない。この2基以外には同様の柱痕跡は検

出できなかったが、SP271とSE255の掘方埋土との関係などからSE255に伴う上屋構造などの柱穴である

可能性がある。

出土遣物は多くない。ただし、井戸内の下層には木質遺物、特に箸が多量に廃棄されていた。掘方

内からの出土遺物は、近世遺構面3の遺構などから出土している炉壁や淳、肥前陶器を含んでおり、

大半は井戸掘削時に下層の遺構から混入したものと考えられる。第111図に掘方出土のものをあげてい

る。備前焼措鉢（2・3）は体部外面がナデ（ロクロ目）でありヘラケズリはなく、口縁部にはゴマがかかる。

4は菊丸瓦で、色調は灰白色、文様は菊文である。また、図示していないが、関西系の胞烙の破片が含

まれる。以上のように、掘方出土の遺物は、明らかに下層から混入したものを除くと、十七世紀後半

頃の様相が強いように思われる。

第112図～第114図に井戸内出土のものをあげている。5は非常に赤みの強い胎土の揺鉢で関西系のも

て妄イ
0　　　　　　　　　　　10cm

No． 種 類 器種 ・部位 法 墨（cm） 形態 ・技法等の特徴 胎土等の特徴 色　 調

I 肥前染付磁器 小坪 ll僅　　 8．0
前さ　　 2．7

高台部紬剥ぎ。内面に花井文。
（胎土）陶石

（焼成）良好

（紬）‾．青磁紬・明緑灰（10GY8／1）
（断面）灰自（N8／0）

2 備前
揺鉢

口径 （38．6）
1／10周程度の破片し　内面に幅2．7川程の櫛状工具によるおろし （胎土）8mm以 Fの砂粒を多く含む （内面）赤禍（10R4／3）／（外面）暗赤褐～暗赤

ll抜部 H ，目線部外耐 こ自然紬。 （焼成）良好 灰（101〈3／3～7．5R4／1）／（断面）赤禍（101～5／′1）

3 備前
捨鉢

口径 （ノは 3）
1／10周程度の破け。内面に幅2．5川杜の櫛状工具によるおろし （胎土）8mm以下の砂粒を多く含む （内面・断面）にぷい掲～快褐（7．5m 5／3～4！

目線部 口。口練部外耐こ自然紬。 （焼成）良好 2）／（外面）灰（N4／0）

1 瓦
菊丸瓦 外径　 10．0

菊文。瓦当内面ナチ。
（胎土）0．5mm以下の砂粒をわずかに （内外誠）灰白～灰（7，51°7／ト、N5／0）

正当 文様区径 6．5 含む／（焼成）良好 （断面）灰白（7．51’7 ／1）

第111図　SE255出土遺物1（井戸掘方）（1／3・1／4）
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3　近世遺構面1・2

N o． 種 類 器 種 ・部 位 法 壷 （c m） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

聞 西 系 ？
ナ富鉢

「l綾 部
口 径　 し軋 1） 1J′10 聞 程 度 の 破 片，コ　内 外 面 と も ヨ コ ナ チ ノ （胎 」ニ）2 m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含む 。

（焼 成 ）良好
（内 外 ［桁 赤褐 （10 1日／・4）

（断 面 ）赤 （10 1く5 ／6 ）

6 士師 質 十二器 小 IIIl（灯 明 l肌）
日 径　 （10 ．8 ） 17‘3 即 程 度 の 破 片 、 内 外 面 と も ヨ コナ デ 。 底 面 に 板 目 。 口絃 部 （胎 士 ）2 ．5 mm 以 下 の 砂 粒 を わ ず か に

（［ノ、】外 l再・l研 而 ）J天 白 （10 1’【は／2 ～2 ，5 8／I）占‘ごjさ　 1．8 周 辺 に 煤 廿 軋 含 む ／（焼 成 ）良 好

1 Ⅲ li質 上器 小 Jm （灯 明 皿）
日 径 （1L 8 ）
高 さ　　 2 ．0 1！4 周 程 度 の 破 片っ　内 外 面 と も ヨ コナ デ 。 底廟 に 糸 切 り札　 内 （胎 t ）0 ．5 mm 以 下の 砂 粒 を わ ず か に （外 面 ）灰 n ～ 明矧 火 （7 ．5 1rIはJ′2・～7 7ノ2 ）

（！ム】面 ）1天 白 ～灰 黄 は 5 1‘8 ノ】～ 了／2）
（断 面 ）灰 白 （7．51 R 8／1）

面 の 広 い 梅 閥 に 煤 付 苛。 含 む ！（焼 成 ）良 好

8 近
軒 丸 瓦 外 径　 11 ．0

左 巻 き ‾二巴 文 、珠 文数 12。 瓜 当 内 面 ナ デ 。 （胎 十ニ）】m m 以 下の 砂 粒 まば らに 含 む り （内 外 面 ）灰 n ～暗 尿 （5 1°7 ！「、＼3 ／0 ）
正 当 文 様 lさ二径 9 ．8 （焼 成 ）良好 （断 面 ）灰 白 く51r7！1）

第112図　SE255出土遺物2（井戸内）（1／3・1／4）

のと思われる。木質遣物には木札、曲物の部材、箸などがある。9、10は桶の部材である。直径が40cm

ほどとなる桶で、同一個体の部材である可能性が高い。11は厚さ5mm程度のかなりしっかりした木札で、

表面に「古田源兵衛」の名前と年齢かと思われ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

る「十七」、裏面に「か」と墨書されている。岡

山藩藩学では、出欠の確認や修学の意思表示

に名札を使用していたといい、SP250　出土の

もの（第103図52・53）を含めこうした名札であ

る可能性がある。12は薄手の木札で、表面に「

真弘力村」、裏面に「三文」の墨書がある。付け

札の類であろう。13、14は曲物の底板である。

13には「正〝□□目」と内容量を示すとみられ

る墨書がある。

15～26は白木の箸である。図示したもの

以外にも多量に出土している。完形のもの

は少ないが、太さはおおむね0．6～0．8cm

で、長さは20cm前後の短いものと、24～25cm

ほどの長いものがあるようである。端部の

加工も、基部から先端までほぼ同じ太さの

もの（20・21・24・25）、先端を細くするもの

（15・22・23）、両端を細くするもの（26）がある。

なお、出土遣物には時期を判断しうるもの

がほとんどないが、掘方出土遺物の年代観や

十八世紀初頭以前は通路となっている部分で

あること、十八世紀後半以降に位置づけられ

るSP251に切られていることから、十八世紀前

半～中頃に掘削されたものとみられる。廃絶

l

⊂＝∋　9

⊂＝こ＝コ10

N o． 種 類 器種 ・部位 法 葺 くcm） 形態 ・技法等の特徴 備　 考

9 木製品 桶部材（側板）
さ　 3 8．8

10．9
さ　 1．3

わずかに湾 曲す る板材。 下帯付近に
結束痕。

10 木製品 桶部材 （底板）
良 さ （3 2．5）
幅　　　 8．1
厚 さ　 1．4

直径ノ10m l程度 の桶 か。

第113図　SE255出土遺物3（井戸内）（1／4）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）
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椚［丁［mm¶1¶［m訂肝肝皿！

No ． 種 類 器 種 ・部位 法 量 （c m ） 形態 ・技法等の特徴 備　 考

11 木製品 木札 残 存艮 1 2．4 ／残存幅 4．3 ／厚 さ　0．5 加工痕のある板材。表面に 「古 田源兵衛」 「十七」、裏に 「か」の墨書。 藩学生徒 の名 札か

12 木製品 木札 残存艮 7．5 ／幅 2．8 ／厚 さ　 0．3 表 面に 「真弘力村」、裏 に 「三文」の墨書。

13 木製品 曲物部材（底板） 直径 1 0．3 ／厚 さ　0．6 ほぼ円形の曲げ物底板。外面に 「正 々八ノノロ日」の墨書。

14 木製品 曲物部材（底板） 艮径 9．0 ／短径 7．7 ／厚 さ　 0．7 楕 円形 の曲げ物底板。

15 木製品 白木箸 長さ　 2 3．5 ／太 さ　0．7 先端 を細 くする 白木箸。

16 木製品 白木箸 残 存艮 2 1．8 ／太 さ　0．7 先端、基部欠損。

17 木製品 白木箸 残 存艮 2 1．8 ／太 さ　0．7 先端欠損。

18 木製品 白木箸 残存艮 2 0．5 ／太 さ　0．7 先端欠損。

19 木製品 白木箸 残存艮 1 9．0 ／太 さ　0．8 先端欠損。

20 木製品 白木箸 良さ　 2 3．3 ／太 さ　0．6 両端 ともほぼ同 じ太 さの 白木箸。

21 木製 品 白木箸 良さ　 2 4．0 ／太 さ　0．7 両端 ともほぼ同 じ太 さの 白木箸。

22 木製品 白木箸 良さ　 2 3．8 ／太 さ　0．7 先端 を細 くする 白木箸。

23 木製品 白木箸 長さ　 2 0．7 ／太 さ　0．7 先端を細 くする 白木箸。

24 木製品 白木箸 長さ　 2 4．2 ／太 さ　0．7 両端 ともほぼ同 じ太 さの 白木箸。

25 木製品 白木箸 長さ　 2 4．9 ／太 さ　0．8 両端 ともほぼ同 じ太 さの 白木箸。

26 木製品 白木箸 長さ　 2 4．4 ／太 さ　0．6 両端 とも細 くする 白木箸。

第114図　SE255出土遺物4（井戸内）（1／3）

時期を限定するのはさらに難しいが－井戸内出土遣物のうち関西系の措鉢は十八世紀末以降に増加す

るといわれており、廃絶時期の一端を示す可能性が高い。
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3　近世遺構面1・2

SX270

SX270はX＝－147645ライン付近、Y＝－37207付近から－37214付近にわたり検出した石列である。石材の

残りは悪く、特に西半部は石材が点在している状況だが、30～40cm大の花崗岩割石石材が北側に面を

そろえて並べられている。溝状の掘方に設置されているようで、底面は標高2．85mから2．95m、石材

の上面で標高　3．1mから3．15mを測る。当時の生活面が標高3．2mから3．3m程度とすると、これらの

石材はすべて地表下に隠れてしまうため、もとはもう何段か積まれ、土塀などの基礎部分となってい

たものとみられる。

第115区I SX270（1／40）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）
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璽

No． 種 類 器種 ・部位 法 量 （cm） 形態 ・技法等 の特 徴 胎 土等の特徴 色　 調

1 肥前？磁器 皿
口径　 15．1 蛇 の目高台の粗製花形皿。高台畳付部分 を軸剥 ぎ。 外面高台脇 3 カ所に大きな （胎 土）陶石 （紬）透明粕 ・灰 白（N8／0）

高 さ　　 2．1 バ リ支え痕。 （焼成）良好 （断面）灰 白（N8／0）

2 肥前？磁器 皿
口径　 15．5 蛇 の目高台の粗製花形皿。高台畳付部分 を紬剥 ぎ。 外面高台脇 3 カ所に大 きな （胎土）陶石 （軸）透明粕 ・灰 自（N8／0）

高 さ　　 2．3 バ リ支え痕。 （焼成）良好 （断面）灰 白（N8／0）

3 肥前染付磁器 碗 高台径　 5．1 体 部下部に縞のある碗。高台畳付部 分軸剥ぎ。高台 に砂付着。見込に圏線 2 条。
（胎土）陶石

（焼成）良好

（紬）透明軸 ・灰 白（10Y7／2～7．5Y7／2）
（断面）灰 自（N8／0）

第116図SX270出土遺物（1／3）

出土遣物は少ないが、掘方内、特に破却時の埋土と思われる部分から出土したものが多い。1、2は
たたみつけ

肥前磁器の花形皿で、蛇の目高台をもつ。高台畳付部分を粕剥ぎしているにもかかわらず、外面高台

脇の三カ所に大きなバリ？支え痕を持っ。3は肥前染付磁器の碗で、天日形もしくは筒形碗と思われる。

高台に砂が付着しており、砂目積みであることがわかる。蛇の目高台や砂目積みなど十七世紀中頃ま

での製品にみられる特徴を備えている。

SX270は出土物の特徴から藩学が縮小する以前、十七世紀後半代の遺構とみられる。寛文期とされる

藩学絵図ではこの付近に東西に長い建物が記載されており、北側の屋敷地との間に塀とみられる線が

描かれている。位置からみてこの塀に相当するものである可能性が高い。

オリーブ褐色微砂（25Y4／3）木炭粒、瓦片、1～5cm大の円礫まばらに含む

黒褐色シルト微砂（25Y3／2）瓦片多量

暗オリーブ褐色シルト（25Y3／3）1cm程度の黄褐色シルト粒を多く含む

黒褐色シルト微砂（25Y3／2）瓦片多量

暗灰黄～オリーブ褐色微砂シルト（25Y4／2～4／3）05cm大の黄灰色粘土、

黄褐色シルト粒を多く含む

6　暗灰黄～灰オリーブ色微砂シルト（25Y4／2～5Y4／2）陶磁器類、土師質土器
割石等を含む

7　暗灰黄色細砂（25Y4／2）1cm程度の黄褐色シルトブロックを含む

8　黄灰色細砂（25Y4／1）1cm程度の円礫含む

9　暗灰黄色シルト微砂（25Y5／2）木炭粒をまばらに含む。1～3cm大の黄褐～

にぷい黄色シルトブロックを含む

10　黄灰色粗砂（25Y4／1）

11暗灰黄色シルト微砂（25Y5／2）1cm程度のにぷい黄色シルトブロックを含む

0

第117図　SP283（1／40）
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3　近世遺構面1・2

SP283

SP283はX＝－147645．0、Y＝－37204．0付近で検出

した大型の土坑である。直径約2．4m、深さ約

0．95mを測る。埋土には多量の瓦片、花崗岩石材、

陶磁器類が含まれ、ゴミの廃棄土坑とみられる。

埋土の中程（第117図5層）からは木箱に納められ

た状態で獣骨が出土している（第118図）。木箱は

旧西校舎基礎で壊されているため大きさなどは

わからないが、幅約30cm、長さ約50cmが残る。

木材の残存状況は悪いが、底板の上に側板を立

て、小口板で挟む構造のようで、側板部分には

先端を上に向け、小口板部分には先端を箱の内

側に向けて釘が残存している。木質が二重に残

る部分があり、蓋の痕跡と考えられる。獣骨も

残りは良くないがスナメリと同定されており、

標本などとして藩学に持ち込まれたものである

可能性がある。

出土遺物は第117図の2層、4層、6層を中心に、

含まれており、大部分は瓦片であった。第119図

1～6は肥前染付磁器で、端反形碗（1）、直線的

ノーー■‾■一一、

t、こ：＿：妄：

鷺。：
‾：二・二

（1／10）

第118図　SP283獣骨出土状況（1／10）

N o， 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （c m） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1 肥 前 染付 磁 器 碗 口 径　　 8 ．0 媚 反 腕 。 高 台 部 軸劇 ぎ 。外 面 は花 弁 風 の連 続 文。 内 面 は I］緑 内 面 に睦I緑 と列 点 、 （胎 土 ）陶 石 （紬 ）透 明紬 ・灰 白 （51′8／1～ 5 G＼’8／1）
高 さ　　 3．8 見 込 に 野 菜 か。， （焼 成 ）良 好 （断 面 ）灰 白 （N 8／0）

2 肥 前 染付 磁 器 碗
口 径　　 8 ．9 直線 的 に開 く 碗っ 1／2 周 程 度 の 破 片 。 高 台 部 紬 剥 ぎ。 外 面 は 4 条 の 同 線 「六】に 放 射 （胎 1ニ）陶 石 （軸 ）透 明 紬 ・灰 白 （N8 ／0 ）
高 さ　　 有 4 状 の 直線 な ど を描 く。 内 面 は 目 線 内 面 と 見 込 に 圏 線 、 見 込 に 草 花 文 ？。 （焼 成 ）良 好 （断 面 ）灰 自 （N 8／0）

3 肥 前 染付 磁 詑 碗
口 径　　 9 ．2 広 東 形 髄 。 高 台 部粕 剥 ぎ。 外 面 は 花 文 。 内 面 は 口緑 内 面 と見 込 に 固 線 、 見込 に （胎 土 ）陶 石 （軸 ）透 明 紬 ・朕 白 （N8 ／0 ）
高 さ　　 5．0 不明 文 。 （焼 成 ）良 好 （断 面 ）灰 白 （N 8／0）

4 肥 前染 付 磁 器 碗
口 径　 10，9
高 さ　　 6 ．0 広 東 形 腕 。 1／3 周 程 度 の 破 片 。 高 台 部 軸 剥 ぎ。 外 面 は 蔓 現 。 内 面 は 見 込 に 蔓 草 。 （胎 士）陶 石

（焼 成 ）良 好
（紬 ）透 明 軸 ・明 緑 灰 （7．5G 178 Jrl）
（断 面 ）灰 白 （N 8／0）

肥 前 染付 磁 器 1仙
「l径　　 9．6
高 さ　　 2．4 高 台 部 紬 剥 ぎ。 体 部外 両 に 雲 、机 。 高 台 内 に 霊 。 見 込 に 雲 。 （胎 土 ）陶 石

（焼 成 ）良 好
（紬 ）透 明 軸 ・明 緑 灰 （7．5G 1－8 ！l）
（断 面 ）灰 白 （N 8／0）

6 川ヱ前 染 付磁 器
耳 付 花 入

L」綾 部 ～腰 部
日 経　　 5．7 頭 部 内 面 以 下 は 無 紬。 頭 部 に 一 対 の 耳 を 貼 付 コ　頭 部 に 花 井 文 。 （胎 上 ）陶 石

（焼 成 ）良 好
（軸 ）透 明 軸 ・明 緑 灰 （7．5G 1－8 ／I）
（内 面 ・断 面 ）伏 白 （偶 ／0 ）

第119図　SP283出土遺物1（1／3）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

、＝‾三三二

了へ・13、191／3

14－18　　1／4

≒≡≡∈プ莞

1；

二′二418

No． 種 類 券種 ・部位 法 量 （cm） 形態 ・技法等の特徴 胎土等の特徴 色　 調

1
芙潰・瀬 戸系？

腕 日経　 10，2 広東形腕。高 台部紬剥ぎ。 外商は草、蝶 ？。内面は 口秘 内面 （胎土）陶石 （紬）透明紬 ・灰 自（5Y7／1′、51’8／1）
染付磁器 高 さ　　 5．9 と見込に圏線 、見込に文字。 （・胞 衣）良好 （断 面）灰白 （2．51’8／1）

8 関西系陶器 碗
口径　　 9．2 端反碗わ　高台 部無紬。口縁部周辺に緑軸。ほぼ同型の破 片が （胎 士）緻密 （軸）透明紬 ・灰 白（51’8／1）／（外r伝）灰 白（2．51r8／2）
高 さ　　 5．2 数個体分あ り，、 （焼成）良好 （断 面）灰 白は 51′8／1）

9 関西系陶若 腕 L」径　　 9．0
高 さ　　 5．3

外反腕。高台 部無紬。 （胎 土）緻密
（焼成）良好

（軸 ）透明軸 ・明オ リーブ灰 は 5Gl・’7／1）
（外 面）尿白 （2．51’8／2）Jノ（断面）灰 白（2，51’81′1）

10 関西系陶帯 ミニチ ュア（皿） lニ】径　　 4．6
高 さ　 1．5 平面 六角形の 批　 休部外面～内面に緑軸。 （胎 士）緻密

（焼成）良好
（外 面）浅黄栂 （101’R8／3）
（断 面）浅黄櫨 （10Ⅵほノ′3）

11 関西系陶器 ミニチ ュア用1） 口径　　 4．5
高 さ　 1 1

花形の此っ　口綾端 部～内乱 こ練紬。 （胎 士）緻密
（焼成）良好

（外 面）浅黄燈 （101・’lく8ノ3）
川桁面）浅黄柏～栂 （10Ylは／3～2．51′R6′ノ6）

12 信 楽 灯明皿 口径　 10．7 日紹湧出吊より下の外面無軋　 外面二l二具ナチn　H 緑端部 に煤 付
着′．

（胎 十ニ）緻密 （紬）．透明軸 ・庚 黄（2．51r7／2）／（外面＝天白は 51’7ノ′．】）
高 さ　　 2．2 （焼成）良好 （l新面）尿 白（2．51’8／1）

13 備前
規尭 ？

口綾部～体調
日経　　 臥7 目線 部内繭～ 外面に抜 上。，后f凱 こカキ メ22 条．． （胎 十）0．2nlm以 Fの 砂粒 をわずかに

含む／（焼成）良好
（内面）にぷ い赤禍（7．5Rl／3）
（外面）赤掲 （10IH ／3）・（断簡廿灰 （N5／0）

14 備前
据 鉢

口払知、体謝
日経 （20．6） l］綾 部1／周程度の般ノ】‾．．外凧 こ 「緋 事柄 （胎 十）0．5mm以 下の砂粒 を多く含む

（焼成）良好
（外面）にぷ い赤褐（2．5Yl日′J3ト （内面）赤梅
（10Rノレ′ノl）／（断 面）赤～J火，ホ（】OR5／6～5／2）

15 備 前
捏鉢

Ll綾 部、骨絡Il
口径 （17．3） 口綾部 1／3周程度の般片ム［人】外し菌に 塗 1こ。 （胎 王）0．5nlm以 下の砂粒 を多く含む

（焼成）良好
（両外面）にぷ い赤～柏赤（7．5只ノLり～ 川旧／4）
（断面）榎 （2．51′【16／6）

16 備前 控鉢
日径 （16，l）
高 さ　　 7，2 1J’6周程度の破片。内外耐 こ号愈上，外面に　 桟闘餌

（胎 」ニ）0．5mm以 下の砂粒 を多く含む

（焼成）良好

（内外面）赤 （7．5Rノ1！6）

（断面）赤栂 （日用6／6）

17 備 前 火鉢 ？ 底径　 （32，2） 1／8周程度の舷片。外耐 ま左 方l句の ヘラケズ リののちナデ。底
面ナチ

（胎王）8mnl以下の砂粒 を多く含む （内外而）赤 （10R5／6）
底部 （焼成）良好 （断面）赤 （IO精／6）

18 備 前
火鉢 ？

戌存高　 6．6
隅九 方形か＿．応 酬 l柏 に捕rT 形 け）の透 か し孔が並ぶ。内面朕 （胎士）2nlm以 下の 砂粒 を多く含む

（外面）赤掲 ～赤く10R′り3′、5，J6）
（内面）赤禍 ～にぷい燈（10IH ／3～2．5Ylく6／3）
（断面）にぷ い櫨（2．5111く6／′1）

底部 繭に 「牡丹餅 ＿I。 （焼成）良好

19
関西系 揺鉢 ・底部 底径　 （13．8） 底部 1／′‖司私腹の破片。 見込に櫛状 工具による放射状の スリメ （胎士）3mml以 下の 砂粒 を多く含む （外面）明赤褐 （2．51′R5／6）／（両面）赤（10R5／6）
（明石産） （帖3cm、9本）、見込端 から密なス リメ。ノ （焼成）良好 （断面）明 赤禍 （2．51rlく5／6）

第120図　SP283出土遺物2（1／3・1／4）
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3　近世遺構面1・2

20　り4

211／3

0　　　　　　　　　　　10cm

形態・技法等の特徴

外径　（ll．1）
文様lく軽10．2

ノー≡巻き一二巴文、珠文列の憤部に　りくIの一∴．瓜当内面
ナデ、Iノ、】面コビキ銅板

（胎士）2nlm以Fの砂粒を多く含む。
（焼成）良好

（外面）灰（M／0一一5JO）／（両面）灰（516Jl′－NIJO）
（l断面）尿坑、灰（251°7／2一一＼5／0）

第121図　SP283出土遺物3（1／3・1／4）

に開く碗（2）、広東形碗（3、4）を含む。第120図7は瀬戸・美濃系とみられる染付磁器の広東形碗、8、9

は京焼系陶器の端反形碗である。13～18は備前焼である。13は小型、蓋付きの襲形の製品で塩壷とみ
こねばち　　　　　　　　　　　ひだすき

られる。14～16は担鉢で、外面にはいわゆる「緋裡」がかかっている。17は器壁が厚く、体部がほぼ垂
きヤぱち

直に立ち上がる大型品で、火鉢や匝鉢などの、さほど深くない器形になるものと思われる。18はやは

り体部がほぼ垂直に立ち上がる大型品で、平面形が隅丸方形になるようである。体部下部に楕円形の
ぽたi一ち

透かし孔が連なっており、内面の底面にはいわゆる「牡丹餅」が認められるなどさほど深くない器形と

Yニー37200

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

1時灰黄色微砂（25Y4／2）1cm程度の黄褐色シルト、灰黄色シルト粒を

多く含むr，

暗灰黄色微砂（2．5Y4／2）門礫、瓦片を多迫に含む。

3　異褐～暗オリーブ褐色緻砂（2．5Y3／2～3／3）数mm～1ぐm大の蛮褐色

土粒を多く含む。

オリーブ褐色細砂微砂（25Y4／3）

暗灰炎色細砂（2．5Y4／2）明黄褐色シルトをラミナ状に含む。，

灰黄褐色微砂（10YR4／2）数mm大の黄褐色土位を含む。

暗尿黄色細砂（2．5Y4／2）

暗灰黄色細砂（2．5Y4／2）1～】0cm大の明黄褐色土、晴灰顔色シルト、

黄褐色シルトブロックをを多く含む。

9　黄褐色暖混じり粗砂（25Y5／3）

10　黒褐色シルト微砂（2．5Y3／1）数mm大の茹褐色土粒をまばらに含む。

第122園　SP284（1／40）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

さやはら

みられ、匝鉢とみられる。19は措鉢底部の破片。体部の密なスリメが見込端で一旦止まっており、見

込には放射状のスリメが施されている。関西系、特に明石産の揺鉢と思われる。21は粘板岩製の硯で、

長さ14．0cm、幅5．6cm、高さ1．6cmを測る。墨堂部分が使用により凹んでいる。なお、広東形碗や端反

形碗を含んでおり、十九世紀前半に位置づけられる。

SP284

SP284はX＝1147645．0、Y＝－37200．0付近に検出した土坑で、東側は調査区外に及んでいる。南北約2．3

m、深さ約0．95mを測る。埋土上層（第122図2層）に瓦片などを多く含むほか炭化物や有機質を多く含

む黒褐色土が厚く堆積しており（3層）、ゴミの廃棄土坑とみられる。

出土遺物は肥前産の染付磁器では、口縁部内面に四方裡文を描くもの（1）、見込に手描きの五弁花文

を入れるもの（2）、コンニャク印判の五弁花文を入れるもの（3）などがある。6は瀬戸産の陶器大皿でい

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

Ho ， 種 類 器桂 ・部位 法 塁 （cm ） 形態 ・技法等の特徴 胎土等の特徴 色　 調

1 肥前染付磁器 碗
Ll径　 11 ．9 大形の丸髄。 高台部軸劇 ぎ。外面は一一両に牡 丹を、内耐は lコ縁両面に四万極文 （胎上）陶 石 （柚）透明紬・灰 白（5G l‘8／1）

首‘石さ　　 6．7 と見込 に博1線 二条、松竹梅を描 く。 （焼成）良好 （断 面）灰 白（N 8 7’0 ）

2 肥前牡付磁器 碗 ？
底 部付近 の破 五一　肴－5台部紬剥ぎ。外耐 ま休部 F 判 こ格 丁目状の 文様。 内面見込 （胎⊥）陶 石 （軸）透明紬 ・灰 白（5 Glr8／1 ）
に 圏線　 二条と五弁花文。 （焼成）良好 （断 面）灰 白（5 1′8／】）

3 肥前染付槌音語 皿L
Ll径　　 8．6 高 台離紬剥ぎ。 高台端部に砂付着。内面に芭蕉葉 と宝珠 （？）。ノ　高台小目こ落款胤

の 文様。

（胎⊥）陶石 （紬）音磁紬 ・別線灰 （7．5 G l′7 ノ′1～日J′1）
高 さ　　 2．9 （焼成）良好 （断 面）灰 白（N 8 ／0 ）

4 肥前牡付磁含蓄 Ⅱ
「‘l径　 13 ．8 高台部紬剥ぎ。 外耐 二唐草、内面は コンニ ャク印判 で 「S l のす状の 文様 と見 （胎上）陶石 （粕）透明紬 ・灰 白 （5 GY 8／1 ）
高 さ　　 2．8 込 に五弁花文。 （焼成）良好 （1研面）灰 白（N 8 ／0 ）

D 肥前染付磁器 Ⅱ
口径　 10 ．4

1117iさ　　 2．9
外 面に木の葉状 の文様り　高台内 、内面見込に も同債 の文様 か′ （胎士）陶石・白磁胎

（蛙成）良好
（紬）白色軸 ・灰自 （5 1’8 ／1）
（断面）灰 白（5Y 8／1）

6 瀬戸施紬陶試 大皿 （．鴇の 目ⅡL） 日経　 23 ，2 いわゆる 「馬の目皿」。 高台部鱒紬。 内面に鉄軸で楕円形の渦巻 き状 の文様 を （胎 士）緻密 （紬）白色軸 ・朕 白 （2．5 178／1一一5 1’8 ／2 ）
さ　　 5．6 描 く。 見込にパ リ支え痕。 （焼成）良好 （断面）灰 白（2．51’8／l～ 8 ／2）

7 備前 灯 明皿 径　 10 ，0 灯 芯受け付きの灯明皿。 1／2周程度の破片。灯芯受けの 二カ所に （胎土）11Ⅷ以 下の砂粒 を含 む （外面・断 面）にぷい赤褐 （2．5Y R4 ／4 ～ 5／4）
さ　　 1．4 ヘ ラ切 りの凹み。凹みか ら口縁部 にか け煤付 着。 外面へラケズ リ （焼成）良好 （内面）噌赤禍 （51rR3 ／3 ）

8 備前 小皿（灯 明皿） 日径　 10 ．3 内面から外面日緑部下、 ヨコナデ。外面の 下平をヘラケズ リ．コ　L l （胎土）1mm 以下の砂粒 を多く含む （外面）尿赤 ～赤 （2．51rR 4／2～ 1 0R 5J′6）
高 さ　　 1．8 練 端部に煤付着。 （焼成）良好 （断面）暗赤縄 ～赤租 は 訂件ほ／3～ 10R 5／6）

第123図　SP284出土遺物（1／3）
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3　近世遺構面1・2

わゆる「馬の目皿」と呼ばれるものである。

SP284は出土遺物、特に瀬戸・馬の目皿の存在から、十九世紀前半頃のものとみられる。

SP290

SP290はX＝－147646．2、Y＝－37212．4付近で検出した径40cmほどの土坑である。中に窺一個体を納めて

おり、寮内にはネコとみられる獣骨がはいっていた。嚢は備前焼で、口縁部と底部の径がほとんど変

わらず胴部や肩の張りの少ない筒状のもので、全面に塗土を施し赤褐色に発色している。底部には「本

」の字とみられるヘラ記号がある。塗土の一般化する十八世紀中頃以降の製品とみられる。

SP290の位置は、十八世紀初頭以降、藩学の北限付近にあたっている。ネコの骨以外何も入れられて

いないことからネコを埋葬したものである可能性が高い。

1オリーブ褐色細砂（25Y4／3）

50cm　2暗灰黄色粗砂（2．5Y4／2）

1cm程度の暗灰黄色シルトブロック含む

3時灰黄色粘土（2．5Y4／2）

N o． 種 類 器 桂 ・部 位 法 五 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の特 徴 色　 調

1 備 前 盛
口 径　 2 4 ．4 口緑 部 ヨ コナ デ 、 ほ か は ロ ク ロ 私　 特 に 、 肩 部 は ロ ク ロ R が 深 く

（胎 土 ）1m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含む
（焼 成 ）良 好

（内 面）赤 禍 （10削 ／4）
胴 部 径 2 8 ．3 凹 線 状 に 見 え る。全 面 に 塗 t 。肩 部 に 取 手状 の 飾 りを 貼 り付 け る。 （外 面）赤 褐 ～ 明 赤 禍 （】OR 4 ／4 ～ 2．51rR5 ／6 ）
高 さ　 2 8 ．2 底 部 に ヘ ラ記 賢。 （断 面 ）赤 （101i5／6）

第124図　SP290（1／20）と出土遺物（1／4）

SP294

SP294はⅩ＝－147649、Y＝－37204付近に所在する長さ約2．7m、幅約1．2m程度の隅丸長方形の土坑である。

南端部以外は旧西校舎基礎により上部を失っている。底面は南側1／3程度が標高約2．3mと検出面から

の深さ0．9m程度なのに対し、北側2／3は標高約0．8m、深さ約2．4mほど掘削されている。土坑の長辺

側に三対の杭が打たれており、なんらかの上部

構造に関係するものと思われる。埋土は上部が

漆喰塊、豊島石石材片、瓦片、陶磁器類を多量

に含む砂質土で、廃絶時に埋め戻された土層と

考えられるのに対し、下部には非常に粘質の強

い灰色～黒色土が堆積しており、使用されてい

た段階で堆積した土層と考えられる。
しっくい

上層に多量に含まれる漆喰塊は、厚さ8～

10cm、高さ20cm前後の壁体状のもので、平面形

が直線的な破片と円弧を描く破片がある。胎土
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2m

Xニー147648

Yニー37204

1時オリーブ褐色徴砂（2．5Y3／3）円礫、漆喰塊を含む

2灰色細砂（7．5Y4／1）瓦片多い。木瑛粒わずかに含む

3黒褐色細砂（25Y3／1）木炭粒を多敵に含む

4灰オリーブ色細砂（5Y4／2）

5オリーブ晃色細砂徴砂（75Y3／2）

多昂の瓦片、割石、木片等を含む

6灰色粘質細砂（5Y4／1）

7灰色粘土（7．5Y4／1）

8オリーブ黒色粘符微砂（75Y3／2）

9照色粘土（75Y2／1）

10灰色地上微砂（7．5Y4／1）

11灰色粘土微砂（7．5Y4／1）

12黒色粘上（75Y2／1）

13灰色粘土微砂（7．5Y4／1）

14黒色粘土（75Y2／1）

15灰色粘土微砂（7．5Y4／1）

1用人のオリーブJ火色シルトブロックを含む

16灰色細砂（75Y4／1）

1～鉦m大の灰色粘土ブロックを多く含む

17灰色粘土（75Y4／1）

18オリーブ黒色船上（10Y3／1）

19灰～オリーブ黒色粘質紬砂（10Y4／1～3／1）

オリーブ黒色粘土ブロックを含む

20灰色粘土（10Y4／1）

21黒色粘土（10Y2／1）

l　　　　　　　　　　　　　　　　（1／40）
Yこニー37204

第125図　SP294（1／40）

は浅黄色（2．5Y7／3～5Y7／4）で、5mm以下の砂粒を多量に含んでいる。表面は灰白色（2．5Y8／1～5Y8／1）

の化粧土が塗られている。内面下部には幅8cm前後にわたって、底の剥がれた痕跡があり、大きさは不

明だが、元は長楕円形もしくは隅丸長方形の水槽状のものであったと考えられる。SP294の上部構造に

関係するものである可能性もある。

N o． 種 類 器 種 ・部 位 法 呈 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特徴 胎 土 等 の 特徴 色　 孟周

1 肥 前 染 付 磁 碁 碗 口 径　 lL 】
高 さ　　 6．3

丸 腕 っ　前冶 部 紬 剥 ぎ。 外 耐 こ網 1］文 。 高 剖 こ砂 付 札 （胎 上）陶 石
（焼 成 ）良 好

（軸 ）透 明 紬 ・明 紀 灰 （7 ．5 Gl′8／い、 7／1）
（断 面）J火 白 （N8 ／0 ′、7／0）

2 肥 前 染 付磁 器 碗 底 径　 1，6 九 碗 ？。 口緑 諏 欠損 。 高 台 部 軸 剥 ぎ 。．外 面 に 藤 （？）文。 （胎 上）陶 石
（焼 成 ）良 好

（軸 ）透 明 紬 ・明 緑 灰 （10G l’8 ／1）
（断 面）I天 白～ 自 （N8 ／0 ′－9／0）

3 肥 前 染 付磁 器 碗 口 径　　 8．2 筒 丸 醜 、 高 台 郎 軸 剥 ぎり　焼 継 あ り。 高 台両 に 焼 継 印 。 外 面 は lニ1線 部 下 に 盈 文 、 （胎 土）陶 石 （紬 ）透 明 軸 ・灰 山 （5い ’8／l）
高 さ　　 7．7 休 部 に 波 、 雲 、 門 文 内 に 龍 。一　内 面 は 口繰 内 面 に 雷 文 。 （焼 成 ）良 好 （断 面 ）尿 白 （N 8 ／0 ）

1 肥 前 染付 磁 器 腕 ？
底 径　　 6．2
高 さ　　 5」 筒 丸 碗 か い　高 台 部 紬 剥 ぎ。 内 ［緬　 部 は 無 紬 。 外 面 に 渡 文 。 （胎 ⊥）陶 石

（焼 成 ）良 好
（軸 ）透 明 軸 ・明 紀 灰 （10G l’8 ／1）
（断 面）J天 白 （N8 ／0 ）

5 肥 前 染付 磁器 碗
口 径　　 8．0
高 さ　　 ′L 5 端 反 鯨 。 rこ‘汗 湘 軸 剥 ぎ 。．外 面 に 草 花 （クチ ナ シ ？）文 。 内 面 は 口緑 両 面 に 綱 l」丈 。 （胎 土）陶 石

（焼 成 ）良 好
（紬 ）透 明 紬 ・灰 白 （5 178 ／1）
（断 面）白 （N9 ／0 ）

6 肥 前 染 付磁 鎧 碗
口 径　　 9．2 端 反 碗 。 高 台 郎 紬剥 ぎ。 高 台 内 に 焼 継 印 。 外 面 に 蝶 、 草 花 文。 内 面 は 口綾 部 lノ、】 （胎 上）陶 石 （軸 ）透 明 軸 一灰 白 は 5 Gl’8！1）
高 さ　　 有 8 面 と見 込 に 掴 線 、 見 込 に 草 花 ？文 rJ （焼 成 良 好 （断 面）伏 白～ 白 （N 8 ／0 ～ 9／0）

7 肥 前 染 付磁 器 碗 蓋
口 径　　 9．8 高 台 部 軸 剥 ぎ。 外 面 に囲 扇 、 意 風 の 表 現 内 に 草花 文 。 内 面 は 口練 内 面 に 工宇 文 （胎 上）陶 石 （紬 ）透 明 軸 ・明 細灰 （10G IP8 ／1）
高 さ　　 2 ．9 （‘古 文 の 変 形 ？）。 見込 に 三 弁 の 花 文 （花 唐 草 ？）。 高 台 内 に変 形 辛 乳 （焼 成 ）良 好 （l新 面）白 （N 9 ／0 ）

第126回　SP294出土遺物1（1／3）
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3　近世遺構面1・2

N o ． 種 類 器 種 ・部 位 法 逗 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

8 肥 l裾敷 け 磁 器 lnL
日韓　 13．2 甘 台 部 帥剥 ぎ。 外 面 こ唐 草 文 。 内 rrliは 松 、 扇 7 ・、 見込 に コ ン ニ ャ ク印 判 に よ る （胎 上）陶 石 （紬）透 明 軸 ・明 紀 灰 （7 ．5 （11r8／1 ）
高 さ　　 3．′l 丑弁 花 文。 高 台 内 に 変 形 ナニ銘っ （焼 成 ）良 好 （［新 海 ）I天 白 （満 ′′0 ′、5178！り

9 肥 前 抜目 1磁 器 m L
ロ径 （12．6） 1／封射 呈度 の 礁 片 ユlfJi台 部 軸 剥 ぎ。． 外 「柄 こ／JH 1－に：文 り 「ノ、桶 招 待 l：花 文、 見込 に コ ン ニ （胎 土 ）陶 石 （紬 ）透 明 紬 ・別 緑 灰 ～ 尿泊 （7，5C l′8 J′1
高 さ　　 3．5 ヤ ク印 判 に 上 る ‾11 弁 花 丈．－．高 子 内 に 変 脾 ≠ 軋 （焼 成 ）良 好 ～ 湖 ／0 ）／（断 面 ）灰 lノl（N8 ノ．0 ）

10 肥 前 染 付 磁 器 m
口径　 13．2 花形 肌 ．蛇 の ［川lけ杉［t．Jif 。 外 面 は 悟 構 文1 仙 南 は 花 メlニ文 、 見 込 に 月 、 雲 、 鳥 （紡 （胎 土 ）陶 有 （紬 ）透 明 紬 ・明 線 状 （7 ．5C l’8 ／D
高 さ　　 3．9 か ）、 植 物 を 描 く。 （焼 成 ）上．好 （断 面 ）灰 白 （NR ／0 ）

‖ 肥 前 染付 磁 器 鉢 ［l径　 1ノ1．2 五 角 形 の 花 形 軋　 鹿 継 あ 畑 、高 台 内 に 焼潮粁軋．高 士庸 li紬 剥 ぎ、．外 南 は 埋 碑 文 か ．ノ （胎 」ニ陶 石 （軸 ）透 明 紬 ・灰 白 （2 ．5 G lr8／1 ）
高 さ　　 5 ．6 l軸 五日ま体 卸 内 面 区 画 内 に 掴 文 と金 魚 、 見込 に 金 魚 とノ］く卓二（．7）′つ （晩 成 ）lも好 （断 l前）灰 白 （N8 ／0 ）

12 肥 前 焼 付 磁 ぶ 鉢 口径　 18．1 八 郎形 の鉢 。 高 台 部制 劇 ぎ ．J 外 面 士埋 瑞 文か 。 内 面 は 体 如 lノ、哺 日豪画 】ノ、】に 竹 、 両 （胎 土 ）陶 石 （軸 ）透 lH 細目 天白 （2 ．5 1rB！1）
高 さ　　 1．5 中の 人物 。 見 込 に 鵜 を 描 く。． （焼 成 ）良 好 （冊 面 ）灰 11 （N8 ′JO ）

13 肥 前磁 器 花 人 最 大 径　 7．3 ∩繰 畠トぺ 鋸机 上牛 を 欠 損4　わー台 部 別l剥 ぎ。 頭 部 の付 け根 に 本 葉 胤 の 耳 を 貼 り付 （胎 上 ）陶 石 （軸 ）青磁 軸 ・明 絞 灰 （】OG l′7／日
戒 存 i高 11．6 け 。1 （焼 成 ）良 好 （断 面 ）尿 白 （N7 ／0 ～ 7．5 1′7 ／】）

‖ 関 西 系陶 器 猪 口 口径　　 6．5
高 さ　　 5．0

ほ ぼ 完 形 。 高 台端浣泊 ト パーお汁内 無用血 （胎 土 ）拗 紹
（焼 成 ）良 好

（紬 ）軸 ・明 紀 灰 （5 Gl′7／1 ）
（断 面 ）浅 黄 （2．51’7／3）

ほ l紬 封系陶 ㍊ 碗
口径　　 8．3

高 さ　　 生 3
端 反 形 椀 ウ　3 1′′1周 程 度 の 破 片。 高 育 鮎 軋 （胎 土 日故密

（櫨 成 ＝ミ好
（紬 ）軸 ・灰 自 （101′7／2）
（断 面 ）灰 黄 （2．51r7／2）

16
肥 前陶 器
（内 野 山 系 ） 碗 日径　 1 1，2

高 さ　　 7．9 ほ ぼ 完 形 の 丸椀 。 舌一台 部 紬 剥 ぎ 。．直一台 細 部 に 砂 付 孔 （胎 士 ）や や 砂 質
（焼 成 ）良 好

（紬 ）紬 ・灰 蹟 （2 ．5 1′7 1′2 ）
（断 面 ）灰 白 （2．51′8／I）

第127図　SP294出土遺物2（1／3）
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‾‾　　　25　　　　　　　　　　　　29

26　　　　　　　　　　　　　30

ミ＝＝＝≡巨≡⊇ジフ　27

28

No， 種 叛 券種 ・部位 法 豊（cm） 形態・技法等の特徴 胎土等の特徴 色　 調

17 l某］頗系陶器 碗 目性　 （9．5） 1！5周指度の破片。天口風の丸晩。全前日二鉄柵、口綾部から体 （胎土）0．5mm以下の砂粒を多く含む （軸）鉄軸 ・噌褐（1017m ノ3）
r高さ　　 5．8 部上半の内外面に明青灰色の軸．高台部紬剥ぎ。、 （焼成）良好 （断面）褐灰～灰黄褐（101．rR57上し5／2）

ほ 閲酉系陶器 碗 口径 （10．′1）
高さ　　 5．5

1／4周程度の舷片，高台 榊 。内面から外面の 一部に澤状のガ （胎土）やや砂質強い （抑）白色紬 ・灰白（5Y8／】～7／D ／（断画主
ラス質の付着物。軸表面は被熱のためか光沢を失っている。 （焼成）良好 外面）灰白～褐灰（51r8／1′－7．51′R6′′．D

19 関西系陶器 鉢 ＝径　 （15．6） 「1線部1′13周程度の破片，休部下平～高台無紬。内面側面と見 （胎土）緻密 （紬）鉄柵・明褐～暗褐（7．5YR5／6～3／4）
高さ　　 9．6 込に計4 カ所バリ支え痕。 （焼成）良好 （断面・外面）にぷい黄橙～橙（101’R7／4～51’R7／6）

20 関西系陶器 火入？ 「］径　　 6．6
高さ　　 5．1

筒状の容鑑．底部無軸。底部へラ切り痕，ユ （船上）やや砂質強い
（焼成）良好

（軸）灰黄栂（101′R6／2）
（断面・外面）橙～灰掲（2．51r6／6～7．51’R5／2）

21 瀬戸施軸陶器 皿（腐のり皿） 口径　 2 1．1

l高さ　　 4．3
高台無軸。見込に胎上目風の融む痕 5 カ所。 （胎七）やや砂質強い

（焼成）良好
（紬）灰白へ灰（51°7／2～6／1）、鉄軸・褐（7．51rR′1／4）
（断面・外面）灰白～灰（51．－7／2～6／1）

22 関西系？陶器 徳利
口径　　 3．8
最大径 11．9
高さ＋ 20．3

休部、庇郎一一一1如欠損。頭部内面から外耐こ鉄紬。
（胎士）0．5mnl以下の砂粒を多く含む
（焼成）良好

（紬）鉄粕・暗褐（7．51′R3／′1）
（内面）灰黄～浅黄（2．51r6／2～7／4）
（断面）浅黄（2．51’7／4）

23 備前 小mL 高さ　　 L 3
方形平面、型押し成形の小皿．J 亀を表現、中央に鮎軋　外面に塗
士

（胎一上）やや砂質だが、砂粒は認め （外面）明赤褐～赤褐（51′R3．1′1～互16）／（両
られないし（焼成）良好 而）明赤禍～にぷい赤禍（2．51′R5！6へ4 ／3）

2」㍍楽 吏「明台 口径　　 7．9

rlL石さ　　 5．8
内面上一片から外面に地軸n　底部無軸。底部へラ切り鳳。 （胎土）緻密

（焼成）良好
（軸）透明紬・灰白～灰オリーブ（51’7／2～ 6！2）
（断面・外面）灰鼓～にぷい橙（2．51′7／2′、51′R6／ノl）

25 信楽 好餌皿L 日径　　 8．8 灯芯受け付きの灯刷臥　 し」縁部外耐こ煤廿ポん　口紬瀾灘 よりし （胎上）薇純 （柚）透明紬・灰仁J～灰オリーブ（51’7／2～6／2）
高さ　 】l たの外面無刺し　外面‾T二見ナデ．J （焼成）良好 （断面・外面）灰白（51’7／1）

26 信楽 灯明皿 口径　　 8．6
㍍さ　　 し5

口は都外面に煤付差。日は淵潮は り1ごの外r酎無恥，外道ナデ， （胎土）緻密
（焼成）良好

（軸）透明紬・灰「1 （51r7／2～7／1）
（断面・外面）灰白～浅蛮（2．51′7／1～7／3）

27 備前 灯明皿L 日径　　 7．0 灯芯受け付きの灯明‖m n 練都外面に煤付む。外面下半ケズリ。 （胎土）0．5mm以 トの砂粒を含む （外面）灰赤（2．5YlH ／2）／（内面）噌赤禍
ll：古さ　　 0．9 内乱 二途」㌔ （焼成）良好 （2．51rR3／3）／（断面）灰（7．5lr6／1）

28 備前 小用L（灯明皿） 口径　　 6．6
高さ　　 0．9 廿級部内外面に媒付着。外面下平ケズリ‘，

（胎土）0．5mnl以下の砂粒を含む
（焼成）良好

（内外面）灰赤（2．51′R5／2）

（断面）灰（N4／0）

29 土師質十二器 小1肌
口径　 （6．8）
高さ　 1．0 1／2周程度の破片。内外血ともヨコナデ。底部に糸切り痕

（胎土）0．5nlm以下の砂粒を多くまば
らに含む。（焼成）良好

（内外面）灰黄（2．5Y7／2）
（断面）灰翁は51・’7′J2）

30 土師肝上昔話 小皿
Ll径　　 8．0
高さ　 1．2

1／3周程度の破片。内外面ともヨコナデ。底部糸切り後板ナチ．， （胎土）0．5m 以下の砂粒をわずかに
含む／（焼成）良好

（内外面）灰白（101′R8／2）
（脚r繭）灰白（】017RR／2）

3l 寸二師質土器 香炉？
日経　　 9．1

台．ごiさ　　 3．9
香炉状の′ト嵐．内外血ともヨコナデn　底部に糸切り痕。

（胎上）0．5mm以トの砂粒をわずかに
含む／（焼成）良好

（内外面）灰自～灰黄（2．51′8／2へ7／2）
（断面）灰白（2．5YRB／2）

第128図　SP294出土遺物3（1／3）
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3　近世遺構面1・2

≦窒諌。。

N o ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （c m） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

3 1 蘭 画 系 陶 器 鉢 H 径　 2 1．0
高 さ　　 8．9 高 台 部 無 紬 。 「I綾 部 は 花 形 。 見 込 に バ リ 支 え 痕 3 カ 所 。 （胎 土 ）0 ．2 m m 以 トの 砂 粒 を 多 く

含 む ／ （焼 成 ）良 好
（紬 ）透 明 紬 ・ オ リ ー ブ ～ オ リ ー ブ 黄 （5 1′5／4～

6 Jl ）／ 川新 腋 等 ）灰 百 （5 l r7／1）

3 2 関 西 系 陶 器 行 平 鍋 口 径　 1 8．4 外 面 口 綾 部 か ら 体 卸 と 半 に 塗 士　 内 面 口 綾 部 よ り 下　 枝 口 内 （胎 士 ）緻 密
（粕 ）透 明 紬 ・ オ リ ー ブ 黄 （5 1’6 ／3 ）／（塗 士 ）に ぷ

高 さ　　 9．3 に 透 明 札 外 面 体 部 上 半 に 荊 点 （飛 カ ン ナ ）。 （焼 成 ）良 好 い 赤 禍 （5 Y R ′1／4）／（外 面 ）灰 黄 褐 ～ に ぷ い 黄 橙
（1 0 1′R 6／2 ～ 7／4）／（断 面 ）灰 白 （2．5 1r8 ／り

3 3 関 西 系 陶 器 孟i
最 大 径 1 1．3 上 板 の 蓋 。1 上 面 に 透 明 軸 、 白 色 紬 を 盛 る よ う に し て 網 代 状 、 （胎 土 ）0 ．2 m m 以 下 の 砂 粒 を わ ず （紬 ）透 別 納 ・洩 耗 （2．5 1’7／1）パ 内 面 ）に ぷ い 蛮 櫨
高 さ　　 4．0 馬 の 口 状 の 文 様 を 描 く ゥ か に 含 む ／ （焼 祓 ）良 好 （I O Y R 7／4）／（断 面 ）淡 黄 （2 ，5 1r8 ／3 ）

3 ・1 瀬 戸 美 瀧 系 陶 器 蓋
最 大 径 1 1．7 つ ま み 部 分 欠 損 。 壷 な ど の 蓋 か 。 上 面 に 透 明 軸 、 貼 り 付 け の （胎 ⊥ ）紗 控 弓凱 、． 0 ．5 m m以 下 の （紬 ）透 明 軸 ・ オ リ ー ブ （5 1°5 ／4 ～ 5／6）
残 存 高　 4 ．1 雲 文 3 カ 所 。 砂 粒 を 含 む ／ （焼 成 ）良 好 （内 面 ・断 面 ）灰 白 （2 ．5 Y 8 ／1）

3 5 備 前 捜 鉢
ロ 径　 2 7．0
高 さ　 1 1．3 全 面 に 塗 土 。 （船 上 ）0 ．2 m m 以 下 の 砂 粒 を わ ず

か に 含 む ／（焼 成 ）良 好
（内 外 面 ）に ぷ い 赤 禍 ～ に ぷ い 褐 （5 °削 ／1 ～ 7 ．5
1′R 5 ′Jノ1）／ （断 面 ）暗 紫 灰 ～ 灰 （5 II P 4 ／ ～ M ／0 ）

3 6 備 前 匝 鉢 I，1 径　 （1 2 ，5）
高 さ　　 6 ．4 口 緑 部 1／4周 程 度 の 破 片 。 （胎 土 ）1m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含

む ／（焼 成 ）良 好

（外 面 ）灰 褐 （5 l rR 4 ／2 ）／ （内 面 ）灰 赤 ～ に ぷ い 赤 褐
（2 ．5Ⅵ H ／2 へ4 ／3 ）／（断 面 ）明 赤 褐 ～ 暗 灰 （2 ．5 1’R 5
／6 へ ペ 3／0）

3 7 備 前 匝 鉢 口 径 （3 1．2） u 綾 部 1／4 周 程 度 の 破 片 ウ　内 外 面 に 塗 土 。 底 面 へ ラ ケ ズ リ 後 ナ （胎 ］＿ニ）3 m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含 （外 耐 赤 褐 （1 0 1～4 ／3 ）／ （底 面 ）赤 （1 0 R 5 ／6 ）・（内
高 さ　 1 1．7 デ 、 「S 」字 状 の ヘ ラ 記 号 ？ 。 内 面 底 面 に 「牡 丹 餅 」、， む ／（焼 成 ）良 好 面 ）赤 禍 （1 0 R 4′1 4）／（断 面 ）赤 褐 （1 0 R 5／4）

第129図　SP294出土遺物4（1／4）

出土遺物は陶磁器類のほか瓦質土器、瓦類がある。第126図1～第127図13は肥前産の磁器である。1

は外面に綱文を染付する丸碗で、高台に砂が付着しており砂目積みであることがわかる。4は筒丸碗と

しているが、やや大形で内面下部が無粕となっており、火人などの器種の可能性が高い。5、6は端反

形碗である。8、9は外面に唐草文を描く皿であり、見込にコンニャク印判による五弁花文を入れている。

10は花形の皿で、蛇の目凹形高台を持つ。11の花形鉢には焼継があり、判読できないが、高台内に焼

継印がある。18は京焼系（信楽か）の碗であるが、粕表面が被熱のためか光沢を失っており、内面に赤

褐色、ガラス質の梓状の付着物がある。これは外面側にも流れ落ちるように付着している。樺状の物

質については分析等行っていないため不明だが、融点の低い焼継材のようなものを溶かしたものかも

しれない。21は瀬戸産の大皿で、いわゆる「馬の目皿」と呼ばれるものである。23は備前焼の型押し成

形の小皿で、亀の形態のものである。頭、前足、後ろ足の表現があり、非常に不明瞭だが地紋風に亀

甲文が入れられている。中央には鶴を表現している。24～30は灯明台、灯明皿で、24～26が信楽産、

27、28が備前焼、29、30が土師質土器である。31は信楽産と見られる鉢、32はやはり信楽産の行平鍋

である。33はSP250などで出土している土瓶（第101図35、36）などの蓋、34は同じく第101図38のような

鉢状の容器の蓋と見られる。35は備前焼の担鉢、36、37は備前焼の匝鉢である。
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

∈　。詔

；毒●・・唱∴
て‾：‾l‾l＿三

No． 種 類 器種・部位 ・法墨（cm） 形態・技法等の特徴 胎土等の特徴 色　 調

38 産地不明陶器 植木鉢 lコ径　 17．0
高さ　 13．8 無帆．口綴部から内面に塗土。 （胎土）砂控やや強い

（焼成）良好
（外面）にぷい橙（51°R6／3）／（内面）にぷし、赤褐
（2．517R4／3～ノ1／4）／（断面）にぷい優（51′R6！4）

39 瓦質土器 蓋
最大径　 8．1
高さ　　 生1 土瓶の蓋n

（胎士）砂質強い。0．5mm以下の砂

粒を含む′J（焼成）良好
（外面）褐灰～灰（101rR4／1～N6／0）／（内面＝天～
灰白（N5／0～2．51・‘7／1）／（断面）灰白（2．51’7／1）

40 瓦質土器 土瓶
最大後 17．2

高さ　 10．5

江口欠航。外面にキラコ。休部上部に釣手1対、5条の凸線。
（胎士）31m 以下の砂粒を多く含む
（焼成）良好

（外面）灰（N6／0～5／0）
ロ緩和付近に煤付薪。外面は一部被熱のため光沢のある育灰 （内面）I天～灰自（N6／0へ51°7／1）
～暗紫灰色に変色。 （断面）灰白（51’8／1）

41 瓦質土器 上赫
口径 （10．5） 注ロより上、1／3周程度の破仇　 外面にキラコ，内面は工具ナ （胎＿こ1ニ）砂質強い。21um以トの砂粒 （外面）黒～暗灰（N2／．0～3／0）／（内面）果（N2／0）
戌存高　 7．3 デ。内面に煤付着。 を多く含む／（焼成）良好 （断面）伏自～灰（51’7／1へ重′】／0）

12 正賞土舘 羽釜 最大径 27．0
休部の2／5周程度の破片．外耐はヘラミガキ、内面は横方向の （胎土）1mm以下の砂粒を多く含む （外面）黒～灰（N2／0～′11′0）／（内面）給灰～暗灰
ヘラケズリの後横方向のヘラミガキか。外面下半に煤付軋 （粗放）良好 （2．5176／1へ亮3／0）／（断面）灰～尿白（N5！0～7！0）

43 瓦官日ニ器 涼炉 日経 （12．5） 口 吾に1／郎射呈度の小腹軋 平南門形の小型の棍炉り内面ナデ、
（胎十ニ）2mm以下の砂粒を多く含む

（外面）架（N2／0）

高さ　　 6．4 口縁瀦朝一～外面へフミガキ。＿亜構造で内側の堕体には径1cm
程度の孔が並ぶ。

（焼成）良好 （内通1）灰日～褐灰（2．引7／I′、7．81【くノ1／D
（断面）にぷい黄檀（101rlミ7／2）

・14 瓦宮守土器 鍋物棍炉 ▼辺　　 22．3
高さ　 18．8

平 正方形、＿二重構造で中は‖形の棍炉。外面は底面を除き
ミガキ。下端付近の側面に方形の窓をあける。外枠内面

（胎土）3mm以下の砂粒を多く含む
（焼成）良好

（外面）晃（N2／0）
は幅10ぐm程度の板によるパケメ。内側の休部内面はヨコナデ。 （内面）にぷい褐～褐胱（7．517R5／3～101’R′レ1）
内部上蔀に鍋などを保持する突起がある。内側の休部上半に
円孔、下端にはノノ形の窓。上l丘lにO に火（？）の細孔

（l研而）にぷい橙（5m 6／4）

ノ15 瓦質こしニ器 置芯 口径　 30．0
高さ　　 26．6

外面縦方向のヘラミガキ、外面下半～底面調整不明。l」緑部
（胎土）′1mm以下の砂粒を多く含む
（焼成）良好

（外面）にぷい褐～黒（7．51’R5／3一一N2／0）
内面ヨコナデ、休部内面横～斜め方向のノ、ケメ。内面底面は （内面）明赤禍～にぷい橙（5川5′76～7．51旭6／ノり
ナ7デ。〃璃侶こ径5個程度と怪1川捏度の円孔多数ユ （断沌1日こぷい赤禍（51′R5／1）

第130図　SP294出土遺物5（1／4）

第130図39～45には瓦質土器類をあげている。39～41は土瓶とその蓋である。外面にはキラコが施

されており、熱を受けて光沢のある青灰～暗紫灰色に変色した部分がある。43は小片ではあるが、平
こんろ　　　　　　　　りょうろ

面円形で休部が二重構造となった小型の棍炉で、煎茶道用の涼炉とみられる。44は平面方形で体部が
なべものこん．ろ

二重構造の棍炉で、牛鍋の普及とともに広まったといわれるいわゆる「鍋物棍炉」である。内側の体部

内面上部に鍋などを支える突起が二カ所に認められ、もとは三カ所に貼り付けられていたとみられる。
おきかまど

外面の上面に○に火（？）の刻印がある。45は置竃である。体部に径0．5cm程度と径1cm程度の円孔を多数
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3　近世遺構面1・2

第131図　SP294出土遺物6（1／4）

あけている。第131図46～48は軒丸瓦である。47、48は瓦当面に「キラコ」を塗布するもので、巴や唐

草の表現が太く、陵が鋭く、珠文も大きい。

SP294は、焼継のある鉢（11）、馬の目皿（21）、キラコを塗布した瓦（47、48）などの存在から十九世紀

代に埋められたものとみられる。機能については、縮小後の藩学絵図の中にこの付近に浴室や厨の記

載があるものがあり、これらに関係する遺構の可能性が考えられる。しかし、便槽としては肥の利用

なども考えると探すざるものであり、通常の桶などを入れるものと構造も大きく異なっている。上部

構造も失われていることから不明といわざるを得ない。

SP309

SP309はX＝－147645、Y＝－37209付近に所在する土坑である。SX270を切って掘られており、上部は旧西

校舎基礎により大きく壊されている。径約1．5mのほぼ円形で、底面の標高は2．32～2．35m。掘り込

まれた面の標高が3．2m程度とすると、深さは90cm前後ということになる。底面に桶の底板とみられる

木質がわずかに残っており、側板はほとんど残っていないが、土層断面では振方埋土（第132図5～6層）

と桶内の埋土（1～4層）に分層することができる。桶は直径95cm程度のもので、立ち上がりについては

40cm程までは観察できるが、それ以上については不明である。

出土遺物は瓦類、染付磁器などがあるが、少量かつ破片である。いずれも桶内の埋土から出土して

いる（第133図）。1、2は肥前産染付磁器の皿。3は同じく肥前産染付磁器の筒形碗で、口縁部内面に四

方裡文を廻らしている。4は平面が方形になる小形の瓶類で、肥前産染付磁器である。底は平らで高台

Yニー37210

′A xニー147645

1灰色微砂潮1秒（5Y4／1）木炭粒、止片、1～3用人の門標をわずかに含む

着　等道義
第132図　SP309（1／40）
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を持たず、外面に小さな花

文を多数散らす。

SP309は桶を伴うなどの特

徴から、便槽である可能性

が高い。出土遣物は遺構の

破却時に混入したものとみ

られるが、量も少なく、時

期を限定することは困難で

ある。しかし、口縁部内面

に四方裡文をもつ筒形碗を

含んでおり、十八世紀後半

－、＼＼、‘プ＿感竺＿藷ク′′ク

N o． 種 類 器 種 ・部 位 法 墨 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1 肥 前 梁 付 敲 器 川 日 経 （l l．2） 1 割 現粘 度 の 1波 日　 石一汗 H ‘バ 欠損　 外 前日ニ上狛 （胎 lニ）陶 イー‾ （紬 ）透 明 紬 ・扶汀 日2 ．5 （汀8 ノ1 ）
丈 、 l勺Jlrliに 柁 ル 丈 ． 川 屈の 良好 （断 Ilrの 尿 l′1 （＼H ／0 ）

2 肥 前 染 付 I磁器 肌
l I径　 （1こ1．こ1） 1ノノ5 周 程 度 の 仲川　 「け ri‘ヨニ抽 1】剥 ぎ． 外 II－前ニ （胎 ＿上）陶 fJ （紬）塵明 細 ・り接剥 天（10G l18 ′′】）
l‘ご逮　　 エ 1 に？ 、 内 l砧 こ紅 葉 等 ． （址 祓 ）良 好 （冊 ）尿 1－1へ ［‘日用 ．′ノ0 ）

こ1 肥 前 喚 付 磁 ㍑ 碗 日 経　 （7．21 筒 滑 脱 l ノ腑 H l，増 の 破 汁，． くご昔日邦批 朗 ぎ 、 ㈹＝ ）l和 子i （軸 透 明 細 り天 rj （5 Gl‘8J′1 ）
外 面 は 丸 文 、lノ、川雨1 11線 部 内 両 に IJL】ノノ判 戊 ．． （焼 成 ）1．ミ如 （】研 l）J天 】ノ1 （駆 ノrO へ 7 ／の

1 1肥 11仇酎 有碇 器 五航 最 大 幅 （（う．O） －1加 iノノ‘屑 の 小 瓶　 峡 Lfl渕 蘭 】ぎ ．内 l仙 1 無 紬 、 （胎 ‖ 路〃 1‾ （紬 宏明 紬 ・母l絃 尿 （拍 枯野 り
底 辺　　 5．3 へ ラ状 の L 具 で な で しけ ． 外 面 に 佗ル 文。 用拙 い 良好 （断 ）尿 白 （＼8 ．ノ0 一し9 ！l）

第133図　SP309出土遺物（1／3）

以降に埋められたものと考えられる。

SE333

SE333は調査範囲の南西角にかろうじてかかっ

た、井戸と見られる遺構である。調査区内にか

かった部分は掘方のみであり、調査区南壁、西

壁面の角に裏込めの石材と見られる花崗岩石材

が認められることから石積みの井戸と考えられ

る。深さに関しては、標高1．2m程度までは掘削

することができたが、それ以上追求することが

できなかった。また、掘方内からは出土遺物も

ほとんどなく、SE255と同様藩学絵図にも記載の

ない井戸であり、時期に関しても手がかりがな

い。

SP299ほか柱穴列

SP299、SP300、SP301、SP302、SP303、SP305、SP307、SP315の

8基ピットは、いずれも柱根痕を伴う柱穴であり、約9mにわたっ

て一直線に並んでいる。埋土が判別しにくく、いずれも藩学の造

成土である第Ⅸ層中の粗砂層上面で検出している。これらの柱穴

は、径が35～50cm、底の標高が2．5～2．7mであり、掘り込み面

が標高3．2m程度と仮定すると、深さは50～70cmということにな

る。柱穴の間隔はSP300とSP315を除くと1．05mほどで、軸が座標

北から西へ20。ほど振っている。SP315は第IX層をさらに20cm程度

掘り下げた時点で検出しているため、10cmほどの深さしか残って

おらず、柱根痕も認識できなかった。柱穴の間隔が1．05mほどと

すると、SP299との間にもう2基存在することとなるが、旧西校舎

基礎の撹乱もあり検出することはできなかった。

出土遺物は土師質土器の小片や備前焼と見られる措鉢片がわず

かに出土しているものの、図示が可能なもの、時期を判断できる

ものなどはない。
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3　近世遺構面1・2
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第134図　SP299ほか柱穴列（1／60）　　　　　　　　　　Y＝－37210

柱穴間の間隔が異なるSP3boを含むか否か問題はのこるものの、規模や柱根痕を伴う構造の共通性な

どから一連の塀などの構造物ととらえて差し支えないものと思われる。なお、寛文期とされる藩学絵

図では、北側の通路が調査範囲の中央付近から東に拡がっており、この東辺のラインが検出した柱穴

列に位置、角度ともほぼ一致する。調査区北半部で検出した道路遺構やこの柱穴列の北側に検出した

道路造成掘方の状況とも矛盾しない。検出状況や出土遣物から遺構の時期を判断することはできない

が、道路遺構などとの関係や絵図との一致から、十七世紀後半代の藩学縮小以前の遺構である可能性

が高い。
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

d）小結

近世遺構面1・2は藩学開校の寛文9年（1669）以降の遺構面ととらえられ、藩学造成土と考えられる

第Ⅸ層によりそれ以前の遺構と明確に分離することができる。調査範囲は開校以降、一貫して藩学校

内だった部分を含み、初めて発掘調査により藩学関連遺構が確認された。特に、藩学開校時の状況を

伝えるとされる、『岡山市史　宗教教育編』掲載の絵図とほぼ一致する礎石建物、道路遺構等の遺構が

確認された意義は大きい。

ここまでにも触れてきているが、調査範囲のうち北半部は比較的遺構面や遺構の残りが良い。遺構

は礎石の基礎地行の掘方や礎石跡が大半を占め、明治維新後に武家屋敷地が廃絶する際のものと見ら

れる瓦だまりを除くとゴミの廃棄土坑などはほとんどない。一方、南半部は旧西校舎基礎のため遺構

の残りが悪く、遺構面自体も残っていない。遺構はゴミの廃棄土坑や井戸など大形で深いものが多い。

こうした傾向は、単に遺構面の残存状況のみを反映したものではなく、土地の利用形態自体の傾向で

もある。すなわち、北半部は藩学開校時に藩学関係者の屋敷地がおかれた部分であり、藩学縮小後も

一貫して武家屋敷地であった。礎石跡が多い－建物が建っていた空間であったため廃棄土坑なども少

ない状況となっているようである。一方、南半部は藩学の主要施設の背後の空間にあたり、絵図など

を見ても建物などが余り多くない部分である。もちろん遺構面が残っていれば、絵図に記載されてい

る建物跡、礎石が検出された可能性はあるが、ゴミの廃棄土坑や井戸などが多いのはそのためと思わ

れる。

出土遺物は、調査区北半部でゴミの廃棄土坑がほとんどないこともあるが、一般的な城下町遺跡と

比べごく少ないように思われる。また、胞烙鍋など土師質の鍋、釜の類が少なく、土瓶、行平鍋など、

棍炉類が多いように思われる。これも藩学が若干の学内居住者がいたとはいえ、基本的に生活空間で

はないことに由来するものと思われる。

なお、調査区北半部については、遺構の残存状況が良いこと、特に藩学絵図と一致する遺構群が確

認されたことから、岡山市教育委員会文化財課、同施設課、岡山市営繕課と遺構面の保存について協

議した。その結果、この部分については杭などをできる限り避け、地中梁等基礎についても遺構面が

存在する標高3．2mより上で掘削が収まるよう設計を検討することとなった。

注

（1）乗岡　実2000「近世の備前焼措鉢とその類似品」『岡山市埋蔵文化財調査の概要』1998（平成10年度）岡山市教育委員会

（2）野上建紀2000「磁器の編年（色絵以外）1，碗・小杯・皿・紅皿・紅猪口」『九州陶磁の編年』九州近世陶磁学会

（3）岡山市史編集委員会編1968『岡山市史』宗教・教育編　岡山市、P354「岡山藩学校古図」

（4）本文中にも記述しているが、この絵図は現在行方不明である。ただし、岡山大学所蔵の「池田家文庫」中に張り紙の下にこ

の絵図と同様の建物配置を描く絵図（Tl卜129－8）がある。T11－129－8の張り紙は、宝永5年（1708）とされる同じく「池田家文

庫」中の城下図「岡山内曲輪絵図（T6－20）」の張り紙に対応していると見られ、18世紀初頭の藩学縮小に伴うものと考えられ

る。

（5）注（2）文献

（6）乗岡　実2001「第4節瓦について」『史跡岡山城跡本丸下の段発掘調査報告』岡山市教育委員会
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4　近世遺構面3

4　近世遺構面3

a）遺構面の概要

近世遺構面3は岡山城三之外曲輪整備に伴う造成土とみられる第ⅩI層の上面にあたり、標高2．5～

2．7mの高さを測る。近世遺構面1・2とは厚さ60cmほどの岡山藩藩学の造成土を隔てており、旧西校

舎基礎の下面から検出したもの以外、明瞭に分離することができる。岡山城三之外曲輪が整備される

十七世紀初頭から岡山藩藩学の造営工事が開始される寛文9年（1669）正月の間の遺構面ととらえられ

る。

検出遺構はSD320、SD321、SD470などの溝状遺構、SP291などのゴミの廃棄土坑とみられる遺構、井

戸（SE292）、SP336などの柱穴などがある。藩学開校以前の調査地点は天台宗東叡山寛永寺の末寺であ

る円乗院や武家屋敷地であり、検出遺構の大半はこれらの関連遺構や城下の水路などであると考えら

れる。

なお、近世遺構面1・2に伴う藩学関連遺構保存のため、調査は南半部の約400I迂のみを対象として

いる。

b）遺構と出土遺物

SP291

SP291はⅩ＝－147650、Y＝－37217．5付近に所在する長楕円形の土坑で、南側はSE255に切られている。全

体が旧西校舎基礎内であるため、検出状況からは遺構面が特定できないが、出土遣物等から近世遺構

第135図　近世遺構面3（1／200）
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面3に伴うものと考えた。残っている部分で、長径2．0m、

短径1．3m、底面は標高2．1mを測る。掘り込み面が、近世

遺構面3だとすれば、深さは70cm程度ということになる。

埋土は木片や木製品などの植物質を多量に含む層（第136図4

層）、炭化物を多量に含む層（5層）、層の下面付近に薄い板

材が集中する層（8層）などがあり、ゴミなどの廃棄土坑とみ

られる。

出土遣物には陶磁器類の他、木製品がある。

第137図1は厚さ0．9cmほどの板材で、表面に「条」の文字を

浮彫にしている。長さ14．5cmほどのほぼ長方形で、下辺は

円弧状に挟れている。文字より右側は欠損しているが、下

辺の形態からも、さほど大きく割れていないものと思われ

る。用途などはわからないが、何かに取り付けた札のよう

なものと思われる。なお、「条」の文字には「白米」、「潔い」、

「美しい」などの意味がある。2は差歯下駄で、残存状態が悪

第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

●　●　●

くつぶれなどが激しいが、残存長20・2cm、幅7・6cmを測る。2灰オリ＿ブ色シルト微砂。，5Y5，，）
1灰色微砂（5Y5／1）

3は円形の板材で1／2程度の破片だが、曲物の底板と見られ

る。4は樹皮を剥がしただけの枝で、片側の端部に加工痕が

みられ、断面方形の突起や方形の挟り込みを設けている。

もう一方の端部は欠損しているが、若干湾曲しており、手

L」＿＿＿」　」　l；　　　　　　　：

（1／40）
3暗灰黄色微砂（25Y4／2）

4暗オリーフ褐色微砂（25Y3／3）木質、有機質多く含む

5黒色炭化物層（N15／0）

6灰色シルト（5Y4／1）木炭粒多く含む。

7灰色シルト（5Y4／1）1cm大の灰オリーフ色シルト粒多く含む

8灰～オリーフ黒色シルト（5Y4／1～3／1）下面に板利あり

9灰色シルト微砂（5174／1）

第136図　SP291（1／40）

網などの部材と思われる。

第138図には陶磁器類、土器類をあげている。5～7は肥前産とみられる染付磁器である。5は高台部

二二二二二二二二

i。
盛pd謳＝9。遥国盃：：…）

N o ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の特 徴 備　 考

1 木 製 品 木 札 長 さ　 14 ．5 ／ 厚 さ　 0．9 加 工痕 の あ る 板 材 。 表 面 に 「棄 」 の 文 字 を淳 彫 。

2 木 製 品 下 駄 良 さ　 20 ．2 ／ 幅　 7．6 ／ 厚 さ 1 ．9 差 歯 下駄 。 残 存 状 態 が 悪 く、 ゆが み や つ ぶ れ が激 しい 。 前 方 の 差 歯 は 釘 で 留 め て いた よ う。

3 木 製 品 曲物 （底 板 ） 径　 9．9 ／ 厚 さ　 0 ．6 1／2程 度 の 破 片 。

4 木 製 品 部 材 （タモ ？） 残 存 艮 18 ．9 ／ 径 1．0
樹 皮 を 取 っ た だ け の 枝 で 、 片 側 端 部 に断 面 方形 の 突 起 が あ る 。 突 起 の 内 側 に 方 形 の挟 込 み と そ こ か ら

突 起 側 に 溝 が の び る 。

第137図　SP291出土遺物1（1／3）
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4　近世遺構面3
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＼＝
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No ． 種 類 券 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

肥 前 染 付 磁 器 碗 高 台 径　 3 ．9 体部 下 半 の 破 片り　丸 腕 。 高 台 部 無 軸 う　外 面 に 網 文 ？。 （胎 寸ニ）細 石
（焼 成 ）良 好

（軸 ）透 明 軸 ・明紐 灰 （10 （jY8 ！1）
（断 面）灰 白 （N 8／0）

6 肥 前 狼 付 磁 器 碗 高 台 径　 4 ．5
高台 部付 近 の 破 片。 高 台 部 粕 剥 ぎ 。 高 台 に 砂 付 乱　 打青台 外 面 、 高台 内 に 凰 軋 （胎 土 ）陶 石 （紬 ）透 明 軸 ・明緑 灰 （10 G Y8 ／1）
内 面 見込 に 花 （梅 ？）。 （焼 成 ）良 好 （断 面 ）灰 自 （N 8／0）

7 肥 前 染 付 磁 器 n lこ】往　 （8 ．0 ） 口練 部2 J’5 周 程 度 の 破 片。 内 面 見 込 に 花 井 丸 （胎 土 ）陶 石
（焼 成 ）良 好

（紬 ）透 明 軸 ・明綜 灰 （5G 8 ／D
（断 面 ）尿 白 （N 8／0）

8 肥 前 磁 ㌍ Ⅱ
短 径　 10 ．8
高 さ　　 ′1．6 木葉 形 、型 押 しの 帆。 底 部 に 突 起 状 の 脚 6 が あ り、 う ち 3 が 欠損 。 （胎 一卜）陶 石

（焼 成 ）良 好
（紬 ）透 明 納 ・灰 自 （7，51′7 ／D
（断 面 ）灰 自 （2 ．5 1r7 ／1）

9 備 l川 豪 口径　 （1私 1 ）
高 さ　 （17．5 ）

休部 以 下 1／6 周 程 度 の 破 片 。 接 合 し な い 口綾 部 破 片 あ り。 肩 部 に
突 起 。 休 部 外 面 下 狛 こ板 状 工 具 に よ る ケ ズ リに 近 い ナ デ 。 外 面底

（胎 土）題．5m 以 下 の 砂 粒 を 多 く含
む

（外 面 ）灰 赤 ～ に ぷ い 布 鞄 は 51’R′1，72 ～ ノ1／3）
（内 面 ）明 赤 禍 （2 ，5 m 5／6 ）

面 指 聾1圧 痕 、 ヘ ラ 記 号 あ り．j （焼 成 ）良 好 （断 面 ）明 赤 褐 （2 ．5 lrR 5／6 ）

IO 士師 質 土器 小 皿 （灯 明 皿 ）
口径　 10 ．5 内 外 面 と も ナ デ。 底 部 外 面 に 糸 切 り軋　 中 央 部 を 板 ナ デ 。 口綾部 （胎 土）lnlm 以 下 の 砂 粒 を わ ず か に （内 外 面 ）灰 白 （101 拍 ／2 ）
高 さ　　 2．3 内 外 面 に 煤 付 着。 含 む ／（馳 成 ）良 好 （断 面 ）浅 黄 橙 （101朋 ／3 ）

11 上肺 質 上器 小 IIIL
口径　 11．1
高 さ　　 2．1 内 外 面 と も ナ デ。 底 部 外 両日こ糸 切 り痕 。

（胎 土 ）1nlm 以 lJ の 砂 粒 を 含 む

（l焼 成 ）良 好
（内 外 面 ）灰 白 （7 ．5 1rlく8／2 ）
（断 面 ）灰 「1 （7 ．5 1’R 8／2）

12 上師 餌 土器 卜1uL
日径　　 9．3
高 さ　　 1．6 内 外 面 と も ナ ヂr、 底 部 外 面 に 糸 切 り痕 。 （胎 七 ）0 ．5m m 以 下 の 砂 粒を わ ず か

に 含 む ／（焼 成 ）良 好
（内 外 面 ）灰 白 ～ 法 典 （2 ．5Y8 ノノ1～ 8 ／3 ）
（断 面 ）尿 自 ～ 灰 （2 ．5 1′7 J’1へぺ5／0 ）

13 上 師 啓 上器 小 皿 （灯 明 llIl） 目性　 ‾12．6 内 外 面 と も ナ チ＼ 底 部 外 面 に 糸 切 り軋　 中 央 部 を 板 ナ チ 。 内 面 に （胎 士）】m m 以 、’の 砂 粒 を わ ず か に （内 外 而 ）灰 仁l（10lrR8 Jノ1）
高 さ　　 2．1 煤 付 乱 含 む ／（・胎 一女）良 好 （断 面 ）灰 白 （1017R8 ／1）

1 】 士師 質 上 総 1 1［IL（灯 明 肌 ）
口径　 10 ．7 内 外 繭 と も ナ チ。 朕 部 外 耐 こ糸 切 り私　 中 央 部 を 板 ナ デ n i‾1 綾 部 （胎 士 ）lm nl以 下 件 砂 粒 を わ ず か に （内 外 面 ）に ぷ い 筑 俺 （10 1・’lく7！3）
高 さ　　 2 ．0 内 外 面 に 煤 付 着。 含 む ／（焼 成 ）良 好 （断 而 ）桟 艶 栂 （101rl遠／3 ）

第138図　SP291出土遺物2（1／3）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

を無紬に、6は高台畳付けに白色の細かい砂が付着している。8は木の葉を模した型打成形の磁器であ

り、やはり肥前産と見られる。底部に突起状の脚6があり、内面は葉脈を表現している。9は備前焼の

壷である。体部から底部の破片だが、口縁部から頭部にかけての接合しない破片があり、口径18．4cm、

器高17．5cm程に復元できる。肩部に一対の突起（耳）があるようである。10～14は土師質土器の小皿で

ある。10、13、14には口縁部の内外面などに煤が付着しており、灯明皿として使用されたものである。

11、12には煤の付着は認められない。

SP291の出土遣物には、高台部無粕碗や砂目積みの碗など十七世紀前半代の特徴を持つものが目立っ。

ゴミの廃棄土坑内の遣物であり、掘り込み面も不明であるため時期を限定することは困難だが、藩学

開校よりも遡る可能性が高い。

SE292

SE292はX＝－147648．5、Y＝－37216．5付近に所在する井戸である。これも全体が旧西校舎基礎内にある

ため掘り込み面が分からないが、SP291に切られていることから近世遺構面3に属する可能性が高い。

SE292は、木製の井戸枠を入れていたと見られ、井戸枠の木質自体は残っていないが、竹製のタガの痕

跡が20～40cm間隔で残っていた。井戸の直径は60～69cm、掘方は径1．9mを測る。底は標高0．38mで

あり、2．3mほどの深さだったと思われる。なお、出土遣物はほとんどなく、井戸内から漆塗りの椀が

1点出土しているのみである。これはほぼ完形の木製の椀で、口径11．7cm、高さ3．7cmを測る。内面に

朱漆、外面に黒漆を塗っている。

Y＝－37216
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（1／40）

1暗灰黄色粗砂（25Y4／2）1～5cm大の暗灰黄～オリーブ褐色粘土ブロック多く含む

2灰～オリーブ黒色粗砂（75Y4／1～3／1）1～5cm大の灰色粘土ブロック多く含む

3灰色粗砂（10Y5／1）

4灰～オリーブ黒色粗砂（75Y4／1～3／1）1～5cm大の灰色粘土ブロックまばら

5灰色粗砂（75Y4／1）

6黄褐色シルト（25Y5／3）1～3cm大の暗灰黄色粘土シルトブロックを多量に含む

7暗灰黄色シルト（25Y4／2）

8暗灰黄色シルト（25Y4／2）3～6cm大の黄灰色シルトブロック多い

9灰色微砂（5Y4／1）1～5cm大の暗灰黄～オリーブ灰色粘土シルトブロック多い

10灰色微砂（5Y4／1）1～5cm大の灰オリーブ色シルトブロック含む

11灰色微砂細砂（5Y4／1）3～8cm大の灰オリーブ色シルト、1cm程度の黒色粘土ブロ

ックを多く含む

12暗オリーブ灰色微砂（25GY4／1～3／1）

13オリーブ灰～暗オリーブ灰色微砂（25GY5／1～4／1）

14黒色粘質徴砂（5Y2／1）

15灰色微砂（5Y4／1）

16灰色微砂（5Y4／1）1～5cm大のオリーブ灰色シルトブロック含む

17灰色粗砂（5Y4／1）

18暗灰黄色シルト（25Y5／2）

19暗灰黄～黄灰色シルト（25Y4／2～4／1）

20灰色微砂シルト（75Y4／1）1～5cm大の灰色粘土ブロックまばら

21灰オリーブ色シルト（5Y5／2）

22灰色微砂（5Y4／1）1～5cm大の灰オリーブ色シルトブロック含む

23灰オリーブ色粘質シルト（5Y5／2～4／2）

24灰色粘質シルト微砂（5Y4／1）

25オリーブ灰色シルト（25GY5／1）

26暗オリーブ灰色シルト（25GY4／1）

27灰色細砂（5Y4／1）

第139図　SE292（1／40）

SD320

SD320は調査区のほぼ中央を南北に流れる大形の溝状遺構である。幅7～9m、底は標高1．2m程度で
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4　近世遺構面3

（1／80）

第140図　SD320（1／80）

検出面から約1．3mの深さがある。埋土は黒色～オリーブ灰色の粘質土が中心で有機質や未分解の植物

質を多く含み、概ね水のあまり流れない淀みような状態だったものと思われる。東側の岸寄りには、

標高2．0～2．2mの高さの埋土中に構内に張り出すような形で杭や径1cm程度の竹が多数突き立てられ

ており、草や木の枝が多量に堆積している部分があった。また、、SD320の北西部の上層には幅50cm、高
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）
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第141図　SD320上層石組み遺構（1／40）
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4　近世遺構面3
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

さ30cm程度の花崗岩割石を並べた列石が検出さ

れた。この列石は、旧西校舎基礎により一部壊

されているが、Y＝一37211mライン付近におよそ

7mにわたって、西側に面をそろえて並んでい

た（第141図）。石材は標高2．1m程の高さの薄い

砂層上に基礎構造などを伴わず直接置かれてお

り、残りのよい部分でも二段しか残っていない。

SD320の最終段階の護岸とみられ、この段階には

幅1．5m、深さ0．5m程度の細い溝になっていた

ようである。

SD320西側の肩や斜面、SD320の中央部付近からはSP360、SP361やSP370などの柱穴を検出している。

♂「・・＿

N o ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （c m） 形 態 ・ 技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1
中 同 産 染 付 磁 器

皿
日 経　 】0 ．1 砧 台 部 紬 剥 ぎ 。 目 線 部 外 面 、 －1㌧汗 ㌻付 け 根 に l乱 轟 そ れ ぞ れ 1 粂 1 内 面 は 見 込 に rl．〔 （胎 ⊥ ）陶 石 （紬 ）透 明 軸 ・明 統 灰 （7．5 G ＼’8 ノ‘1）

（扶 徳 鎮 ） ll1－lj さ　　 2 ．ノ1 花 丈 。 ＝ 綾 部 l勺 耐 こ 1 条 、 見 込 端 に 2 条 の 臥 乱 （焼 成 ）良 好 （断 面 ）灰 白 （N 8 ／0 ）

2
「個 号

（
染 付 磁 器

有 徳 鎖 ） 1肌 lこ‘ごi台 径 （8 ．2 ）
高 台 沸 付 近 の 小 破 仕 り　高 台 部 別 劇 ぎ リ　 内 面 は 見 込 に 章 花 文 、 見 込 帯 に 1 条 の 閤
親

（胎 十ニ）陶 石

（焼 成 ）良 好
（紬 ）透 明 紬 ・明 緑 灰 ～ 灰 lニ1（1 0 G l r8 ／1

～ 腿 ／0 ）／ （断 面 ）灰 白 （N B ！O ）

3
中 間 産 蛙 廿 磁 器

（最 禄ほ 勘 血 ［」綾 部 付 近 の 小 臓 片 ′， 内 面 に 佗 jllこ文 。
（胎 士 ）陶 石

（焼 成 ）良 好
（軸 ）透 明 軸 ・明 1 17灰 （5 I1 7／1）
（断 面 ）けく白 （N 8 Jノ0 ）

4
「個

（
’招 け 磁 豊吉

皿 r Ji台 径 （5 ．9 ） 高 台 部 付 近 の 小 破 片 甘 台 部 軸 剥 ぎ U　 内 面 は 見 込 に ＿小二花 丈 、 外 耐 こイこ明 文 様 。 （胎 士 ）陶 石 （紬 ）透 明 紬 ・明 練 灰 （1 0 い 胤 ′1 ）
洲 窯 ） 外 面 lこ部 と 高 台 外 面 ニ閤 線 1 条 。 焼 成 ）良 好 （断 面 ）状 白 くN 8 ／0 ）

中 国 産 染 付 磁 帯
（澤 洲 窯 ） 此 ？ 舐 台 径 （4 ．3 ） 高 台 部 の 破 片 。 高 台 部 抑 剥 ぎ 。 内 面 は 見 込 に 花 井 文 。 ’J一台 外 面 に 関 税 1 条 。

（胎 上 ）陶 石
（焼 成 ）良 好

（柚 ）透 明 紬 ・明 繰 灰 ～ 灰 自 （7 ．5 G l‘8 ／1

、 2 ．5 G l r8 1‘1）′ノ（断 面 ）尿 白 （N 8／0 ）

6 肥 前 染 付 磁 器 椀 口 径　 1 1．9 ロ 綾 部 ～ 休 部 の 一一部 を 欠 肌 。 高 台 部 紬 剥 ぎ ．． 1奇 育 仕 付 け に 砂 付 孔　 外 面 に 山 （？） （胎 上 ）陶 石 （紬 ）透 明 紬 ・明 オ リ ー ブ 灰 （2．5 G ＼r 7／1）
肴‘舌さ　　 6 ．9 と 松 （？）．． 漆 状 の 凄 新 剤 で 焼 き 糾 ぎ 風 に 破 け を 接 合 。 （焼 成 ）良 好 （断 面 ）尿 白 （＼8 ／0 ）

1
H 卵 招 付 磁 器

n lL
日 経 （1 0 ，9 ） レ′雄 司和 の 破 片 。 台 ；知 紬 剥 ぎ 、 l 摘東 部 内 面 に 川 方 搾 文 、 臥 込 に 草 花 丈 。 日 録 （胎 上 ）緻 純 （柚 ）透 明 紬 ・明 －1’f 灰 （珊 7！ 1）

（最 徳 鎮 ） 高 さ　　 2 ．2 部 外 面 に よI緻 1 条 ．J 帰 しロ に 漆 状 の 接 甘 酢 仕 れ （焼 成 ）良 好 （新 前　 快 白 （N 8 ！O ）

8 肥 前 染 付 磁 ㍑ 皿 日 経 （2 1．8 ） 1／1周 程 の 破 片 r． 台 卸 紬 剥 ぎ 。 日 録 灘 に 大 小 の ガ 格 を 並 べ た 文 様 1 如 意 頭 丈 （胎 上 ）緻 密 （紬 ）軸 ・尿 白 （1 0 1’7 ′′2 ）
l豆i さ　　 1．6 で 見 込 を 区 画 、 ［丸 rI 、題に 海 、 島 け ）、 船 を 齢 く ノ （焼 成 ）良 好 （断 面 ）J火 黄 （2．5 1°7 ！2 ）

9 肥 ri橘 と付 磁 器 仏 飯 技 底 径　　 5 ．0 休 部 士 や 以 上 欠 机 巨 鯨 酢 鮪 軋　 外 山机 二 桜 花 文 け ）。 良三耐 こひ も 状 の 文 様 。 （胎 上 ）や や 砂 門
（焼 成 ）良 好

（軸 ）軸 ・灰 白 は 5 G ＼′8 ／1）
（底 面 ・断 l有り 尿 白 （2 ．5 1 r8 ．1 2）

第143図　SD320出土遺物1（1／3）
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4　近世遺構面3

No ， 種 類 券種 ・部位 法 壷 （c m） 形態 ・技法 等の特徴 胎土等の特徴 色　 調

10 肥前陶器 碗 得　　 8．9
さ　　 5．2

休部 卜1トt～高士沌！；無軸。 （胎‾上）】．5m nl以下の砂粒を多 く
含む J‘（焼成）良好

（軸）灰紬 ・灰 自（5 1’8 7′1）／（外軋接 瀾ト にぷ い黄
損（101’R4 ／3～ 7／2ト（断面）灰哉掲 （101’lく6／2）

11 肥前陶器 碗 径　 10．1
さ　　 5．7

体部下半～高台部無紬．， 川台上）1mm 以下の砂位を多 く含
む J（焼成）良好

（紬）透明紬・にぷい赤褐（5 ’階／3）
（外 面・断面）にぷい赤掲（2．5 1115！1）

12 肥前陶㌍？ 碗 日経　 10．7

，1、古さ　　 6．9
体部下 2i ～ i‘汗油 撫 柚。 （胎 士）0．5 mm 以 F の打舛正をわず

かに含む J‘（焼成）良好

（紬）透明棚 ・にぷい鏡（2．5 1r6 ′′3）
（外 而）にぷい黄睦～橙 （川 ’柑ノ13一一5 1rl柑′J6）
（断 面）にぷい栂 （7．5川 7′ノ3）

13 湘tい 夫f畏系陶器 碗 （天 日碗） ［1後　 1 1．9
1 さ　　 7．′1 高台 i軋無紬、高台内に 「上 I の‡ll l （胎十ニ）砂質弓柄 、． 1．5 mm 以 下の

砂粒を含む！（焼成）良好
（軸）鉄紬・褐 ～黒（7．5 1Ⅵ 1ノ1ノ1へ4 01’R2 ′ノ1）J’（外［而）
にぷい苅臆 日0川 6！3）！（断面）天白（10＼’8ノノ2）

＝ 瀬ド美渋系陶器 碗 （天 L用の l
J

1怪　 10 ．7
一Jiさ　　 7．0 こ1 台部無紬， （胎＿上）1明 男如 、′＿ 1mm 以 ドの砂

純を含む！（焼成）上l好
（納）欽紬・にぷい赤福～赤げ．≒（5 1’lくけ3′－101く2／】）
（外面 ・l新面）J天白（2．引‘8／l）

ほ 瀬戸芙漉屈 l陶器 腕 （天 日碗） 口軽 （10．8） 1ノ′61札程度 の破 片、高台欠臥 ．高台欄津川 に （胎 士）砂質強 い。 11mm 以 下の砂
粒を 含む！（旭成）良好

（軸）の剖 いにぷい蛮世上J I主（1011軋ノ′3′、2′′‘1）
（外 l毎・輌泊iH天　 日5 1r8 Jノ1）

工6 瀬戸美漉系陶器 碗 （織 部）
径　 13．5 「豆掃けレノ釦桐封虹」紆台部は完存。外面に鉄紬で格 r・臼状の文 （胎土）砂・質強 い。 h m以 下の砂 （紬）鉄軸用．㌔（N2／0）、透明軸・灰 白（10川日／2）
さ　　 6．9 様を描 く．ニ　諒冶 都無軸。高台 内に三角形のヘラ記号状泌軋 粒を多 く含む！（・脇立 良好 （外面 ・断面）灰 l’」（10 1°tほ／2一一2．51r8／1）

17 月巴r綱川昔 腕
後　　 日．R
さ　　 9．0 止血 一fl撫出血 （胎 十）1mm 以下の砂粒をわずか

に含む／（焼成）良好
（軸）灰紬・灰 ＝（7．5 1r7 ′ノ1）／（外 面）にぷい赤禍～に
ぷい褐 （5 YR 5 〃～ 7．51°H5 J′3）／（断面 ）灰 ［‘」（5 1r7′11）

用
巴前陶器

碗
口径　 11．3 1／3糊程度 の破片く＿　高台部利l剥ぎ，体部外耐 こ黄緑 ～青緑 色の （胎土）緻密 （糾I）透明軸 ・淡黄、洩 鎧は 51°8／3～7／3）

（内野山系） ふうさ　　 7．8 紬薬を斑載 状にかける。 （焼成）良好 （断面）洩黄 （2．51’8／3）

】9 肥 前陶器 l田1（三島 手）
lニ1径　 13 ．1 高台部無紬ノ　見込に 4 カ所の胎 上痕。 内面に白化桝三上の刷毛 （胎 上）0．5 mrn以下の砂粒を多 く （紬）透 lダ1柳 ・黒旭日 01rIi3 ／日
β‘giさ　　 3．5 1 、及び花文か 裾軋 含む′′（焼成）良好 （高台 部・断面）赤褐（川Ⅷ 4／1）

20 肥 前陶雛 lm （三島 手）
日経　　 日．8 高台部無紬。 組込 と高台 に各 4 カ所 の胎土痕。内耐 こ白化粧 （胎士）0．5 1mm 以下の砂粒を多 く （紬）透明紬 ・黒褐（1 01’R3 ／1）
㍍ さ　　 3．2 十の刷毛 目、及び花文 を象眼。 含む J′（焼成）良好 （高台 部・断面）赤褐（10 Y l日／′1）

第144図　SD320出土遺物2（1／3）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

N o ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

2 1 月巴l滞 納訴 m L
lニ】径　 12 ．8 体語［川 平～ 高 巾 跳 無 紬 ． 内 前日こ鉄 軸 で　 条 ・単 位 の 放 射 状 の

文様 。
川台上 ）0 ．5 nlm 以 トの 砂 粒 を 含む （紬）灰 紬 ・火 蛮 鮎 （101’lく5 J‘2 ）J′（外 面 ）にぷ い赤 褐

高 さ　　 ′1．6 接姐成 ）良好 （2 ．5 m ′1／3 ）／（断 面）に ぷ い 櫨 （7．51rlく7 ．′3 ）

22 肥 前 陶 器 日IL
l」径　 12 ．6 休 部 ド1I 、 L，l血 舶 照紬。 内 面 に 鉄 軸 で　 二条　 一醇 化 の 放 射 状 の （胎 士 ）】mm 以 下 の 砂 粒 を わ ず か （紬）灰 軸 ・に ぷ い 蛮 橙 ＝01′Iく6 ／3）／（外 面 ）にぷ い 封
高 さ　　 1 1 文様 。 に 含む ／（旭 成 ）良 好 褐 （101Ⅶ5 ！3）！日新 直i）に ぷ い 黄 柏 （101rR7 ／′l）

2 3 肥 前 陶 ㌍ nIl．
口径　 12 ．5 体 部 下 半～ 高台 部 無 軸。 内 面 に 鉄 軸 で 植 物 （？）文様 。 見 込 に 胎 （胎 士 ）3 ．5 mnl以 下 の 砂 粒 を 多 く （軸）灰 紬 ・灰 禍 （7 ．5 m 6ノノ2 ）′′（外 面 ）に ぷ い 掩 （7．5
高 さ　　 3 ．7 土 I右転 4 ブ頼軋 含む J‘（焼 成 ）良 好 YR 6／4）J‘（断 面 ）に ぷ い 褐 （7．5lrR6 ！3 ）

2 ′1 肥 前 陶 器 皿
目 性　 11．9
捕 さ　　 3 ．6

体 部 下 羊 「 紆 缶 酢 鮪 軋 」 軸郁 こ鉄 軸 で 植 物 （？）文様 。 （胎 上 ）砂 質 強 い。 3 mm 以 下の 砂
粒 を 多 く 含 む ／（焼 成）良好

（軸）灰 軸 ・灰 ～ 灰 掲 （7 ．5 Y R6 ．／1～ 57′2）Jノ（外 面 ）に ぷ

い 褐 （7，5Y R5 ′Jノl）／（断 面）格 灰 （7．5Y lt丘′D

2 5 肥 前 陶 器 此
日 径　 13 ，2
高 さ　　 3 ．8

体 部 下 半～ ll‘最が 舶 鮮軋 。 見 込 に 砂 付 着 （砂 口 痕 ）。 （胎 上）1mm 以 下の 砂 粒 を 多 く含
むJ′（焼 成 ）良 好

（別け灰 紬 ・灰 ～ 明 オ リー ブ 伏 （7．51rR6 ！1～ 5G 177J′1）
（外 面）に ぷ い黄 橙 （10 1′R6／4 ）／（断 面）灰 白 （N 7 ノノ0 ）

2 6 肥 前 陶 器 皿
［1 径　 13．6
高 さ　　 3 ．8

高 台溜 雄拍 鉱　 石－ご；台 酌 姉辺 、 見 込 に 砂 付 着 （砂 R 痕 ）ハ （胎 土 ）1mm 以 下 の 砂 粒 を わず か
に 含 む パ 焼 成 ）良 好

（軸 ）灰 軸 ・灰 オ リー ブ （5 1′6 ！2）／（外 面 ）橙 （2．5 11【16．′’
6 ）1ノ（断 面 ）灰 白 ～ に ぷ い 糸 櫨 （N7 ／0 へ 】0 YIく軋′3 ）

2 7 肥 前 陶 器 岨
LH 苓　 13．1
高 さ　　 3．8

体 部 下 半 ～ 心 台 部 無 紬 ∴ 甘台 部 周 辺り 見込 に 砂 付 着 （砂 口痕 ）ニ （胎 上）lnm 以 トの 砂 粒 をわ ず か
に 含 む ノノ（焼 成 ）良 好

（軸 ）灰 紬 ・灰 白 く醐 J′0 ～ 2．5G l’8 ／1）／（外 面 ）にぷ し、
射橿 （10 1’R 6／′l）／（断 面）灰 lモH X 7／0）

2 8 肥 前 陶 繹 ml
11 後　　 日．2

打は　　 3 ．0
高 台 部 無 帥n　高 台湖 周 辺 に 砂 仕 れ

（胎 L ）1mnl以 I、’の 1秒 位 を 多 量 に
含 む ／（焼 JJk ）良 好

（軸 ）灰 柚 ・灰 白 （5 1r7 ／1）
（外 面 ）に ぷ い 黄桧 （10 1’R6 ／3 ）
（断 面 ）に ぷ い 黄橙 ～灰 自 （101’R7 ／3 ～ 2 ．51r7 ／‖

2 9 瀬 戸 甘 猥 系 陶 器 猿 人？ 最 大 行　 5．9
残 存 iL1　 5．5

庄 部 レ′3 周 程 度 の 破 片 、 休 部 上 半 欠折 。 体 部 下 拙 ～ 腺 鳳 鮪 軋 （肝「上）緻 密 、 や や 砂 質 。ノ
（焼 成 は 好

（軸 ）鉄 細い 黒 褐 （10 1男2 ！2 ）1′（外 面）灰 褐 （5 川 4 J′2 ）
（断 面 ）灰 口 （51°8／1）

3 0 間 西 系 ？陶 器 r．－．こワ 最 大 後 日 5．0）
城 存 ‘吾　 6．7

休 部 1！8 1司程 度 の 破 J「 外 「仙 こ隷 色 軸 、 †ノ、】而 強 い 指 ナ デ ． 川≠I－＿lニ）2nlm以 F の 砂 粒 を わ ず か
に 含 む J′（焼 成 ）良好

（紬 ）線 色 軸 ・（lノ、価 ・断 面 ）庚 自 （10m 胤 J2 ）

第145図　SD320出土遺物3（1／3）

SP360は南側の壁面付近から検出したもので、SD360の埋土上から掘り込まれている。柱穴内に板状の

石材を置き、その上に一辺17cmほどの断面方形の柱を立てていた（写真15）。SD361も同様の柱穴であり、

石材は伴わないもののほぼ同じ大きさの断面方形の柱が残存していた。SP370などは柱根は残っていな

いものの柱穴や杭跡とみられ、SD320と重なるものはいずれもSD320の埋土上から掘られているようで

ある。間隔も一定でなく組み合わせも不明だが、SD320が縮小した段階の溝脇に作られた塀などに伴う

ものと考えられる。

SD320からは陶磁器類の他、木製品など多量の遺物が出土している。
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N o． 種 類 器種 ・部位 法 塁 （cm ） 形態 ・技法等の特徴 胎土等 の特徴 色　 調

3 1 肥 前陶器 lIIL
「‾】径　 20 ．2 1／．2周程度の破片 H　体部 下半～－こ．冶 部 輌 1 内流に鉄 柵で縫物 （胎こと）1mm 以 F の砂粒 を多く合 （軸）灰酢 仰 天戯～黄褐 （2・5 1r5 ／？㌻ 5／3）

11°古さ　　 5．6 （．？）文脱　 見込に胎⊥ 「1痕 2 カ所 ． む
（焼成）良好

（外面）にぷ い蹟禍 （10 m 57′3）／（断面）にぷい蛮楠

～にぷい拇 （10 1rIミ7！3～ 7 ．5 1・－R 7′ノ4）

32 肥 l舶 射 旨 大 In 11一Ji台佳 13 ．ノ1 休部か ら高台部の 破ノ1’ 体部下半～諒浮川 撫潮　 内面に鉄紬 （胎 士）1mm 以 ドの砂粒 を含む （軸）灰紬 ・灰、灰オ リーブ （7．5 lr5 ′．】～ 6！2）

桟存高　 7．9 で柄物 （？）文様。 （焼成）良好 （外
（断

）にぷい褐 （7．51’R5 7′3 ）
）肘灰～ J天白（2．51r6J‘】～N 7 ノ0）

33 閏 西系？ 捏鉢 （捨 鉢）
n 径　 19 9 1 ／l周程度の破片。内外面 とも照射Iで 、体部外浦の ▼狛 こJ岬 l （胎‾lニ）0．5 mm 以下の砂粒 を多く

含む
（焼成）良好

（外 石川 Jこ】赤禍 （51’】く5 J′6 ）

高 さ　 10 ．8 （自然紬）がかか るn　内外面ともロクロロで、見込に櫛状 L 几 （内 ）にふい掲～にぷ い黄楊（7．5＼’lほ！3～ 10 1rlく5 ノ′1）
（幅工 5 m 、 5 条）に よるス リ仕が放射状 にはいろ。 （1．匂 ‘）尿 「t（N 7 ／0 ）

3 1 lニ野・rrJj取系．～ 魂？
最大往 （′11．0 ）
残 存高 ：且 0

休部 lニ部～頭部の 一触 の】／爛 程度の破 け，，内外 面とも鉄軸を
臆す．J 外面ナデ もしくはロクロ［】、内 l輔士指頭庄痕状甘中間 1
が認め られる．．両袖 二貼り付け文姐に胎一日：1痕 6 カ所。

（胎 L ）1．5 mnl以 F の砂粒 を多く
含む
（航成）良好

（軸）鉄柵 ・暗 赤褐（5 1rlミ3／2 －－3／3）
（断 前削天掲～明視灰 （7．51°R6 ／2 一一了．J l）

第146図　SD320出土遺物4（1／4）

第143図1～5、7は中国産の染付磁器とみられる。6、8、9は肥前産の染付磁器で、8などには高台に

砂が付着しており砂目積みの製品と判断できる。なお、8はSP364から同一個体の破片が出土しており、

接合した。第144図10～12は肥前陶器の椀、13～15は瀬戸美濃産の天日碗である。16はいわゆる織部

である。いびつな楕円形の体部側面に白色の地に鉄紬で格子目状の文様を描いており、内面は鉄軸を
みしまで

かけている。19、20は肥前産の陶器で、「三島手」と呼ばれるものである。赤褐色の胎土に白化粧土の

刷毛目で波状文を描き、見込にはスタンプによる花文に白化粧土を象眼する。21～28、31、32は肥前

産陶器の皿である。胎土日積み痕のあるもの（23、31）と砂目積みのもの（25～28）があり、21～24、
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No ． 種 類 器 種 ・ 部 位 法 五 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

：待 有iiim －1≧（徳 利 ） Jl之ノ詳 巨　 7 ．】 川 部 よ り L 欠 損　 外 Lfl の 広 い 確 聞 に 日 然 紬 、 尿 †、イ 「 底 値 に 川 上 lニ） 1mlu以 卜’の 砂 粒 を 多 く 含 （外 川 音赤 潤 い㌧ 板 目 （5＼一日3 ノ 、 封 一丁．‘1）
残 11・こ高 ＋ 8 ．8 一」の ヘ う ．丁己 〉ノ・ む ・ノ（焼 成 ＝ ユ 好 （断 ）尿 仁H N 7 ・‘O ）

36 lh 日日 水 差 最 人語 を　 7 ．7
校 ！！こlL‘ご　 5 ．0

庶 J錆 、 H は 軋 1枚 手 欠 的 ノ 硝 日 日 nllu以 トの 砂 粒 を 含 む
焼 成 ）や や あ 吏 い

鞭
（断

）赤 福 （5 m 1．ノ‘6 ）
）に ぷ い 赤 掲 （2．引 －I持 ！l）

祈 柚 11 建 水 日 は　 13 ．8 体 ．‡l；外 l値 二 沈 線 2 粂 ∴ 緋 酢 が か か な l娠 ‘邦 「 小 へ ラ ケ ズ リ 、 （胎 しこ）2 mm 以 卜‘の l砂 粒 ノを 多 く 合 （Iノっ外 山i接 、 ∴．田 （10 R l′1 、 7 ．封 11n ノ1）
l‘Jほ　　 8 ．5 底 面 は ナ チ　 力点 l’j了に ‾太 」の 州 そり む パ 焼 成 ）ユ‘抽 こ 日新 面 ）快 い茄 ′0 、 」・U）

38 備 Ijl H 敵 ）
最 大 幅 1乱 l い ひ′つ な 向 1 の 壷　 ジ侶 ［以 L 、 血 一郎 クこ損　 帖 部 に 飾 ⊥t‘1 鉦 （胎 l 日 間 以 上の 砂 粒 を 多 く 合 （外 Ifヨl）暗 赤 旭 へ 暗 ′仙 天 日 （川 3 ノ‘2 －、 7 ．5 113パ ）
技 存 高 17 ．5 休 部 則 H’l の 牡 丹 帥 ノ に 振 り 、 人 面 （．？）、 丈 寸 こぐ？）を 潟 ．rF む ′ノ（・焼 成 ）I’ミ好 （両 面 ）に ぷ い 赤 禍 （2．51．侶 ∴ 1）！川紬 前 日天 iJ‾日 ＼7 ノ0 ）

39 触 り 庸 鈷 日 子膏　 （2 6 ．6 ）

，瑞 さ　 】こ1．3

1！5
状
た fl

＝ 呈 度 の 破 Jl‾．． ［年 外 面 と も コ コ ナ チ （ロ ク ロ I lト I軸 面 に 闇

具 に よ る ス リ 11 、 放 射 状 に 幅 3 ．2 rm 、 条 の ス リ llを 娠 し
幅 3 ．5‘＿、l町 1上条 の ス リ 日 をJ l三回　 に 泡 す ．＿．

（膳＝ 」 1．5 1unl以 Iこ‾の 砂 純 を 多 く
含 む
0 如 k）1ニミ好

（内 外 而 ）灰 赤 ～ 明 ′扉 褐 （2．51rl～′1′′2 ～ 5 ノ6 ）
（断 面 ）J天 川 6 ，70）

10 備 lJl ㍍ 鉢
l‾j撞　 く2 5 ．5 ） 1 1 j］程 度 の 破 片 lノ、】外 山 と も ヨ コ ナ チ ． 向 山 ＝二l 鈷　 rHl m （胎 イこ）：1．説111m以 ドの 紗 ト‘仁を 多 く （lノ、け トl榊 ］天 （バ打 0）
il‘吉i さ　 12 3 粂 f 度 の 楯 状 し け に よ る ス リ 日 を 入 れ ろ が 、 唯 錐 が 激 し い 含 む パ 焼 成 ）良 好 （断 面 ＝ 天 赤 （7 ．5 1日 ノ．2）

日 仙 11 郁 鈷 lH 圭　 （2 6 ．3 ）

l高 さ　　 日 ．7

1／2 1
状 ＿I
た 後

昔 等 豊 実 門 謝 蔽 完 霊 鳥 需 忠 言 鵠 譜

腑 1．0 用 、 10 条 の ス リ 11 を ／rI 回 り に 思 「

（胎 ‾上 目 MJll以 1この 砂 粒 を 多 く 含
む
（埴 成 ）良 好

（lノ、】外 山i）に ぷ い 赤 （7．51日 J l）
仙 摘 i）J天 （＼6ノ0）

12 仙 川 捨 鉢 日 往　 く2 軋 6 ） Iノノ2 周 程 度 の 破 片 。 lノ、け トl石 と も ヨ コ ナ デ （U ク ロ 主［） lJ 用 i ニ 櫛 （胎 lニ）7m m 以 ト の ル 粒 を 多 く 含 （外 所 柄 1音ホ 褐 ～ に ぷ い 赤 掲 （7．5I軌 こト 2 ．5川 1 日
11°古さ　 I3 ．5 状 ⊥ 技 に よ る ス リ l 日 輪 3 ．2 CIu、 7 粂 ）． む ノ（焼 成 ）I‘ミ好 （両 帝 測 兢 赤 勉 （101日 パり ！川 姉 面 ）J天 （＼6 ！O）

第147図　SD320出土遺物5（1／4）
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∈≡≡ヨク48

∈∃∈≡♂

璽ニ

〒頭≡

∈≡≡∃⊆ク

∈－≡≡考

N o ． 種 類 器 種 ・ 部 位 法 量 （c m ） 形 態 ・ 技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1 3

1 1 小 皿

．1 5

′1 G

′1 7

・′1 8 小 皿

．1 9

5 0 小 皿

5 1

5 2

5 3 小 皿

5 ′l 小 11m

il n

5 6

5 7

5 8

5 9 小 皿

（封） ′」、Jm

6 1 鍋

6 2 鍋

6 3 判 釜

第148園　SD320出土遺物6（1／4）
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（⊆∋75　　∈：：∋　①

⊂二二二コ二　69

β
68

0
71　◎　72　◎　73　◎74

白78 64、65・・1／4

66～74・・1／3

75～80・・・1／2

5cm

No ． 種 類 器種 ・部 位 法 墨 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

コ 火鉢 ．1

liS 最 対空 1．コ 残作高は．ヨ 1滴 lニよ、 Jノ両こニ′H l川　 外泊i l」しナテ、否応正トデ

用1 いこうnlll山 卜‘J 沌神立を含む　 り如勘 良好 納 外前川 ノ両川 用いイ糾い 10111日ト 2．51て こり

lうT

lうH 不”月 お前㌃守山射鷹美を印 刻

上輿HH ト明 l I

70 l ll 汗 1ごnli祀1 巨ハ砂トう・多く含む 1瀾細い良可

71 Glll．

I

Tこi 】

TL 1 1 1 l

No ． 種 類 器 種 ・部 位 法　 逗 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 備　 考

l 1 111用いH

F

訂沖
里合わせ目の∴ 川 ，り

l

TH 鉛

TtI

80

第149図　SD320出土遺物7（1／2・1／3・1／4）
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L

監遊　黒漆

朱　漆　　0

No． 種 類 券種 ・部位 法 塁（cm） 形態 ・技法等の特徴 備　 考

RI 木輿 椀 日径二　題軋7 1′　残存 2．9 1ノ受用程度の敵片ノ 台矢田．外 こ∴l．㌔漆、九 ニ櫨の紋を朱漆で 小二いjしろニlJ、】而朱漆．

82 木製 椀 日径 10．9 ／塵有 1．∩ 1．r2）掴呈度の 台欠損′　外面 こ．1共演、九 二　二つ娯柚の紋を’漆で ÷ノノにいれる．iブrrlは詫軋

83 木r旦1望 椀 Ll後　 9．9 ！蝮rf 2∴1 レ‘2］項乱視度の 底F［；欠損．外両日こ∴1．も 、丸に接の紋を朱漆でいれる′】ノ、屈川 添

81 木馳 Ll経　 世0 ．7 妓存 2．5 1！ニ洞 程度の破片′ノ　タ ニ黒 全面に甘花丈を金泥でいれる 1ノ、＝摘果漆．

85 木里 椀 日経 12．6 ノ残！／ 5．8 しノ2J．LJ用Hとの破片． 台欠損．外面こヨ、与嵐　 山l鉦朱漆

86 木彗t望 椀 口佳 12．1 ′ノ　残存 銅呈度の1波片、 台久瀬し　夕恒症に㍑渦」 メ こ別の紋 二ノノ‾にいれる　 内Jrl了果漆

87 木史 椀 11後　 は．5 ！ さ　　 5．9 にリ．与漆、果漆で地紋娠／ん　 軸jrIは果詞を溶イ付する・ 火を受けており城りが悪い

88 木製 椀 I「径 12．8　7′ さ　　 5．8 に！．I．㌔漆、P 帝＝二果漆を椀在ハ

89 木惧品 椀 l】軽　く15．0）ノ さ　　 6」 細鳩の破 」ニ圧による変形激しいn　外面に∴I、H養、丸に桃の紋を来演でいれるノト加l廿朱漆

！）0 木粗品 椀 口径 （11．5）！ さ　　 5．1 胴且度の破 外耐ニ∴l を舐るが葦 はしい′　小目7㍍k 漆

91 木製品 椀 残ム▼ニ「rJi 8．0 部欠推し　夕面に黒漆 面に朱．キ く．外面に金泥（17）による文様が僅かに残る，

92 木製 椀 枝rflLごi 9．3 部欠損．夕耐 二∴里軋 「ノ刊 に朱7．を塗

93 木i剋 椀 日径　 は 2 ．′ノ残存こrl．・i 9．9 に㍑漆 1ノ に朱漆を童イ 台内に繚刻ありノ

鋸 木製 椀 残存 l 部 ．1一汁 欠航．外面t ∵1．日秦 漆と金泥で 与：花組を胞1「 内1l 果漆

95 木こ良 椀 残〟 rf［りこ損 lノ、I夕 lは と火を‘乏けr おり、外日’耐∴¶漆、［ノ、l耐 二月蚕が ∈かに桟存．

リ6 木地 椀 宛存 7．3 汗に欠重し Ll” 漆、】ノ、＝桁こ朱漆を

97 木里 椀 残存 6．1 部欠損　 外IT 漆、lノ、川I こ果漆を ［ノ、に紬礼もり

98 木肌晶 椀 I＿りモ （10 1）ノ　ダ長！rこfLli 6．2 111．liホ欠損．端J叉形ン　外面に∴I土漆、内汀Iiに朱漆を封 外l再に秋l‘，’－：（ススキか）紋陳の痕調音川

99 木製品 椀 日径　 （9．6ト．iT一．liさ　　 6．7 1′ノ2、1／値引墨度の破H 1ノ、】外面とも黒漆を壌≠

第150園　SD320出土遺物8（1／3）
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第151図　SD320出土遺物9（1／4）

31、32には内面に放射状の線文や簡略化した植物とみられる文様が鉄粕で描かれている。29は瀬戸美

濃産の茶人とみられる。

35～42には備前焼をあげている。38はいびつな平面形の壷で、側面に人面とみられる目や眉毛のよ

うな表現、梅花（？）、文字とおもわれるものを墨書している。39～42は措鉢である。いずれも放射状

のスリ目に斜め方向のスリ目が付加されており、40などのように非常に摩滅したものも目立つ。43～

60には土師質土器の小皿をあげている。いずれも底面に糸切り痕を持つもので、灯明皿とみられる煤

が付着するものと、儀式用の杯とみられる煤が付着しないものがある。61～63は土師質土器の胞烙鍋

及び羽釜である。61、62は口縁部が外折するいわゆる瀬戸内系の胞烙で、内耳に円孔を2箇所をあける。

よく使用されており、外面に煤が付着、内面は摩滅し光沢を持つ。64は火鉢とみられる厚手の土師質

土器で、底面縁に突起状の脚をもつ。65は瓦質土器である。底のない丸みを帯びた筒状のもので、最

大径は24．2cmを測る。正面に大きな「窓」、側面から背面に円孔3を持っており、七輪や棍炉などの中

子とみられる。67はふいごの羽口である。梓状のもの、炉壁片もわずかながら認められる。同様のも

のがSD321などで出土しており、SP334では多量の炉壁とともに廃棄されている。後述するが、SP334は

17世紀初頭の遺構と考えられ、SD320などで出土するものは量もわずかであり、混入したものであろう。

68、69は厚さ1cm程度の板状の土製晶で、揚羽蝶や唐草紋（？）をスタンプ状に陰刻している。何らかの「

型」あるいはスタンプと見られるが、表面に火熱を受けたような様子はない。70は素焼き手づくねの犬

土製品、71は備前焼の鯉とみられる魚の頭部で、置物などの一部と見られる。72～74は漁網錘で、下

－161一
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二二∵＿∵二一二二二二二甘二

舟

層遺構からの混入である可

能性が高い。

75～80には金属製品をあ
こつか

げている。75は小柄の鞘と

みられ、銅、または青銅製

と思われる。①は関連資料

としてあげた包含層出土の

もので、表面に旗などの彫

刻を入れた薄い金属板を貼

り付けている。76、77と②

は鉛製の火縄銃の銃弾であ

る。いずれも1．2cm程の直径

で型の合わせ目痕が残る。

78は銅製とみられる鈴であ

る。箔などは残っていない

が、内部に5mm大の小礫が

入っていた。79、80は渡来
しょうふつうほう

銭である。北宋の祥符通貨
げんゆうつうほう

（79）と元祐通賛（80）だが、

元祐通賓は文字や背面の鋳
もちゅうせん

出しが非常に悪く模鋳銭の

可能性がある。

第150図～第158図には木

製品をあげている。なお、

図示したものは出土した木

製品の一部で、これら以外

に椀などの破片、白木箸、

曲物や桶の部材、性格不明

の板材や加工木など多量の

木製品が出土している。

81～99は塗物の椀とそ

の蓋である。大部分が外面

に黒漆、内面に朱漆を塗っ

ており、外面には朱漆や金

泥で文様を入れるものがあ

■l桜樹皮　る。口径10。m程度、浅めで

10cm　高台の低く、器壁の薄いも
l11111　　　　　　　；

（1／4）

N o． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （c m） 形 態 ・ 技 法 等 の 特 徴 備　 考

1 0 4 木 製 品 柄 杓 長 径 1 5 ．8 ／ 高 さ 1 4 ．0 曲 物 の 柄 杓 。 底 板 欠 損 。 柄 に 鉄 釘 3 本 。

1 0 5 木 製 品 柄 杓 口 径 （1 9 ．8）／ 高 さ　 6 ．4 曲 物 の 柄 杓 。 底 板 欠 損 。

1 0 6 木 製 品 柄 杓 （柄 ） 長 さ　 3 8．4 ／最 大 幅 3．0／厚 さ 1．3 曲 物 側 板 の 痕 跡 、 そ の 内 側 に 隣 接 し て 小 さ な 凹 み あ り 。

第152図　SD320出土遺物10（1／4）

－162－

の（81～83）、口径12cm程度

でやや深いもの（85～87）、

口径15cm程度で浅い器形の

もの（89、90）、高台の高い

深い器形のもの（91～95）
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二二　一・・・・・　　　　　　　二二

107

薗出　黒漆　黒へ　焼跡

No ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 備　 考

川 7 木 製 ，呈． 箱 等 部 材 （底 板 ） 良 さ　 28 ．6パ享さ　 0 ．5 折 敗 な ど の 底 板 か。 隅 丸 方 形 で 、 周 辺 部 に 釘 穴 2 校 存 。 一一郎 に焼 損 跡 。

】0 8 本 別 笛 等 1材 杖 〟 長 32 ．0／最 大 幅 6 ．5 ．ノ捏二さ　 1．1 1 日 に 方 形 の 挟 り込 み の あ る 板 材 。

10 9 木 製 品 笛 等 ；材 長 さ　 20 ．5／幅　　　 5 ．0 ／厚 さ　　 0．8 長 方 形 の板 材。 衣 U引こ黒 漆 を 塗 れ ， 一方 の 側 面 に木 釘 6 、 周 辺 部 に 釘 跡 1 1。

1 10 木 製 品 箱 等 ；材 長 さ　 2 7．1／I，享さ　 1．0 複 雑 な形 状 の 板材 。 側 面 に 木 タ丁2 残 存 。 表 耐 こも 木釘 鈷 血

1 1】 木 製 品 箱 等 部材 良 さ　 39 ．2 ／幅　　　 3 ．2 ／厚 さ　　 0．′1 裏 面 剥楓 ， 円 弧 状 の 決 り込 み が あ り、 そ の 佃価 に木 釘 が の こ る。

＝ 2 木 製 品 指等 部 材 良 さ 18 ．3／幅　　 3 ．6 ／厚 さ　 0．3 台 形 件 紗 帆　 折 敗 な ど の 底 板 か 。

日 ：）木 製 品 箱 等 部材 長 さ 1軋 3／幅　　 3 ．6 1′J享 さ　 0．3 台 形 の 部材 。 折 敗 な ど の 底 板 か 。

第153図　SD320出土遺物11（1／4）

などのバリエーションがある。また、端反り形のもの（98）、簡丸形のもの（99）もみられる。100は塗物

の盤または盆で、口縁部が欠損しているが30cm程度の直径になるものと思われる。

101～103は大きさも様々だが、薄手の円盤状の板材で、曲物類の底板とみられる。側面に木釘が残

るもの（101）などがある。104～106は曲物の柄杓である。曲物側面に方形の穿孔をし、そこから斜め

に柄を貫通させるものである。柄は104では樹皮で曲物側板と固定し、穿孔に木釘状のものを差し込ん

で補強している。相当長い柄を持つもののようで、折れたためか釘で継ぎ足していたようである。106

では曲物側板の痕跡の内側部分に木釘の跡と見られる小穴がある。

107～113は薄手の加工のある板材で木箱や折敷などの部材とみられる。いずれも釘跡や木釘が残存

し、組み立てて使用されていたことが分かる。109の様に表面に黒漆を塗布したものもある。しかし、

それぞれどのような形態のもののどの部分かは不明である。

114～117は桶の部材と考えられる。114は桶の側板で、外面側上下二カ所にタガの痕跡と見られる

圧痕、内面側下端付近に底板の痕跡と見られる圧痕が認められる。115、117は桶の底板と考えられる

ものである。116は形態上の共通性からやはり桶の底板と考えられるが、一列に四カ所の木釘、釘穴が

ある。桶内側に仕切りなどを設けたものであろうか。118は小形の到り抜き式容器、119、120は樽など
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‾霧‾
119

∈：≡三富ニ115　　∈∋116

二1旺Ⅱ［I皿ⅢⅡⅡ恥

N o． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 備　 考

114 木 豊 ロ日日 桶 部 材 （側 板 ） 良 さ　 4 0．5／幅　　 8 ．2 ／厚 さ　 0 ．8 外 面 に タガ 痕 跡 、 内 面 に底 板 の痕 跡 が圧 痕 状 に 残 る 。

115 木 製 品 桶 部 材 （底 板 ） 長 さ　 3 3．4／残 存 幅 6 ．1／厚 さ　 1．1 割 れ 側 の 側 面 に 木 釘 2 カ所 残 存 。 表 面 佃 縁 部 に 摩 擦 した よ うな 痕 跡 。

116 木 製 品 桶 部 材 （底 板 ）？ 良 さ　 3 4・8／幅　　 2 ・4／厚 さ ．1．1 平 面 台 形 の 板 材 。 桶 の 底 板 とみ られ る が 、 一 列 に 木 釘 、 釘 穴 が 4 カ 所 貫 通 。

117 木 製 品 桶 部 材 （底 板 ） 長 さ　 3 0．6／幅　　 3．．6／厚 さ　 1．0 平 面 台 形 の 板 材 。

118 木 製 品 小 形 容 器 ？ 残 存 艮 9．1／幅　　　 4．3 小 形 の 到 り抜 き容 器 か 。

119 木 望 ロロロ 栓 残 存 艮 7．8／最 大 径 3．0 樽 な どの 栓 とみ られ る。

120 木 製 品 栓 良 さ　 15．7／最 大 径 2 ．0 先 を とが らせ た 棒 状 晶 。 樽 な ど の栓 と み ら れ る 。

12 1 木 嬰 仁】ロロ 容 器 蓋 ？ 良 さ　 2 0．4／残 存 幅 7．3／高 さ　 0 ．9 浅 い 皿 状 の 木 製 品 。 中央 に木 釘 が 3 カ所 に 残 り、 取 手 な どを 取 り付 け て い た もの か 。

第154図　SD320出土遺物12（1／4）

の栓と見られる。121は浅い皿状の木製品で、合子状の容器の蓋と思われる。

122～133には下駄をあげている。丸形のもの（122～126・129・130）と、角形のもの（128・131～133）
くりげた

がある。また、到り下駄（122・133）、連歯下駄（123～128・131・132）、差歯下駄（129・130）がある。丸形

の下駄は残りの悪いものも多いが、大部分は黒漆が塗られていたようである。よく使い込まれたもの

が多く、132では割れたものを鉄釘で接合して使用している。爪先に残る指の圧痕から左足用、右足用

が判別できるものがあるが、形態的には区別できない。134～136は差歯下駄の歯である。下が拡がる
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）
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No ． 種 類 器種 ・部位 法 墨 （c m） 形態 ・技法等の特徴 備　 考

12 2 木製晶 り下駄 長さ　 2 1．2 ／幅　　　 7．ノ1／高 さ　　 5．7 丸形 の到 り下駄。 r f 全面に黒 轟を塗イ。爪先側の菌欠損。

12 3 木製 連 菌 ド駄 良さ　 2 1．1／幅　　　 8．3 7 さ　　 2．4 丸形 の適 齢坐臥 而爪先に指 痕」 引繭、齢の前後に照漆 とみ られ る痕抽虹

12 4 木製 連 僻 IJ駄 長さ　 2 1．3 ／幅　　　 7．3／ さ　　 2．2 丸形 の辿市下駄。 l 面爪先に指 痕。 F繭にわずかに黒漆 とみ られ る痕摘軋

12 5 木製品 （下駄 良さ　 】6．6／痛　　　 6．8！ さ　　 2．9 丸形 の連旭日、’駄。 面爪先に指 ：痕。、 Iこ面に照漆 とみ られ る鵬抽軋

12 6 本製品 辿 Il 下駄 長さ　 1′l．5ノ‘帖　　　 5．9ノノ さ　　 3．7 小形 丸形の連 l 下曹 ほ甘舗釦 こ黒テ奈を軒 。爪先側の甘 狛軋

12 7 本望 t ［ご駄 長さ　 19 ∴レ′幅　　　 8．2／ さ　　 2．8 jl勺両六角形の、 L 1こ駄 ＿　十滴 爪姐 二指 I‾】三痕。肺側の 衝が よく摩滅。

12 8 木製品 連 射下駄 良さ　 12 ．1rJ輔　　　 5．8！ さ　　 2．3 小形 隅九ノノ形の、 l骨‾下駄 ．凪 則凶．欠礼 ノ

第155図　SD320出土遺物13（1／4）
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4　近世遺構面3

●

l l

l l

l l

l J

rl
一

一口　覇焼印
1

135　　　0

No． 種 類 器種・部位 法 量（cm） 形態 ・技法等の特徴 備　 考

129 木製品 下駄 良さ　 21．1／幅　　 乱4／厚さ　 2．6 丸形の義歯下駄。側面、上面のごく一部に射黍残存。上面爪先に指圧痕n

】30 木製品 下駄 残存艮20．7／幅　　 8．1／ さ　 1．9 丸形の差菌下駄。土圧により変形、硬存状態不良。上面爪先に指圧痕。

】3】木製品 連歯下駄 長さ　 22．4／幅　　　 9．3／高さ　　 2．9 角形の適齢下駄。上面爪先に指圧痕。踵側に‾一」字の焼印。

】32 木製品 連l封下駄 良さ 14，3／幅　　 7．9／ さ　　 3．9 角形の連歯下駄。上面爪先に指圧胤　 大きく割れたものを鉄針6 で接合1

】33 木別品 判り下駄 長さ　 21．8／幅　　　 9．3J‘ さ　　 3．7 角形の到り下駄。上面爪先に指旺痕。

】34 木製品 l射下駄（歯） 10．9／残存l 5．8／ さ　 1．4 差歯下駄の歯。上註；の突起欠‡。 ド面は摩滅、小石、砂多数。

135 木製品 差 1 下駄（l ） 臥2／残存ポ 5．5／ さ　 1．4 前下駄の胎。上部の突起欠損。下面は摩滅、小石、砂多数。

136 木製品 差で下駄（ ） 幅　　 9．1／高さ　 9．1／ さ　 1．2 差歯下駄の ド は摩滅、砂多数。

第156図　SD320出土遺物14（1／4）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

‾ラ‾

⑳1。9　⑳14。

t皿コ　　　　　⑳

149　　　　　150　　　　云醇152

赤色顔料ワ　　0

一．＿　　　　　－

153

10cm

Ⅱ黒漆　　品完4，　－
N o． 種 類 器種 ・部位 法 量 （cm） 形態 ・技法等の特徴 備　 考

137 木 製品 羽 子板 長 さ　 3 5．2／残存幅 5．5／厚 さ　 0．9 表面に無数の鋭利な刃物に よる傷。柄基部 に赤 色顔 料（？）。

138 木彗 ロロロ
羽 了・板 残存艮1 7．8／幅　　 7．3／厚 さ　 0．7 柄欠損。

139 木 嬰 lコロロ 独楽 長 さ　　 3．8／径　　　 2．4 上面に径6m m程 度の小孔。

140 木 2 】コ
ロロ

独楽 良 さ　　 3．3／径　　 2．4

14 1 木望 ロロロ 不明 径　　 3．4／厚 さ　 0．5 薄い円盤状の木製品。1／2周程度の破片。中央部に穿孔。

142 木 望 rコ
ロロ

柄 残存艮1 8．3／幅　　 3．2／厚さ　 1．7 刃物の柄。端部に茎 を差 し込む孔 あり。

143 木 製品 未釘 ？ 残存艮1 8．9／頭部幅 1．8 大形の木釘状の木製品。頭部 は断 面方形 、軸部 は断面円形に加工。

144 木製品 弾み卓 ？ 径　　 7．3／厚 さ　 1．0 中央に径1．3 cm程度 の孔のある円盤状品。その両脇に 2 個 1対 の小孔 をあける。

145 木 製品 不明 長 さ　 2 6．0／幅　　 7．4／厚 さ　 0．7 哀姦宗尖品甑 鮎 樫 の ある板状 晶0 突起側 がやや厚く、他の小 口側がやや掛 、ロ 中央付近 と

146 木 製品 へ ラ？ 長 さ 1 1．0／残存幅 3．2／厚さ　 0．3 円盤状の板材の一方 に先端 の尖る突起 の付くヘ ラ、あるいは匙状の木製品。

147 木 甥 ロロロ へ ラ？ 良 さ　 1 2．1／幅　　 2．3／厚 さ　 0．4 片側が匙状に拡が るへ ラ状木製 品。

148 木製品 ヘ ラ 良 さ 1 8．4／幅　　 2．5／厚 さ　 0．7 片側縁が刃部 とな るへ ラ状木製 品。

149 木製品 ヘラ 残存艮1 6．4／幅　　 2．1／厚さ　 0．5 メス形のへ ラ状木製品。

150 木製品 不明 長 さ　 1 4．1／幅　　 2．3／高さ　 1．7 両側が太 く、中央部 を細 く削る。何 かの部材か。

15 1 木彗 ロロロ 不明 残存艮 8．9／幅　　 1．8／厚さ　 0．3 小 口側を尖 らせ る薄 い板状 晶。

152 木製品 不明 良 さ 1 5．4／幅　　 2．3／厚 さ　 0．2 小 口側を尖 らせ る薄 い板状 晶。表 面に黒漆を塗布。

153 木4 ロロロ 不明 残存艮 8．9／幅　　 2．1／厚さ　 0．2 小 口側を尖 らせ る薄 い板状 品。 中央部に釘穴。

第157図　SD320出土遺物15（1／4）
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4　近世遺構面3

喜章　黒漆

L＿」＿＿＿」＿＿＿＿」＿⊥　j　　　　　　　　　；

（1／3）

158～1611／3　　　　　0

∈∋
10cm　158

162　1／4　　　　　hll－；　　　；
（1／4）

N o ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （c m ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 備　 考

1 5 4 木 製 品 部 材 残 存 艮 4 1 ．9 ／幅　　 1 ．6 ／厚 さ　 1 ．5 端 部 に 断 面 長 方 形 の 突 起 を 持 つ 部 材 。

1 5 5 木 製 品 部 材 残 存 艮 2 7 ．0 ／幅　　 1 ．9 ／厚 さ　 1 ．0 端 部 付 近 に 挟 り の あ る 部 材 。

1 5 6 木 製 品 部 材 良 さ　 2 3 ．7 ／幅　　 1 ．3 ／厚 さ　 1 ．3 両 端 に 小 孔 の あ る 突 起 。

1 5 7 木 望 ロロロ 部 材 良 さ　 2 2 ．8 ／幅　　 1 ．9 ／厚 さ　 0 ．6 表 面 、 裏 面 に 黒 漆 を 塗 布 、 一 方 の 辺 に 沿 っ て 釘 穴 5 箇 所 。

1 5 8 木 製 品 部 材 残 存 艮 4 9 ．9 ／幅　　 6 ．1 ／厚 さ　 2 ．9 両 小 口 側 に 突 起 を 持 つ 部 材 。 側 面 に リ ン グ 状 の 金 具 が 革 個 1 対 で 付 く 。 金 具 の 脱 痕 2 箇 所 。

第158図　SD320出土遺物16（1／3・1／4）

ものと拡がらないものがあり、下面がつぶれ、砂や小石が食い込んでいる。
こま

137、138は羽子板、139、140は独楽と考えられる。139は元は軸があったのか、上面に小孔を持っ。

142は包丁や工具類などの刃物の柄と見られる。144はやや厚手の円盤状の木製品で、紡錘車などの弾

み車とみられる。146～149はへラ状の製品である。用途は不明だが、148、149はへラと考えてよいも

のと思われる。150は取っ手状の木製品である。151、153などは片方の端部を尖らせた薄い板材で、何

かに取り付けていたような釘穴を持っものもある。文字などはないが札の類であろうか。

154～158は部材類である。154～157はほぼ同じような太さの細い角材で建具などの部材であろうか。

157は表裏に黒漆を塗布しており、第153図に挙げたような箱状のものの部材の可能性もある。

158は大形の板状の部材で、一方の長辺側の側面にリング状の金具を取り付ける。もとは三対付けら

れていたようで、もう一方の側面には釘がみえる。開閉可能なものの部材、あるいはぶら下げて使用

するようなものであろうか。なお、金具が側面に付いているため、開閉するものであれば、密閉状態
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4　近世遺構面3

にはならない。

SD320の出土遺物は、肥前産陶器では砂目積みの陶器皿や白化粧土の刷毛目、象眼技法を用いた「三

島手」の皿など1610年代から1650年代に生産されたとされるものが目立つ。また、備前焼措鉢の特徴も

十七世紀前半代に位置付けられるものである。SD320は縮小しながらも、最終的には1669年の藩学建設

時の造成土で埋められており、出土遣物の状況もこれと矛盾しない。なお、SD320からはこのほか、ア

カニシ、ハマグリなどの貝殻、イヌ、鳥類などの獣骨類が出土している。有機質に富む粘質土が堆積

する滞水状態で、食物残梓を含む多量のゴミが捨てられており、環境的にはかなり悪い状態であった

ことが想像される。

（1／4）

12　　　　（1／2）

10cm

5cm
1～10　　1／3

11　　　1／4

12　　　1／2

No． 種類 器種・部位 法 皇（cm） 形態・技法等の雪寺徴 胎土等の特徴 色　 調

1肥前焼付磁器 鉢？ 口径　 21，6 1／4周程度の破片。内面見込に国税？こ （胎士）陶石
（焼成 良好

（軸）透明軸・灰「1は 5Glr8ノ・′1）
（断面）灰白（N8／0）

2 備前丁焼 濡鉢 口径 （26．6） 口綾部の1！8周程度の破片。内面に斜め方向のスリロ。 （胎土）2mm以Fの砂粒を多く含む
（焼成）良好

（外面）櫨～褐灰（2．51’R6／計、5Ⅵ‖／1）／（内面）明赤亀～
灰赤（2．517R5／6へ5／2）／（断面）灰炎極目101rlく5／2）

3 備l油焼 稀鉢 口径（29．6） 口綾部の11′12J司程度の破片。内面に斜め方向のスリ私、（胎士）21mm以下の砂粒を多く含む
（焼成）良好

（外面）赤福（10王く5／′1）／（内耐 にぷい赤褐（7．5Rノ1！3）
（断面）灰白（N7／0）

1 土師啓上音詩 小爪 口径　 9．8
高さ　　 2．1

内外面ともヨコナデ。庇部に糸切り痕。 （胎士）0．5mm以下の砂粒を少兢含む
（焼成）良好

（両外面・断面）灰自（101R8′J2）

ロ土師質上㍍ 小目Il
口径　 川．5

高さ　　 2．2
1ノし】外面ともヨコナデへ （胎士）1．5mm以下の砂粒を少蓑含む

（・げ帥史）良好
仲間価・断面）尿白（2．51’8／2）

（う工帥円上器 小nlL（灯明1肌）
日後　 日．2 内外面ともヨコナデ。底部糸切り後板ナデり　仕抜部内 （胎」ニ）1．5mnl以下の砂粒を多く含む （lノ、けト而）浅黄椅～尿白（7．51’l（8！4～2．51’8／り
高さ　 2．2 外耐二煤付着。 （焼成）良好 （断耐嘱狛 （jOlこR8／2）

l 土師質一上器 小mL
口径 10．7

内外南ともヨコナデ。
（胎＿1こ）1．5mm以トの砂粒を多く含む （内外面）橙～にぷい能く5m 7／8～7．5川7／1）

小；さ　 2．5 （焼成）良好 川井面）臆（5川7／6）

8 土師質上帯 小皿（灯明Im）
口径 11．2 内外繭ともヨコナデ。底部糸切り後板ナデ。日録部内 （胎上）2nlm以下の砂粒を多く含む （内外面・断面）浅輩栂～灰白（101′R8／3～8／1）高さ　　 2．′1 外面に煤付軋 （焼成）良好

9 ⊥師質土器 小皿L
口径　 ＝）2 1／2周程度の破片。内外l亙iともヨコナデ。底部に糸切り （胎土）1．5mm以下の砂粒を多く含む （内外面）柏～にぷい俺（2．51°R7／6′、7．5Ⅵ17J′′1）
高さ　 2．1 痕。 （焼成）良好 （断面）榎～にぷい橙（2．引用7／6′㌧7．51rR6／3）

10 土師質土器 小IllL
【＿1径 13．0 内外繭ともヨコナチ。底部に糸切り痕。 （胎土）2mnl以 Fの砂粒を多く含む （外rfli）灰lf－1～にぷい黄植（10’捕／2～7／3）
高さ　　 2．9 （焼成）良好 （内証日新面）灰子1（10YR8／2）

11瓦
軒丸瓦 外径　 12．9 左巻き三巴文、珠文7残存。瓦当内面ナデ。九瓦部内 （胎土）lmnl以下の砂粒を多く含む

（内外而・断両）黄灰は 51‘4／1）月二、ナj 文様区怪9．0 面にコビキB痕。 （焼成）良好

形態・技法等の特徴

鋳造の砲弾。型合わせ目の痕跡あ。

第160図　SD321出土遺物（1／2・1／3・1／4）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

SD321

SD320の西側には、これと直交してSD321が存

在する（第159図）。X＝－147645．5mライン付近に、

調査範囲の端からSD320までの約12mにわたって

検出している。SD321は石組みなどを伴わない素

堀の状態で、幅約1．0m、底は標高2．05～2．2mで、

検出面から50～70cmほぼ垂直に振り込まれてい

る。埋土は黒褐色粘土、灰黄色シルト、褐色砂

をブロック状に含む暗灰黄色シルト質土を主体

としており、人為的に埋められた状況を示して

いる。

出土遣物はさほど多くなく、陶磁器類、土師

質土器、瓦類がある（第160図）。また、布状の塊（写

真16）や混入したと見られる梓状のもの、炉壁片

もわずかながら認められる。

1は肥前産染付磁器の鉢とみられる。見込端に

圏線1条が見られる。2、3は備前焼捨鉢である。
写真16　布状塊とその断面

口縁部付近の小破片だが、斜め方向にスリ目がほど超されていることが確認できる。図示していないが、

陶磁器類にはほかに、肥前産陶器の嚢や志野風の陶器などの小破片が認められる。4～10は土師質土

器の小皿である。6、8には口縁部に煤が付着し灯明皿として使用されている。11など瓦類も若干出土

している。12は直径4．9cmの鉄製の玉で、大筒の砲弾と考えられる。鋳造品であり、型の合わせ目の痕

跡が認められる。

布状塊は長さ27cm、厚さ3cm程度の板状の塊で、細かい布目が見え、それが何層にも折り重なって固

まったもののようである。写真の上面側はやや光沢のある黒色を呈する樹脂状のものが染みこみ、あ

るいは覆っており、所々に炭化した植物の枝が付着している。塊内部から写真の裏面側は浅黄橙色を
きめ

呈しており、肌理の細かい泥土状のもので固まっているように見える。分析等を行っておらず、現状

ではどのようなものか不明である。

Yニー37206　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yニー37204　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yニー37202

Xニー147640 ．qI

一一‾‾‾・－一一・、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
！′　　　　　 j

′！　　 （
／　　　　　　　　　　 l

J
′

－′′′　 ‾　 っ　 ′　 束 、、、、

1オリーブ褐色細砂（2．5Y4／3）

2時灰黄色微砂シ1レト（2．5Y4／2）

3背褐色細砂微砂（2．5Y5／3）

4暗灰黄色シ1レト（2．5Y5／2）

Yニー37202

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

（1／40）

第161園　SD470（1／40）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

0　　　　　　　　　　10cm

く二二‾＝ク．二 口。

N o ． 種 類 券 種 ・ 部 位 法 量 形 態 ・ 技 法 等 の 特 徴 備　 考

4 渡 来 銭 永 楽 通 空 1由二径　 2 3 ．6 m m l 〔さ　 0 ．9 m m S P 3 3 1 下 層 出 土

渡 来 銭 渋 武 運 暦 底 径　 2 2 ，9 nlm ′ ［さ　 1 ． ノlnlm S l－3 3 ′1 下 層 出 1ニ

第163図　SP334出土遺物1（1／2・1／3）

SD321は出土遺物の特徴からも、SD320と一定の段階同時に存在した溝と見られ、武家屋敷地の区画溝、

排水溝などと考えられる。なお、SD320には西側にSD343、東側にSD470が、SD321にはSD322、SD323、

SD324といった溝状遺構が取り付いており、同様の区画溝や排水溝などと考えられる。

SD470

SD470はSD320の東側に直交して、X＝－147640．5mライン付近に検出した溝状遺構である（第161図）。

SD320から調査範囲内約6mにわたって検出しており、調査区外へと続いている。幅約70cm、底は標高

約2．0mを測る。出土遺物はほとんどない。SD320側でやや幅が拡がり、深さも若干深くなっており、

これもSD320に合流する城下の区画溝と考えられる。

SP334

SP334は調査範囲の南西端、X＝－147653．0m、Y＝－37224．0m付近に検出した大形の土坑である（第162

図）。直径約3mのほぼ円形で、底面は標高－0．3m、検出面からほぼ垂直に約3m掘り込んでいる。石組

みなどはなく素掘りの井戸状ではあるが、径が井戸としては大きく性格は不明である。埋土は標高1．8

m付近までの下層は黒色粘土、灰色粘土、オリーブ灰色粘土、黄灰色シルトをブロック状に多量に含

んでおり、人的に埋められている（第162図18～29層）。その上に炭化物層（16層）、炭化物、焼土塊を

多量に含む層（17層）がのり、さらに黒褐色シルト、黄灰色粘土シルト、灰オリーブ色シルト、灰色シ

ルトなどのブロックからなる層（15層）で埋められている。上層には炭化物や焼土塊の他、炉壁や樺状

の物質が多量に含まれている（11、12層）。埋土や周辺の土層は焼けたり熱を受けた様子はなく、これ

らの炉壁は投棄された状況と見られる。

出土遺物はごくわずかで肥前産陶器、土師質土器片などが数点出土しているにすぎない（第163図）。

1は肥前産の陶器皿で見込に胎土日痕を残す。3は表面に菱形の文様、唐草紋（？）を陰刻した板状の土
えいらくつうほう

製品で、SD320出土の第149図68、69と同種のものと見られる。4、5は渡来銭で、明の永楽通賛（4）と
こうぶつうほう

洪武通賓（5）である。

炉壁はコンテナ20箱ほどの量が出土しており、胎土の特徴に二種類が存在する（第164～166図）。

6、7は8mm以下の石英、長石粒を多量に含む胎土を持つもので、器壁の厚さは約4cm、破片の円弧の

状態から内径60cmほどの円形の炉となるものと思われる。破片の量は次にあげる胎土のものよりやや

多い。8は胎土に炭化した籾殻を多量に含むもので、器壁の厚さは約6cm、内径約60cmの円形の炉であ

ると考えられる。いずれも内面が強い熱を受け、胎土中の石英、長石が浮き出したようになり、ガラ

ス質の揮状の物質が付着する。
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4　近世遺構面3

′／⊆こ〕11

二／‾＼二一二
r二

．・一・′

．．　　、

N o． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （c m ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

9 炉 壁 精 錬 炉 ？
送 風 口 部 分 －

ふ い ご 羽 口 を うけ る 孔 の 部 分 か 。 炉 内 面 側 とみ られ る部
分 に 棒状 の物 質 が厚 く 付 着 。 部 分 的 に 緑 青 が 浮 き出 る。 （胎 土）5m nl以 下 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む （棒状 部 分 ）灰 （10 1′5 ／1）／（羽 口部 分）に ぷ い 橙 ～ 橙

（7 ．5 1′R 6 ／4 ～ 5Y R7 ／6 ）／（断 面 ）灰 白 （7．51′7／1）

10 炉 壁 精 錬 炉 ？
送 風 口 部 分 －

ふ い ご羽 口 を うけ る 孔 の 部 分 か。 炉 内 面 側 とみ られ る 部
分 に棒 状 の物 質 が厚 く付 着。 部 分 的 に 緑 青 が 浮 き出 る 。

（胎 土 ）1．5m m以 下 の 砂 粒 を 多 量 に 含

む 。 炭 化 した 籾 殻 を 多 く含 む
（揮 状 部 分）に ぷ い 赤 （7．5R 4／4）／（羽 口部 分 ）明 赤 褐

～ 橙 （2 ．5 Y l～5／6 ～ 51′R7 ／6 ）／（断 面 ）灰 （N 4／0）

11 炉 壁 精 錬 炉 ？
送 風 口部 分

器 壁 厚　 2 ．0 羽 口状 の 土 製 晶。 薄 手 で 、破 片 の 一 方 の 側 面 は 端 部 に な

って い る。

（胎 土 ）3m m以 下 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む。
炭 化 した 籾 殻 を 多 く含 む

（内 面 ）橙 （5 YR 7／6）／（外 面 ）に ぷ い 黄 橙 ～ 灰 （10 YR 7／4

～ 5Y 6／1）／（断 面 ）にぷ い 橙 ～灰 （7 ．5 YR 6／4～ N 4／0）

12 炉 壁 精 錬 炉 ？
送 風 口部 分

器 壁 厚 1．6 羽 口状 の 土 製 晶 。 薄 手 。 （胎 土 ）2 mm 以 下 の 砂 粒 を 多量 に 含 む （内 面 ）橙 （5 1′R 6／6）／（外 面 ）橙 ～灰 白 （5 YR 6／6～ 5 Y
7／1）／（断 面 ）明 赤 褐 （51rR5 ／6 ）

1 3 炉 壁
精 錬 炉 ？

送 風 口部 分
器 壁 厚 1．3
内 径　 （9．2）

羽 口状 の 土 製 品 。 薄 手 。 外 面 の 一 部 に炉 壁 の壁 体 、 鉄 製
品 （？）が付 着。 （胎 土 ）3 mm 以 下 の 砂 粒 を多 量 に 含む （内 面 ）に ぷ い 橙 （7 ．5 YR 6／ノ1）／（外 面 ）橙 ～ に ぷ い 橙

（2．5Y R 6／6～ 5 1’R 6／4）／（断 面 ）赤 （10 1モ5／6）

14 土 製 品 羽 口？ 器 壁 厚　 3．2
内 径　 （2 ．4） 羽 口状 の 土 製 晶 。 厚 手 。 （胎 土 ）5 mm 以 下 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 橙 （5Y R 7／6 ）～ に ぷ い 黄 橙 （10Y R7 ／3 ）～灰 （N 6／0）

15 土 製 品 羽 口？ 器 壁 厚　 2 ．9 羽 口 状 の 土 製 品 。 厚 手 。 （胎 土）5m m 以 下 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む （内 面 ～ 断 面 ）に ぷ い 橙 （5 YR 6／4）
（外 面 ）灰 （5Y 6／1 ～5 ／1）

16 土 製 品 る つ ぼ ？ 最 大 径 （6 ．2 ）
残 存 高　 4 ．1 底 部 周 辺 の 破 片 。 内 外 面 と もナ デ 。

（胎 土）5m m 以 下 の 赤 褐 色 粒 を 多 量 に
含 む 。 砂 粒 は ほ とん ど 含 ま な い
（焼 成 ）や や あ まい

（内 面 ～ 断 面 ）にぷ い橙 （7．51rR 7／3）
（外 面 ）にぷ い橙 ～灰 褐 （7．5 YR 7／3～ 5 ／2 ）

17 土製 晶 る つ ぼ？
最 大 径 （9 ．4 ）

残 存 高　 4 ．1
底 部 付 近 の 小 破 片 。 内 外 面 とも ナ デ 。・ （胎 土）5m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く含 む

（焼 成 ）良 好
（内 面 ）明 赤 灰 ～ 明褐 灰 （7．5Y R 7／1～ 5 YR 7／1）
（外 面 ）に ぷ い 橙 ～ 橙 （7．5Y R7 ／4 ～ 5Y R 6／6）

18 土製 晶 る つ ぼ？
口径　 （9 ．4 ）
残 存 高　 4 ．1

1／2 周 程 度 の 破 片 。 外 面 は爪 痕 の あ る圧 痕 。 内 面 ナ デ 。
外 面 下部 に樺 状 の 付 着 物 。

（胎 土）5m m 以 下 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む
（焼 成 ）良 好

（内 外 面 ）にぷ い橙 ～ 橙 （7．5Y R 7／4 ～ 5 YR 7ノ6）
（断 面 ）浅 黄 橙 （10 1′R 8／3）

19 鉄 製 品 楔
良 さ　　 6 ．6
幅　　　 2 ．6
厚 さ　　 1 ．4

炉 壁 に付 着。 上 面 がや や 拡 が りつ ぶ れ た よ うに な る 。

第166図　SP334出土遺物4（羽口・るつぼ等）（1／2・1／4）

6、7は送風口部分を持っ破片で、送風口は内面側に大きく突出して設けられている。器壁の厚さは

約4cmを測る。6の外面には縦方向に幅約2cmの金属板のようなものを当てた圧痕が認められる。7では

外面に幅2cm程度の鉄製の板が縦方向に付着している。鉄板の下端付近に接合面があり、その上の炉壁
しっくい

は漆喰状の白色土で接合されているように見える。内面側はこの接合痕に沿って樟状物質が浸入にし

ている。送風口部分の下側は、揮状物質に噛み込むような形で花崗岩風化土や土器砕片が詰まってお

り、その下面には梓状物質に多量の木炭の圧痕が残っている。なお、6の下端は鉄板の圧痕の状況から、

7で観察できる接合面に相当するようである。

8は下部が若干内湾しており、底部に近い破片と見られる。内面上半に揮状の物質が付着、下半は熱

を受け灰白色に変色、細かいクラックが格子状に入っている。上端は非常に平らで、器壁は6、7に比
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第167図　絵図に見える精錬炉（天保六年江戸橋場鋳銭座絵図より）

べ厚く約6cmを測る。9～13は送風孔部分の破片で、胎土は6、7と同じ特徴を持つ。

14、15はふいごの羽口と考えられる破片である。外径は約9cm程度で、炉壁の送風口の径にほぼ一致

する。
●　●　●

16～18はるつぼとみられる土製晶の破片である。18の外面下部に澤状の付着物がある以外は使用さ

れた痕跡はない。また、炉壁や羽口には鉄製品が付着するものが複数見られる。残存状態が悪く、炉

壁などを壊さないと取り出せないものも多いため、形態が分かるものはほとんどないが、19はその内

の1点である。長さ6．6cm、幅2．6cmを測る鉄製の楔であり、先述の金輪や金属板を締めたり、羽口を受

ける円筒状の土製晶を固定するために挿入されたものとみられる。
ろくしょう

これらの炉壁は分析等を行っていないため定かではないが、洋状部分には所々緑青が浮き出した部

分があり、銅の精錬炉である可能性が高い。全形を復元するのは困難だが、8のような底が丸いものの

上に、6、7のような送風口を持っものが漆喰で接合され、さらに何段か筒状のものを重ね、外側を細

い鉄板と金輪で絞めたものと考えられる。6、7と8は胎土が異なり別個体の可能性もあるが、一基の炉

を構成するものと思われる。なお、第167図は『大日本貨幣史』付図に収録された天保六年江戸橋場鋳

銭座絵図の一部である（1）。天保通貨の製作工程を解説した絵図であり、大吹所の場面に精錬炉が見える。

いわゆる甑炉と呼ばれるものであり、出土した炉壁はこうした形態のものと思われる。

SP334は炉壁が多量に投棄された特徴的な遺構ではあるが、それ以外の出土遣物が少なく時期を限定

することが困難である。しかしながら、胎土日の肥前陶器は十六世紀末から1610年代に生産されたも

のとされ、1点のみの出土ではあるが、岡山城三之外曲輪造成当初の段階に遡る遺構である可能性があ

る。また、直接精錬が行われた部分などは調査範囲からは検出されていないが、炉壁が多量に投棄さ

れた状況からも付近に、おそらく銅の精錬関係の構造物があったものと見られ、三之外曲輪の造成や

城内の整備段階にそれに資材を供給する工房などである可能性が考えられる。

SP336ほか柱穴群

調査範囲の南西部付近からは、SP336などの柱穴を集中的に検出している（第168図）。やや径も小さく、

浅いSP377、SP340、SP341、SP342を除くと、柱根痕が観察できる。SP337、SP338、SP339が約80cm間隔

で並ぶように見え、SP463、SP464、SP465、SP466もそれぞれの間隔が約80cmと共通しており、これら
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Yニー37202

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

SP465

1蹟灰色細砂（5Y4／1）

SP466

1暗灰蛮色散砂細砂（2．5Y5／2）

2日的欠かし色柄質徽砂（25Y5／2）

3暗灰黄色細砂（25Y5／2）

4線褐色微砂シルト（2，5Y5／3）にぷい黄色土ブロック多い

2．5m SP464　　　　　　sP463　　2．5m SP463

1暗灰黄色砂慣シルト（25Y5／2）やや拙質強い

2時灰黄色砂質シルト（25Y5／2）

SP464

1貯褐色微砂（25Y5／3）

2時灰措色シルト傲砂（25Y5／2）オリーブ褐色砂ブロック含む

SP340

1オリーブ褐色微砂（25Y4ノ3）

SP366

1暗尿朗色シルト（25Y4／2）

2暗J天頂色微妙（25Y4／2）

3暗題天‡1‘f色シルト（2．5Y4／2）にぷいヱ11他姓含む

411糾姑蹟色微砂（25Y4／2）措掲色シルト粒を多く含む

SP457

1戯祖色微砂（2．5Y5／3）

2灰色れIi質微砂（5Y5／1）

SP341

1オリーブ褐色潮目炒れ砂（2．5Y4／3）

SP342

1晴灰損色シルト微砂（25Y5／2）

SP377

1黄褐色微砂（25Y5／3）卜’酌こ2～5mnl大

の円礫含む，，

SP337

1暗灰出色微1秒細1沙（2．5Y4！2）にぷい措色シルト粒を含む

2時灰炎色微砂シルト（2．5Y4／2）

2．5m　3暗灰朗色微砂シルト（2・5Y4／2）3ぐ1－－大のにふい黄色シルト∴1、l褐色附∵プロソク含む
－　　SP338

1オリーブ褐色緻砂（2，5Y4／3）暗灰蛮色微砂ト灰朗色シルトブロック含む

2情状消色微砂シ′レト（25Y4／2）1ぐnl大の尿出色シルトブロック含む

3鍋褐也シルト微妙（2．5Y5／4）

4灰オリーブ色薇1秒（5Y4／2）

SP339

1オリーブ褐色微砂（25Y4／3）

2暗灰渋色微砂（25Y4／2）蹟褐～にぷい茄色目先多く含む

3暗尿黄色シルト微砂（25Y5／2）

第168図　SP336ほか柱穴群（1／40）
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の柱穴で掘立柱建物となる可能性があ

る。小規模な庇付きの建物が想定され

るが、約80cmという柱間は建物の柱間

としてはやや狭いように思われ、柱穴

の深さも様々である。調査範囲外にど

のように続くのかも分からず、建物で

・／‾∴－、＿
形態・技法等の特徴 胎土等の特徴

1山朴程度の仲川
［ノ、】外面に欽軸 漂占）1鶴；‘昔

（軸）鉄師暗′か、暗′ポ欄（10R36
、．12）（断軒順狛（2．51．71）

第169図　SP465出土遺物（1／2）

あるかどうか断定することはできない。

出土遺物はほとんどないが、SP465からは茶人とみられる小片が出土している（第169図）。これは口

径3．4cm程に復元できるごく小さなもので、内外面に鉄紬をかける。瀬戸あるいは美濃産の陶器とみら

れる。

SP363

SP363はX二一147645．0、Y＝－37204．0付近に検出した長楕円形の土坑である。中央部を上層遺構によっ

て失っているが、長径約2．7m、短径約1．3m、底面は標高2．0m付近で遺構面から約70cm程度振り込ま

れている。埋土は暗灰黄色～灰色の砂質土である。形態的にはゴミの廃棄土坑状であるが、遺物はさ

ほど多くなく、埋土の状況からもその可能性は低い。

遣物は肥前産の染付磁器片、土師質土器片が少量出土している。いずれもごく小破片である。1はそ

のうち最も大きな破片で、肥前染付磁器の椀である。口縁部の1／4周程度の破片であり、口縁部外面に

雷文、外面に花井文を施している。

8

Yニー37205

木＼

1暗尿蛮色微砂細fl少（25Y4／2）

2灰色机砂（5Y4／1）

形態・技法等の特徴 胎土等の特徴

目白ミ＋（乱丁） 1川引≠度の机吊　外げl五㍉位古」Ll雄九一日けトIl吊二錆文 （世上華甲
（焼成）1．日1

（紬）透間l紬・明症状（＝冗溝′1）
（l断面引天日しⅧノ‘0）

第170図　SP363（1／40）と出土遺物（1／3）

SP364・SP365

SP364はX＝－147643．5、Y＝r37203．5付近、SP365はX＝一147644．0、Y＝－37201．0付近に隣接して検出され

た土坑である。どちらも南北を旧西校舎基礎によって失っており、正確な規模は分からないが、長径

2～3m、短径1．5～2m程度の楕円形ないし隅丸方形で、底は標高2．1～2．2mを測る。両者は浅い掘

り込みでつながったような状態になっており、切り合い等は観察できなかった。埋土はどちらも黄褐

色～暗灰黄色の砂質土を主体にしており、埋土下部には黒褐色微砂質土（第171図SP364第5層、SP365第
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Y＝－37204

X＝－147642

Y＝－37202

⊥＿
±

＼

＼、－

て

2m

（1／40）

／

l

Y＝－37202

SP364

1暗灰黄～黄褐色細砂シルト（25Y5／2～5／3）

2にぷい黄褐色花崗岩風化土（10YR5／3）

3晴灰黄色微砂（25Y4／2）数mm～1cm大の灰オリーフ微砂粒、木炭粒を含む

4晴灰黄～黄褐色微砂シルト（25Y5／2～5／3）木炭粒まばら

5黒褐色微砂（25Y3／1）1cm大の灰オリーブ色シルト粒わずかに含む。木炭粒多い

6暗灰黄色微砂（25Y4／2）1cm大の灰オリーフ色粒まばら

Y＝一37200

SP365

1黄褐色微砂（25Y5／3）

2にぷい黄色細砂（25Y6／3）木炭粒わずかに含む

3晴灰黄色細砂租砂（25Y4／2）数mm大の砂礫まばら

4黄灰～黒褐色徴砂（25Y4／1～3／1）1cm以下の黄褐色シルト粒まばら

5灰オリーフ色微砂シルト（5Y5／2）

第171図　SP364LSP365（l／40）

4層）がある。黒褐色土層を中心に瓦片や陶磁器類など遣物を含んでいるものの、その量は決して多く

ない。SP363と同じく、形態的にはゴミの廃棄土坑状であるが、黒褐色土層もゴミなどの廃棄のために

形成されたものとは考えられず、その可能性は低い。SP363とは位置も隣接しており、同じような性格

の土坑群とみられるが、その性格は不明である。

出土遣物には陶磁器類、土師質土器のほか、砥石、瓦類がある（第172図）。1、2は中国（景徳鎮）製と

みられる染付磁器である。非常に薄手のつくりで、1の高台部には丁寧な粕剥ぎが認められる。3～6

は肥前産の染付磁器である。3、4、6の高台部には砂が付着しており、砂目積みの製品であることが分

かる。7、8は肥前産の陶器皿である。7には口縁部に煤が付着しており、灯明皿として使用されたと見

られる。

C）小結一藩学以前の調査区周辺－

近世遺構面3はこれまでも述べてきたとおり、岡山城三之外曲輪が造成される慶長6～7年（1601～

1602）から岡山藩藩学が開校する寛文9年（1669）の間の六十数年間の遺構面である。検出された遺構は

溝を中心とするもので、決して十分な内容とはいえないが、絵図類を参考に調査区で検出された遺構

群の性格、変遷について若干触れておきたい。

城下図と調査範囲

岡山城の城下図のうち、藩学開校以前のものには池田家文庫（岡山大学付属図書館蔵）中の「岡山古図
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N o ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1
中 国 産 染 付 磁 綜

田L
口径　 1 生8 高 台 知和 剥 ぎ。 外 面 に 唐 草 紋 、 日綾 部 外 面 に2 条 、 諒一台 外 耐 こ3 条 の 胸 （胎 土 ）陶 石 （軸）透 明 紬 ・明 緑 灰 （7 ，5G l’8 ／1）

（汝 徳 娯 ） 高 さ　　　 3 ．0 線 ユ　内 面 は 見 込 に 橋 、 波 、 樹 木 。 目線 部 内 血 と 見 込 端 に 2 条 の 腸 軋 （焼 成 ）良 好 （断 面 ）灰 白 （N 8 ／0 ）

2
中 国 産 染 付 槌 音旨？ 碗 ？

口径　 （10 ．9 ） 1／4 周 提 度 の 破 片 。 外 面 に雲 、 草 花 ？、 口綾 部 外 面 に 2条 の 固 線
（胎 土 ）陶 石 （柵 ）透 明 紬 ・灰 自 （N 8／0）

（景 徳 鎮 ？） L，†緑 部 ～ 体 部 （焼 成 ）良 好 （断 面）灰 自 （N 8 ／0 ）

3 肥 前 産磁 器 碗
休 部 ～ 高 台 部 底 径　　　 4 ．ノ】 1／4 聞 役 度 の 破 片 。 高 台 柁 付 け に 砂 口 癖。 外 面 に 陰 刻 の 縦 線 。

（胎 士 ）陶 石

（焼 成 ）良 好

（軸 ）一存 位 相 ・明 緑 灰 （5 G7 ！1）

（断 面）灰 自 （N 8 ！O ）

1 肥 前 染付 磁 器 碗
口 径　　 （8 ．5 ）
高 さ　　　 7 ．1 17割 部隊 度 の 破 片 。 前 台 部 紬 剥 ぎ 、 Ⅲ 付 け l抄口 痕 。 外 面 に 菊 紋 。

（胎 土 ）陶 石
（焼 成 ）良 好

（糾 ）透 明 軸 ・明 緑灰 （7 ．5 GY 8／1）
（断 面）灰 白 （N 8 ／0 ）

肥 前 染付 磁 器 碗 l‾】僅　 （10 ．0 ） lノ2 周 桧 皮 の 破 片 。 高 台 部 欠 航 ㍉ 柚 耐 こ松 ‥ t：．七、 外 面 下 端 に 関 線 2 条。 （胎 ヒ）陶 石
（焼 成 ）良 好

（榔 青 磁 紬 ・明 絃灰 （7 ．5 G＼′8／1）
（断 面 ）快 白 （N 8 ／0 ）

6 肥 前 染 付 磁 器 鉢 底 径　　　 5 ．0 1 ′′2 同 程 度 の 破 片 。 高 台 郎紬 剥 ぎ 、立 付 け 砂 口 痕 。 外 面 に 花 井 文 、高 （胎 上 ）陶 石 （粕 ）透 明 紬 ・明 練灰 ～ 明 オ リー ブ 灰 （7．5G Y
休 部 、 高 台 部 台 外 面 に 図 線 2 粂 。， （焼 成 ）良 好 8 ／1へ一2 ．5 G178／1 ）／（断 面 ）灰 自 （N 8／0）

7 肥 前 陶 ㌫ 1m
l」径　 12 ．1 休 部 下 平 ～ 高 台 部 無 紬 ノ　内 面 見 込 に 胎 土 口痕 （？）3 箇 所 。 ロ縁 仙 人】外 （胎 上 ）1mm 以 下の 砂 粒 を 多 く （紬 ）灰 紬 ・灰 白 （51’7／1 ）
高 さ　　　 3 ．3 面 に 煤 付 楓 一 含 む ／（焼 成 ）良 好 （外 面 ）榎 （5 YR 6／6）

8 肥 前陶 ㌍ 皿
体語［ト粛 1台 卸

朕 径　　　 5 ．2 体 部 下 半 ～ l甘 台 部 無潮 。 l人価 見 込 、 高 台 投 付 け に 砂 齢 軋 （胎 土 ）1mm 以 下 の 砂 粒 を 多 く
含 む／（焼 成 ）良 好

（紬 ）灰 軸 ・灰 白 （2 ．5 1°8 ／1）／（外 面）に ぷ い 赤
禍 ～ に ぷ い 黄 橙 は 51rR5 ／4 ～ 10 1rR 6！3 ）／（断
面）に ぷ い 黄 橙 ～灰 白 （101’R6 ／3 ～ 2．5 1′7 ／1）

9 土師 質 土 器 ′上皿
口 径　 （8 ．9 ）
高 さ　　　 2 ．ノ1 口縁 如 1 ／3 周 程 度 の 破 片 。 内 外 繭は も ヨ コ ナ デ 。 底 部 糸 切 り痕 。 （胎 土 ）0 ．5 lum 以 下 の 砂 粒 をわ

ず か に含 む ／（焼 成 ）良 好
（内 外 面 ）に ぷ い 黄 橙 （10 Yl～7／2）
（断 面 ）に ぷ い 黄 橙 （10 1′R 7／2）

10 土師 質 土器 小 田L
日 経　 （10 ．6 ） 口綾 部 2 ／3 周 程 度 の 破 片 っ　内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 。 底 部 糸 切 り痕 、 後 ナ （胎 土 ）2 mm 以 下 の 砂 粒 を わず （内 外 面 ）灰 自 （1017R8 ／1）
高 さ　　　 2 ．1 デ 。 か に含 む ／（焼 成 ）良 好 （断 面 ）灰 白 （101’R8 ／1）

形態・技法等の特徴

長さ11．5／幅　　3．3／厚さ　1．6 凝灰岩（？）馳砥石。

第172図　SP364・365出土遺物（1／3）

」（T6－5）と「備前国岡山城下図」（T6－8～11）が知られている。

「岡山古図」は寛永9年（1632）以前の城下図である。寛永9年は備前岡山藩主池田忠雄の死去に伴い、

その子光仲と因幡鳥取藩の池田光政で国替えが行われた年にあたる。絵図には国替えによる屋敷地の

変更が張り紙で表記されている。「備前国岡山城下図」は四枚で城下全体をカバーする絵図で、年号な

どは記されていないが、慶安年間（1648～1651）のものとされる。この両図から、そこに記された寸法、

区画整理前の道路配置などを参考に、調査区周辺の状況を現在の地図上に復元したものが第173図であ

る。

「岡山古図」では調査範囲周辺は武家屋敷地であり、調査区のほぼ中央を南北に屋敷境が通っている。

「備前国岡山城下図」では西側が円乗院となり、調査区の中央には水路の表現がある。円乗院は天台宗

東叡山寛永寺の末寺で（2）、『池田家履歴略記』（3）には「円来院は興国公（池田利隆）の御時より有りし寺

にや但し宮内少輔殿（池田忠雄）の時に建てられしか祥ならずいつれに久しき寺にはありて池田の御家

より定められし祈祷寺なる」（4）とある。寛文7年（1667）、池田光政の宗教政策の一環で祈祷の差し止め、

廃寺となっている。
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第173図　藩学開校以前の調査区周辺（1／2，500）

城下図と検出遺構

さて、調査区では溝を中心に多数の遺構を検出しているが、出土遺物などからは十七世紀前半代と

いう以上に細分することは困難である。

調査区ではほぼ中央にSD320を検出している。これは「備前国岡山城下図」にみえる水路に相当すると

みられる。円乗院廃転の経緯や時期からすれば、SD320上層の石組みを伴う段階がこの絵図の情景にふ

さわしい。「岡山古図」では水路の表現が調査区より南で止まっており、調査区付近は屋敷境を示す線

のみであるが、SD320自体は「岡山古図」の段階まで遡る可能性が高く、屋敷の裏手部分はしっかりした

構造物で区画されておらず、滞水した沼のような状態であったと思われる。一方、SD320から分かれて

いるSD321、SD470などはどうであろうか。上の復元がどこまで正確かは分からないが、SD470の付近に

は「岡山古図」ではちょうど屋敷境がきている。SD321に相当する表現はどちらの絵図にも見えないが、

絵図では数十年の間にかなり屋敷割りが変化しており、「岡山古図」の前後の段階で西側の広い屋敷地

がさらに分割されていた可能性はある。なお、SD320などの出土遺物、特に木製品が、藩学段階のもの

より非常に多岐にわたっている。絶対量が多いこともあるだろうが、藩学関係の遺構では木札、曲物

や塗物など容器類、白木箸がほとんどであったのに対し、羽子板や独楽、下駄のほか様々なものがある。

中でも小柄（第149図74）、火縄銃の銃弾（第149図75、76）、大筒の砲弾（第160図12）などは武家屋敷なら

ではの出土品といえるだろう。特に銃弾類の出土は、絵図からは窺うことができないが、鉄砲や大筒

を扱う役職の人物がこの周辺に居住していたことを示している可能性がある。

円乗院に関しては、寺院の存在を窺わせる遺構や出土遺物はほとんどない。強いて挙げれば、SP291

から出土している「条」の文字を彫った木札（第137図1）は、通常の武家屋敷よりは寺院に関わるもので

ある可能性はある。
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

岡山城三之外曲輪の造成と検出遺構

岡山城三之外曲輪は小早川秀秋が慶長6年（1601）に岡山城に入城し、慶長7年（1602）に死去するまで

の二年足らずの間に整備されたものといわれている。なかでも外堀はわずか二十日間で掘削されたと

言われ、「二十日堀」とも呼称される。しかし、先に挙げた「岡山古図」以前の状況を示す史料はほとん

どない。

今回の調査では、三之外曲輪の整備される初期の段階に遡る可能性がある遺構はSP334のみである。

これもわずかな出土遣物からの類推にすぎず、断定できるものではない。しかしながら、SP334には銅

の精錬炉とみられる炉壁が多量に廃棄されており、通常の武家屋敷地の遺構とは性格を異にすること

は明らかである。今回、直接精錬などを行ったとみられる遺構は検出していないが、SP334自体、直径、

深さとも3m程もある素掘り井戸状の遺構であり、精錬関係の特殊な遺構である可能性がある。報告部

分でも述べたが、三之外曲輪の造成や城内の整備段階にそれに資材を供給する工房などである可能性

が考えられる。岡山城三之外曲輪、特にその初期に遡る可能性のある遺構が検出されたのは今回が初

めてであり、いまだ片鱗にすぎないが、三之外曲輪の開発に直接関係する可能性のある遺構であるこ

とは注目される。

なお、本調査では三之外曲輪の造成土と見られる土層を確認している（第70図第ⅩI層）。岡山城二の

丸域では花崗岩風化土の造成土が分厚く確認されているのに対し、黄褐色砂質土を主体とする純然た

る沖積地の土層である。造成土の供給元としては外堀などを掘削した残土が第一に考えられるが、土

塁の造成や三之外曲輪の面積を考えると、外堀の残土のみでは到底足りるとは思えず、周辺の微高地

や河道内などからかなりの量の土が供給されているものと思われる。いずれにしても、二の丸域との

造成土の差は、二の丸域が主に上級武士の屋敷地であるのに対し、三之外曲輪が主に下級武士の屋敷

地として用いられていることや、伝承をそのまま信用するわけにはいかないものの、かなりの突貫工

事で造成されていることを反映している可能性がある。

注

（1）吉田賢輔1925『大日本貨幣史』大蔵省　付図（佐野英山『鋳貨図録』）

（2）岡山市史編集委員会編1968『岡山市史』宗教・教育編　岡山市

（3）斉藤一興寛政頃？『池田家履歴略記』巻之十一（復刻・日本文教出版1963『池田家履歴略記』上巻）

（4）円来院は「岡山古図」には見えず、少なくともこの地には光政の代になってから移されたものと見られる。記録などがなく『池

田家履歴略記』の書かれた寛政頃には分からなくなっていたものであろうか。
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5　古代遺構面

5　古代遺構面

a）遺構面の概要

古代遺構面は、洪水砂層とみられる第ⅩⅣ層の下面にあたり、標高2．0～2．1mを測る。遺構面の基

盤となっている第ⅩⅤ層（第ⅩⅤ－②層）は水田耕土とみられる黄褐～オリーブ褐色微砂質土である。検出

遺構は、SD471、SD272、SD473などの溝状遺構であり、調査範囲の中央部大半を占めている。SD471の
けいはん

東側には畦畔とみられる帯状の盛土を検出している。

b）遺構と出土遺物

SD471

SD471は調査区の東より、ほぼ南北方向に検出した溝状の遺構である。底は標高1．0～1．3mであり、

深さ0．7～1．1mを測る。西側をSD320により壊されているが、現状で幅3．5～4．2m程であり、もとは

幅6m程度の規模であったと見られる。東側の肩には畦畔状遺構が検出されている。溝の斜面は緩やか

で皿状の断面を呈している。埋土は黄褐色細砂と灰黄褐色微砂からなるラミナ層を中心とするもので、

流水による堆積と判断できる。少なくとも調査区内では南北方向に流れることや、畦畔を伴うことか

ら用水路と考えられるが、斜面の状況や溝断面の形状などあまり人為的な掘方には感じられない。

出土遣物は下層遺構面に由来する弥生土器や古墳時代の土師器の破片が大半を占め、SD471の時期を

窺わせるようなものはない。また、SD472などとの層序関係を観察できる部分もないが、埋土の状況な
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

1黄褐色細砂微砂（25Y5／3）

2　にぷい黄色細砂（25Y6／4）

2’灰色微砂（5Y4／1）と灰黄色細砂（25Y4／2）のラミナ状堆積層

3　にぷい黄褐色細砂（10YR5／4）

4　にぷい黄褐～褐色細砂（10YR5／4～4／4）

5　灰黄褐色微砂（10YR4／2）

5’灰黄褐色徴砂（10YR4／2）と黄褐色細砂（25Y5／4）のラミナ状堆積層

6　黄褐色細砂（25Y5／3）

7　灰黄色細砂（25Y7／2）

8　にぷい黄橙色粗砂（10YR7／2～6／4）

9　褐灰色微砂（10YR5／1）

10　黄褐色細砂（25Y5／3）

b’

暗灰黄色微砂（25Y5／2）

黄褐色細砂（25Y5／3）、灰黄色粗砂（25Y7／2）、暗灰黄色微砂（25Y5／2）からなる層

にぷい黄橙～灰白色粗砂（10YR7／3～10YR8／2）

暗灰黄色細砂微砂（25Y5／2）

10m

第175図　SD741土層断面（1／40）

どから、SD472などとさほど隔たった時期のものとは思われず、ほぼ同時に存在したものとみてよい

だろう。

畦畔状遺構

SD471の東側肩に検出した帯状の盛土である。黒褐色シルト質土からなる盛土（第70図ⅩⅤ－①層）で

あり、周辺の水田耕土と大きく異なっている。盛土の高さは、上面が上層の第ⅩⅢ層により削平され

ていると見られるが、現状で約5cm程度である。幅は最大で90cmほどだが、大部分はSD471により削

り取られたようになっている。SD471に削られながらもほぼ平行すること、最終的には同じ洪水砂

（第ⅩⅣ層）によって埋没していることなどから、SD471と同時に存在した水田畦畔と考えられる。X＝－

147645、Y＝－37204付近に盛土のとぎれる水口状の部分があるが、少なくとも調査範囲内にはSD471に堰

や杭列などの遺構は残っておらず、取排水のための水口か、洪水などのために盛土が失われた部分か

は判断できない。

SD472

SD472は調査区のほぼ中央に南北方向に検出した溝状の遺構である。底は標高0．8～0．9mであり、

深さ1．1～1．2mを測る。幅は7～9m程であり、東側に幅約2m、標高約1．6mの段状の部分がある。

西側にはSD472に直交して、SD473が合流している。埋土は黄褐色細砂、灰黄色砂、にぷい黄色粗砂、

暗灰黄色微砂などからなるラミナ層を中心とするもので、流水による堆積と判断できる。ほぼ南北方

向に流れることやSD473が直交することから用水路と考えられるが、やはり斜面の状況や溝断面の形

状などあまり人為的な掘方には感じられない。

出土遣物は多くないが、須恵器杯や丹塗りの土師器などが出土している（第177図）。これらの土器

類は九世紀前半頃のものと見られ、SD472の時期の一端を示すものと考えられる。
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

t⊆；喜一＝子 ノ

ノ

［：二二二二二 二

7

No ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1 土 師 器 坪 残 存 高　 4 ．9
底 径　　 8．8 口縁 部 欠 損 。 内 外 面 と も ヨコ ナ デ 。

（胎 土 ）2 mm 以 下 の 砂 粒 を 多 く含 む

（焼 成 ）良好

（内外 面）灰 自 （10 YR 8／2）

（断 面）に ぷ い 黄 橙 （10 1′R 6／3）

2 須 恵 器 杯 残 存 高　 5．7
底 径　　 9．2 底 部 の 1／2 周 程 度 の 破 片 。 内 外 面 と も ヨ コナ デ。

（胎 土 ）1mm 以 下 の 砂 粒 を 少 量 含む
（焼 成 ）良好

（外 面）灰 （N 5 ／0 ）
（内 面 ・断 面 ）灰 （N 6／0～ 7 ／0 ）

3 須 恵 器 坪
口 径 （1 2．9）
高 さ　　 3．4 1／3 周 程 度 の 破 片 。 内 外 面 と も ヨ コナ デ。 底 部 ナ デ 。

（胎 土 ）0 ．5 mm 以 下 の 砂 粒 を多 く含
む／（焼 成）良 好

（外 面）灰 白 （5Y 8／1～ 7 ／1）
（内 面 ・断 面 ）灰 自 （5 Y8 ／1）

4 須 恵 器 坪
口 径 （1 1．8）
高 さ　　 3．5 1／3 周 程 度 の 破 片 。 内 外 面 と も ヨ コナ デ。 底 部 ナ デ か 。

（胎 土 ）2mm 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含 む
（焼 成 ）良 好

（外 面 ）灰 白へ 灰 （N8 ／0 ～ 4／′0）
（内 面 ・断 面 ）灰 白 （5 Y8 ／1）

5 須 恵 器 杯
口 径 （1 2．4）
高 さ　　 3．1 1／4 周 程 度 の 破 片 。 内 外 面 と も ヨ コナ デ。 底 部 ナ デ か 。

（胎 土 ）2m m以 下 の砂 粒 を 多 く 含 む
（焼 成 ）良 好

（外 面 ）灰 白～ 灰 （51′7／1 ～N 3 ／0 ）
（内 面 ・断 面 ）灰 自～ 灰 （N 7′／0 ～ 6／0）

6 須 恵 器 杯
口 径 （1 2．8）
高 さ　　 3．7

1／3 周 程 度 の 破 片 。 内外 面 と も ヨ コ ナ デ。 底 部 ナ デ 。 （胎 土 ）2m m以 下 の砂 粒 を 多 く 含 む
（焼 成 ）良 好

（外 面 ）灰 白～ 灰 （N7 ／0 ～ 6 ／0 ）
（内 面 ・断 面）灰 白～ 灰 （N 7 ／0 ～ 5／0）

7 土 師 器 坪
口径 （13．3）
高 さ　　 3．8

1／3周 程 度 の 破 片。 内外 面 と も ヨ コ ナ デ 。 底 部 ケ ズ リか 。 （胎 土 ）lm lu以 下 の砂 粒 を 多 く 含 む
（焼 成 ）良 好

（内 外 面 ）灰 白 ～ 晴灰 （2 ．5 178 ／1～ N3 ／0 ）
（断 面 ）灰 白 （2 ．5 Y8 ′／1 ）

8 土 師 器 坪 口径 （12．2） 口 緑 部 の 1／8周 程 度 の破 片。 内 外 面 と も ヨコ ナ デ 。 内 外 面 に （胎 土 ）0．5m m 以 下 の 砂粒 を わ ず か （内 外 面 ）明 赤 褐 （2 ．5 YR 5／6）
赤 色顔 料 塗 布 。 に 含 む ／（焼 成 ）良 好 （断 面 ）灰 白 （1 0Y lは／2 ）

8 土 師 器 杯 底 径 （9 ．4） 底 部 の 1／7周 程 度 の破 片。 内 外 面 と も ヨコ ナ デ 。 内 外 面 に （胎 土 ）0．5m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く含 （内 外 面 ）に ぷ い 赤 禍 ～ 明 赤 褐 （2 ．5 Y R5 ／4 ～ 5／6）
赤 色顔 料 塗 布 。 む ／（焼 成 ）良 好 （断 面 ）に ぷ い 橙 ～ 灰 白 （5 YR 6 ／4 ～ 10 YR 7／1）

第177園　SD472出土遺物（1／4）

SD473

SD473はSD472の西側に直交する溝状遺構である。幅2．2～2．8m、底は標高1．8～1．9mで、深さ10

～20cm程度の浅い溝状遺構である。土層断面（第176図cTC’断面）で見る限り、SD472とSD473の埋土に

切り合い関係はなく、同時に存在、機能した溝と考えられる。

SD474

SD472の東側に存在する溝状の遺構である。SD320のため、幅40cmほど、深さ10cm程度の部分が僅か

に残るのみである。埋土はSD471、SD472の上層部分や第ⅩⅣ層と共通する黄褐色砂質土である。極め

て部分的な検出であるため詳細は不明。SD471の西側の肩である可能性も残される。

C）小結

古代遺構面は第1次調査区（北校舎調査区）のⅣ層上面付近に対応している考えられる。第1次調査

区では、第2次調査区の第ⅩⅣ層に対応する洪水砂は顕著でなく、一部に鋤床状の酸化鉄の沈着が著

しい部分があるものの水田耕土とみられる灰黄色粘質土が直接乗っているようである。1次調査のⅣ

層上面は標高2m前後の高さであり、地形的には大きな変化はないようである。1次調査では、この

時期に相当する遺構として、溝13、溝15、溝16の溝状遺構が検出されている。これらは、規模など

SD471、SD472によく類似しており、出土遺物もほぼ同じものであるが、いずれも北東から南西の斜め

の方向に流れている。それに対し、第2次調査ではSD471、SD472などはいずれも南北方向の溝として

検出しており、一見条里に伴う溝や区画とみえる。これらの溝群が同一のものであるか否かは不明と

いわざるを得ないが、ほぼ同時期の溝群が近接した場所に存在する溝群であり、SD471などの溝群も北

側調査区では地形に沿う形で方向が変わっている可能性が高い。
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6　弥生・古墳時代遺構面

6　弥生・古墳時代遺構面

a）遺構面の概要

弥生・古墳時代遺構面は主に微高地基盤層である第ⅩⅧ層上面にあたる。微高地基盤上面は西側から

南側にかけては標高約1．6mの高さがあるが、北東部で谷状に低くなり、標高1．2m程度となっている。

谷状部分には低湿地堆積層と見られる暗灰黄色～灰オリーブ色粘質土（第ⅩⅥ層）が堆積しており、一部

の遺構はこの第ⅩⅥ層上面から掘り込まれているようである。

検出遺構は弥生時代後期前半のSD475、SD480の細い溝状遺構のほか、SP476などの不定形の大形土坑

が多数認められる。なお、出土遣物は概して少なく、遺構に伴う遣物はすべて弥生後期前半のものだが、

遺構検出時などには僅かながら古墳時代とみられる土器片も出土しており、第ⅩⅥ層上面から掘り込

まれている遺構なども古墳時代に下る可能性が高い。

b）遺構と出土遺物

SD475

SD475は調査区西側から中央部付近にかけて検出した溝状遺構である（第179図）。上層のSD472により

一部が失われているが、Ⅹ＝－147643．5、Y＝－37211．5付近からⅩ＝－147649．0、Y＝－37223．0付近にかけ、緩

やかに弧を描きながら存在する。幅40～60cmほどの細い溝であり、底は標高1．5～1．55mと深さも10

～15cm程度を測るにすぎない。出土遣物はほとんどなく、弥生土器と見られる微細な破片数点が出土

Y＝－37220

Y＝－37220

10m

Y＝－37210

Y＝－37210

Y＝－37200

Y＝－37200

」＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第178園　弥生・古墳時代遺構面（1／200）　　　（1／200）
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1黒褐色砂質シルト（25Y3／2）

第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

しているのみである。時期は限定できないが、この溝に沿っ

1．5m　てSP476、SP482、SP483などが掘られているように見え、何

らかの関連がある可能性がある。

1黒褐色砂質シルト（25Y3／2）

1オリーフ褐色細砂（25Y4／3）木炭粒、シルトフロックわずかに含む。

50cm

（1／20）

第179図SD475土層断面（1／20）

1オリーブ褐色細砂（25Y4／4）

1オリーフ褐色細砂（25Y4／4）

50cm

（1／20）

SD480

SD480は調査区のほぼ中央で北東から南西方向に検出した

溝状遺構である（第180図）。幅30～40cm、深さは5～6cmと

ごく細く、浅い。出土遣物も土器の小片が数点出土してい

るのみである。

SP476

SP476はSD475に沿うように検出された、北東から南西に

長い不定形の土坑である（第181図）。北東側は上層のSD472

に切られているが、長径約5m、短径約2mを測る。土坑の

南西部が直径約1．5mの円形に下部の拡がるフラスコ状に深

くなっており、一見複数の土坑が重なっているように見え

るが、埋土の違いや切り合い等は確認できなかった。底は

ほぼ平らとなっており、標高約0．7m、検出面からの深さ約

95cmを測る。埋土は1～5mm大の黄灰色シルトや黒褐色シル

ト粒からなる層や1～5mm大の黄灰色シルト粒を多量に含む

黒褐色シルトからなっており、埋め戻された埋土とみられ

る。なお、第181図a－a’断面は埋土掘削前に設定したことも

あり、土坑最深部に掛からず、土坑の壁面の一部が掛かっ

てしまっている。

第180図　SD480土層断面（1／20）　　出土遣物は弥生土器が数点出土している。1は弥生土器の

短頭壷である。口縁部から胴部上半の破片で、外面を斜め方向の細かいパケメとし、内面は横方向の

へラケズリが施される。2、3と4、5は餐形土器であり、接合しないがそれぞれ同一個体とみられる。

これらの土器はその特徴から弥生時代後期前半、後期Ⅱ（1）に相当すると見られる。

SP477

SP477は調査範囲の南西角付近に検出した土坑である。上層のSP334と一部調査区外となるが、短径1．5

m程の楕円形の土坑のようである。断面形は振方端部から緩やかに下った後ほぼ垂直に標高0．8m付近

まで掘られており、検出面からの深さは約85cmを測る。埋土は0．5～2cm大の灰黄色シルト粒を多く含

む黒褐色～灰色粘質土であり、埋め戻された状況とみられる。出土遣物はほとんどない。

SP478

SP478は調査範囲の西部、Ⅹ＝－147644．5、Y＝－37222．0付近に検出したほぼ円形の土坑である（第182図）。

直径約1．3m、断面形は掘方端部から緩やかに下った後ほぼ垂直に標高0．75m付近、検出面から約85cm

の深さに掘られている。底面はほぼ平らで、完形の襲形土器1点が入れられていた。埋土は、特に上

半部は薄い黄灰色シルト質土やオリーブ黒色シルト質土が重なっており、凹みに流入した自然堆積層

に見える。少なくとも深さ50cmほどの凹みとして放置されていた可能性が高い。

出土遺物はほぼ底面から出土した完形の襲形土器のみである（第182図1）。外面は縦方向のパケメの
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6　弥生・古墳時代遺構面

1黄褐色微砂（5Y5／3）

2暗灰黄色砂質シルト（5Y4／2）

3黒褐色シルト（5Y3／1）5mm程度の黄灰色シルト粒を多く含む。

4黒褐色微砂シルト（5Y3／1）

5黒褐色シルト（5Y3／1）1～5mm大の黄灰色土粒多量。

6黄灰色シルト（5Y6／2）1～5mm大の黄灰色シルト、黒褐色シルト粒からなる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

芦　　　　　　　　‾＝工

⊇≡

軒－・l

N o ． 種 類 器 種 ・ 部 位 法 量 （ c m ） 形 態 ・ 技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色 　 調

1 弥 生 土 器
士互 E 口 径 　 1 4 ． 1 底 部 欠 損 。 外 面 斜 め 方 向 の パ ケ メ （8 本 ／ c m ） 、 口 縁 部 ～ 頸 部 ヨ コ （ 胎 土 ） 1 ． 5 m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含 む （ 内 外 面 ） 灰 白 ～ 灰 黄 （ 5 Y 7 ／ 1 ～ 2 ． 5 Y 6 ／ 2 ）

口 縁 部 ～ 胴 部 最 大 径 2 7 ． 8 ナ デ 。 内 面 横 ～ 斜 め 方 向 の ヘ ラ ケ ズ リ 。 内 面 肩 部 付 近 指 頭 圧 痕 。 （ 焼 成 ） 良 好 （断 面 ） 灰 白 ～ 灰 （5 Y 7 ／ 1 ～ N 5 ／ 0 ）

2 弥 生 土 器
尭

最 大 径 1 8 ． 5 胴 部 の 1 ／ 2 周 程 度 の 破 片 。 風 化 激 し く 調 整 不 明 瞭 。 外 面 へ ラ ミ （ 胎 土 ） 1 ． 5 m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含 む （外 面 ） 浅 黄 橙 （ 7 ． 5 Y R 8 ／ 3 ） ／ （ 内 面 ） 灰 自 ～ 灰
胴 部 ガ キ か 。 内 面 下 半 部 縦 方 向 、 上 半 部 横 方 向 の ヘ ラ ケ ズ リ 。 （ 焼 成 ） 良 好 黄 褐 （2 ． 5 Y 7 ／ 1 ～ 1 0 Y R 5 ／ 2 ） ／ （ 断 面 ） 灰 （N 6 ／ 0 ）

3 弥 生 土 器 聾
底 径 　 　 5 ． 0

1 ／ 2 周 程 度 の 破 片 。 外 面 工 具 ナ デ （ ？ ） 、 内 面 へ ラ ケ ズ リ 。 2 と 同 （ 胎 土 ） 1 ． 5 m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含 む
（外 面 ） 橙 ～ 灰 黄 （ 5 Y R 7 ／ 8 ～ 2 ． 5 Y 7 ／ 2 ）
（ 内 面 ） 灰 黄 褐 ～ 黄 灰 （ 1 0 Y R 6 ／ 2 ～ 2 ． 5 Y 6 ／ 1 ）
（断 面 ） に ぷ い 黄 橙 ～ 灰 （ 1 0 Y R 6 ／ 3 ～ N 5 ／ 0 ）

底 部 一 個 体 か （ 焼 成 ） 良 好

4 弥 生 土 器
喪

口 径 （ 1 4 ． 8 ） 1 ／ 4 周 程 度 の 破 片 。 外 面 縦 方 向 の パ ケ メ （ 1 0 本 ／ c m ） 、 口 縁 部 ヨ コ （胎 土 ） 2 m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含 む （ 内 外 面 ） に ぷ い 黄 褐 （ 1 0 Y R 5 ／ 3 ）
口 縁 部 ～ 肩 部 ナ デ 。 内 面 へ ラ ケ ズ リ 。 （ 焼 成 ） 良 好 （断 面 ） 灰 白 ～ 灰 黄 （ 2 ． 5 1 7 8 ／ 1 ～ 6 ／ 1 ）

5 弥 生 土 器 喪
底 径 　 　 4 ． 4

外 面 縦 方 向 の パ ケ メ （ 1 0 本 ／ c m ） 。 内 面 縦 方 向 の ヘ ラ ケ ズ リ 、 内 （ 胎 土 ） 3 m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含 む
（外 面 ） 灰 褐 （ 7 ． 5 Y R 4 ／ 2 ）
（ 内 面 ） 灰 黄 褐 ～ に ぷ い 黄 橙 （ 1 0 Y R 4 ／ 2 ～ 6 ／ 3 ）
（断 面 ） に ぷ い 黄 橙 ～ 黒 （ 1 0 Y R 6 ／ 3 ～ 2 ／ 1 ）

底 部 面 底 面 は 指 頭 圧 痕 。 （ 焼 成 ） 良 好

第181図　SP476（1／40）と出土遺物（1／4）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

1灰黄褐色シルト（10YR4／2）

2黒褐色シルト（25Y3／2）灰オリーブ色シルトブロック含む

3オリーブ黒色シルト（5Y3／1）

4黄灰色シルト（25Y4／1）

5暗オリーブ褐色シルト（25Y3／3）

6黒褐色シルト（25Y3／3）

7灰オリーブ色シルト（5Y4／2）

8　オリーフ黒色粘土（75Y3／1）

9灰色粘土（10Y5／1）

：l l l l l　　　　　　　　；

（1／4）

N o ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （c m ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1 弥 生 土 器 ．1

口 径　 1 5 ．0
高 さ　 2 6 ．5
底 径　　 5 ．6

外 面 縦 方 向 の パ ケ メ （6 本 ／c m ）の 後 、 下 半 部 に 縦 方 向 の ヘ ラ ミ ガ

キ 。 内 面 下 半 縦 方 向 の ヘ ラ ケ ズ リ 、 同 上 半 部 は 横 方 向 の へ ラ ケ
ズ リ 。 □ 緑 部 周 辺 ヨ コ ナ デ 。 胴 部 下 半 に 焼 成 後 穿 孔 あ り 。

（胎 土 ）1 ．5 m m 以 下 の 砂 粒 を 多 く 含 む
（焼 成 ）良 好

（内 外 面 ）に ぷ い 黄 褐 ～ 浅 黄 （1 0 Y R 7 ／3 ～ 2 ．5

Y 7 ／3 ）

第182図　SP478（1／40）と出土遺物（1／4）

後、下半部に縦方向のへラミガキを施す。内面は縦方向か

ら上半部では横方向にへラケズリを施している。外面には

煤が付着しており、胴部下半には焼成後の穿孔がある。弥

生時代後期前半、後期Ⅱに相当するものと見られる。

なお、SP478はほかの大形土坑と埋土の状況など非常によ

く似ているが、規模が大きく異なり土器埋納用の土坑であ

る可能性がある。

SP479

SP479は調査範囲の北西角、Ⅹ＝－147642．5、Y＝－37222．0付

近に検出した大形の土坑である。調査区外に及ぶため全貌

は不明だが、東西3m強、南北2m以上、底面は標高0．7m付

近であり、検出面からの深さ約80cmを測る。埋土はおおむ

ねシルト質土や砂質土をブロック状に含む灰色から黒褐色

シルト質土で、埋め戻された状況と見られる。出土遣物は

ごく少ないが、弥生後期前半に位置付けられる壷形土器底

部の破片が出土している。

SP481

SP481は調査範囲の中央南より、Ⅹ＝－147652．0、Y＝－37215．0

付近に検出した土坑である（第183図）。上層のSD472に切ら

れているが、長径約2mを測り、底面は標高0．7m程度、検

出面からほぼ垂直またはやや外側に拡がりながら約85cm掘

－191－

‘e・・・

X＝－147652．0

l1　－　l l；　　　　　　　；

（1／40）

1黒褐色微砂シルト（25Y3／2）数mm大の黄橙色土粒まばら
2暗灰黄色シルト（25Y4／2）数mm大の灰黄色シルト粒多量に含む

3黒褐色粘質シルト（25Y3／1）

4黒褐色シルト（25Y3／1）数mm大の灰黄色シルト粒含む

5黒褐色シルト（25Y3／1）数mm大の灰黄色シルト粒多量に含む

6暗灰黄色シルト（25Y4／2）1～10cm大の灰オリーブ色シルトブロック多量

7黒褐色シルト（25Y3／1）1～3em大の灰オリーブ色シルトブロックまばら

8灰色粘土シルト（10Y4／1）灰色シルト、暗灰黄色シルト、黒褐色シルト、灰

オリーブ色シルトを1～5cm大のブロック状に多く含む。

第183図　SP481（1／40）



6　弥生・古墳時代遺構面

X＝一147646　0

0　　　　　　　10cm
；】l l l　亡＿＿　　　　　　［

（1／4）

1黒褐色シルト（25Y3／2）数mm大の黄褐色土粒わずかに含む。
2黄褐色シルト（25Y5／3）

3暗灰黄色シルト（25Y5／2）数mm～1cm大の黄褐色シルト粒多く含む。

4黒褐色シルト（25Y3／1）炭化物の薄層含む。

5暗灰黄色粘土シルト（25Y5／2）

6黒褐色微砂シルト（25Y3／1）数mm～1cm大の灰黄色シルト粒を含む。

7黒褐色粘土シルト（25Y3／1）数mm大の灰黄色シルト粒まばら、1～5cm大の灰黄

色シルトフロックわずかに含む。

8黒褐色シルト（25Y3／1）数mm大の灰黄色シルト粒、1～5cm大の灰黄色シルト、
暗灰黄色砂質シルトフロック多く含む。

9暗灰黄色微砂シルト（25Y4／2）数mm～3cm大の黄灰色シルト、黒褐色シルト、オ
リーブ灰色シルトブロック多量に含む

10黄灰色粘土シルト（25Y4／1）1～5cm大の暗灰黄色シルトフロックを含む。

1・Om　11黄灰色粘土シルト（25Y4／1）10よりやや明るい色調で粘質強い。
12灰色シルト（5Y4／1）

13灰色微砂シルト（10Y5／1）

14黒褐色シルト（25Y3／1）数mm大の灰黄色砂粒、1～3cm大の灰色粘質砂、黄灰色

シルトブロック多い。

15灰色粘土シルト（75Y4／1）

N o． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1 弥 生 土 器 棄 口径 （12 ．6 ） 1／4周 程 度 の破 片 。 外 面 縦 方 向 の パ ケ メ （8 本 程 度 ／cm ）。 内 面斜 （胎 土 ）2m m以 下 の砂 粒 を 多 く 含 む （外 面 ）にぷ い褐 （7．51rR 5／4）／（内 面 ）灰 黄 褐
口緑 部 ～ 胴 部 最 大 径 （16 ．4 ） め 方 向 の へ ラ ケ ズ リ。 口緑 部 周 辺 ヨ コ ナデ 。 （焼 成 ）良 好 （10 1’lて6／2）／（断 面 ）に ぷ い 黄 橙 （1 0Y R7 ／3 ）

第184図　SP482（1／40）と出土遺物（1／4）

り込まれている。埋土は下層が灰色シルト、暗灰黄色シルト、黒褐色シルト、灰オリーブ色シルトを

ブロック状に含む黒褐色から灰色のシルト質土であり（第183図6～8層）、埋め戻された状況を示す。

上層は薄い層が重なる、あるいは炭化物をラミナ状に含む部分があるなど凹みに流入した堆積土とみ

られる。なお、遣物は出土していない。

SP482

SP482は調査範囲のほぼ中央、Ⅹ＝－147645．5、Y＝－37214．0付近に検出した、ほぼ楕円形の土坑である（第

184図）。長径約2．5m、短径約1．9mを測り、底面は標高0．7m付近で検出面からほぼ垂直、または大

0　　　　　　　10cm
；l l l l；　　　　　　　；

（1／4）

N o． 種 類 器種 ・部 位 法 量 （c m） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1 弥 生 土 器 斐

口緑 部 ～胴 部

口 径　 日 ．3
最 大 径 1 5．9

1／2周 程 度 の 破 片 。 外 面 縦 方 向

の パ ケ メ （1 0本 程 度 ／c m）。 内 面
斜 め 方 向 ・の ヘ ラ ケ ズ リ。 口緑
部 周 辺 ヨコ ナ デ 。

（胎 土 ）3．5 m m以 下

の 砂 粒 を 多 く含 む
（焼 成 ）良 好

（外 面 ）にぷ い 黄 橙 （10 1rR 7／・ノ1）
（内 面 ・断 面 ）に ぷ い 黄 橙 （10

1rR 6／の

第185図SP483出土遺物（1／4）

きく下に拡がりながら約90cm掘り込まれている。

埋土は下部が黄灰色シルト、黒褐色シルト、暗

灰黄色シルトなどをブロック状に含む黒褐色か

ら灰色のシルト質土、粘土シルトであり（第184

図7～15層）、埋め戻された状況と見られる。上

部は比較的薄い層が堆積しており、炭化物の薄

層を含むなど流入土とみられる。

出土遣物は少なく、餐形土器（第184図1）と壷

形土器の胴部破片が出土している。1は口縁部～

胴部上半の破片で弥生時代後期前半、後期Ⅱに

位置付けられる。
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

X＝－147645

Y＝－37198

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

Y＝－37212

SP483

SP483は調査範囲のほぼ中央

部、X＝－147645．0、Y＝－37210．0付

近に所在する不定形の大形土坑

である（第186図）。大部分が上層

のSD320、SD471に掘られており

土坑の下部しか残っていないも

のの、長径約5m、短径約2mを

測る。底は標高0．8m付近で、や

はり急傾斜またはやや下に拡が

りながら掘られているようであ

る。

出土遺物は襲形土器が1点の

み出土している（第185図）。口縁

部から胴部上半の1／2周程度の破

片で、弥生時代後期前半（後期Ⅱ）

（1／40）

1暗灰黄色シルト（25Y4／2）数mm大の黄褐色土粒まばらに含む

2＿灰色シルト（5Y4／1）

3灰オリーフ色シルト（5Y4／2）数mm大の灰黄色土粒多く含む。

4オリーブ黒色粘土シルト（5Y3／1）数mm大の灰黄色土粒わずか。

5黒褐色シルト（25Y3／1）数mm大の灰黄色土粒、1～3cm大の灰オリーフ色土ブロック多い。

1．0m

l灰色粘土シルト（5Y4／1）1～15cm大の灰オリーフ色シルトブロック含む。

2オリーフ黒色シルト（5Y3／1）1～3cm大のオリーフ灰色シルト、灰オリーフ色粘質砂フロック多い。

3オリーフ黒色粘土シルト（5Y3／1）1～3cm大のオリーブ灰～灰オリーブ色シルトブロック含む。

4灰～オリーブ黒色粘土シルト（75Y4／1～3／1）数mm大のオリーブ灰色シルト粒をまばらに含む。

第186図　SP483（1／40）

Y＝－37208

50cm l黒褐色細砂（25Y3／2）木炭粒わずかに含む
2オリーブ褐色細砂（25Y4／3）

3灰オリーブ色微砂（5Y4／2）

4灰色微砂シルト（5Y4／1）

N o ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1 弥 生 土器 直 口壷
口径　 12 ．0 外面 縦方 向 のヘ ラ ミガキ 。内 面下 半部 縦方 向 のへ （胎 土）2m m以 下の 砂粒 を

多 く含む ／（焼 成）良好

（外 面）灰 白～灰 黄 （5lr7 ／1
最 大径 15 ．9 ラ ケズ リ、 同上 半部横 方 向の ヘ ラケ ズ リ。 頸部 内 ～ 2．5Y 7／2 ）／（内面 ）浅黄
高 さ　 20 ．5 面 に指 頭圧 痕 、口縁 部 周辺 ヨ コナデ 。胴 部に 穿孔 。 （2 ．5Y 7／3）

第187図　SP484（1／20）と出土遺物（1／4）
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6　弥生・古墳時代遺構面

に位置付けられる。

SP484

Ⅹ＝－147651．2、Y＝－37208．4付近に所在する小形の土坑である（第187図）。上層のSD320の範囲にあたり、

土坑上部は失われているようである。直径40～50cmを測り、底は標高0．9m付近である。内部に完形

の壷形土器1点を入れていた。

この壷は口縁部がほぼ直立する直口壷で、胴部に焼成後の穿孔がある。胴部の中程から下部にかけ

煤が付着しており、火にかけられて使用されたものと見られる。

SP484はほかの大形土坑と異なり、入れられた直口壷1点分程度の大きさしかないことから、土器埋

納用の土坑とみられる。しかしながら、SD320などにより上部が失われているため、近接して存在する

SP485、SP486などとともに大形土坑の底部の一部である可能性も捨てきれない。しかしながら、ほか

の大形土坑の底部はほぼ平らであり、一方SP484、、SP485はそれ自体40～60cmほどの深さがあり、その

可能性は低いものと考えられる。

SP492

SP492は調査範囲北東部の谷状の低地部、Ⅹ＝－147642．5、Y＝－37204．0付近に所在する不定形の土坑で

ある（第188図）。南北約1．4m、東西約1．2mを測る。底面はほぼ平らで標高約0．85m、検出面（標高約
Y＝－37205　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y＝－37204

。「

一一

二

Y＝－37

0

205　　　　　 （1／20

X＝－147643

0　　　　　　　10cm
L」＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿L⊥ト＿＿＿＿＿＿　＿　　　；

（1／4）

1暗灰黄色シルト（25Y4／2）

2黒褐色シルト（25Y3／2）灰オリーフ色シルトをブロック状に含む

3オリーブ黒色シルト（5Y3／4）黄褐色粗砂、灰オリーブ色シルトフロック含む

4オリーブ黒色シルト（5Y3／2）木炭粒、灰オリーブ色シルトフロックを含む

5暗オリーフ褐色シルト（25Y3／3）

6灰色粘土シルト（7／5Y4／1）

1．0m

No． 種 類 器種 ・部位 法 量 （cm） 形態 ・技 法等の特徴 胎土等の特徴 色　 調

1 弥生土器
士互E 口径　 15．9

口縁端部 に3条、頸部 下半に6条わへ ラ描 き沈線。胴 部上端に櫛
状 工具による列点文。頸部外面縦方向のパ ケメ（13本程度／cm） （胎土）1．5mm以下の砂粒 を多 く含 む

（外面）灰 自（2．51′7／1）
（内面）灰 白（2．5Y 7／1）
（断面）灰 白～灰 （2．5Y 7／1～5Y 5／1）

口縁部～頸部 の後へラ ミガキ。胴部内面横方向のヘ ラケズリ、頸 部内面に指
頭圧痕。 口縁部周辺 ヨコナデ。

（焼成）良好

第188図　SP492（1／20）と出土遺物（1／4）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

Y＝－37213

Y＝－37213

X＝－147644

－　　　　－　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

、　　　　「

「　　芯ふlT÷1（（
J　　　　　　　　　　　＼

l

0　　　　　　　　10cm
i l l l l l　　　　　　　　；

（1／4）

1黒褐色シルト（25Y3／2）シルトブロック、木炭粒をわずかに含む。

2オリーフ褐色シルト（25Y4／3）シルトフロック含む。

3暗灰黄色粘土シルト（25Y4／2）

4黒褐色シルト（10Y3／1）シルトフロック含む

5灰色シルト（75Y4／1）シルト質土、粘質砂フロック含む。

6オリーブ黒色粘土（75Y3／1）

7暗オリーブ灰色粘土（25GY4／1）シルト質土、粘質砂フロック含む。

No ． 種 類 器 種 ・部 位 法 量 （cm ） 形 態 ・技 法 等 の 特 徴 胎 土 等 の 特 徴 色　 調

1 弥 生 土 器 襲 口径 （12 ．9 ） 2 ／5 周 程 度 の 破 片 。 外 面 縦 方 向 の パ ケ メ （4本 程 度 ／cm ）。 内 面 横 （胎 土 ）2．5m m以 下 の砂 粒 を 多 く 含 む （内 外 面 ）に ぷ い 黄 橙 （101rR 7′／2～ 7 ／3 ）
口縁 部 ～ 胴 部 方 向 の へ ラ ケ ズ リ。 口縁 部 周 辺 ヨ コ ナ デ 。 （焼 成 ）良 好 （断 面 ）に ぶ．い 黄 橙 ～ 灰 （101′R 7／2～ 5 Y6 ／1）

第189図　SP495（1／40）と出土遺物（1／4）

1．2m）から垂直に近い傾斜で35cm程度掘り込まれている。埋土はおおむね黒褐色～オリーブ黒色のシル

ト質土で砂質土やシルト質土のブロックを含んでいる。

出土遺物は少なく、底面付近から大形の壷形土器片のほか餐形土器の小片が数点出土している（第

188図1）。壷形土器は広口の長頭壷で口縁部～肩部付近の破片である。口縁部と頭部下部にへラ描き沈

線、胴部上端に櫛状工具による列点文を施す。弥生時代後期前半（後期Ⅱ）に位置付けられるものである。

SP495

SP495は調査範囲東部の谷状の低地部、X＝－147645．0、Y＝－37202．5付近に所在する不定形の土坑であ

る（第189図）。南北約2．3m、東西約2．0mを測り、底は標高0．65～0．8m付近、検出面（標高1．25m付近）

から40～60cmほど掘り込まれている。埋土はオリーブ灰色～黒褐色のシルト質土、粘質土で砂質土、

シルト質土ブロックを含んでいる。

出土遣物は襲形土器などの小片が出土している。第189図1はそのうち口縁部の2／5周程度に復元でき

るものである。やはり弥生後期前半（後期Ⅱ）に位置付けられる。

なお、記述したもの以外のうちSP491、SP494、SP497などは底面のレベルが標高0．7～0．8m、垂直

に近い傾斜で掘られていること、埋土の下部は埋め戻された土層の特徴、上部は流入した土層の特徴

を持つこと、遣物などはほとんど含んでいないことなど記述してきた大形土坑と共通する。また、性

格不明ながら、SP490、SP493、SP498など径0．5～1m程度の小形の土坑も存在する。
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6　弥生・古墳時代遺構面

C）小結一大形土坑の性格－

第2次調査区で検出された大形土坑は、先述のとおり形態や埋土の特徴、底面のレベルなどで共通

しており、同じ性格の土坑群ととらえられる。これらは下が拡がる形態や集落周辺の低位部に近い地

点に存在することなど貯蔵穴に類似するが、内部には何も残されておらず、その可能性は低い。底面

のレベルである標高0．7m付近が微高地基盤層が粘土質の部分（ⅩⅧ－③～⑥層）から砂質の強い部分（Ⅹ

Ⅷ－⑦層）に変わる境界付近にあたっていることから、これらの土坑は粘土採掘坑と考えられる。

本調査地点の北約400mに所在する南方遺跡（広島高裁岡山支部・岡山地家簡裁庁舎地点）では粘土採

掘坑とされる袋状土坑が233基検出されている（2）。これらの土坑は弥生時代後期後半（後期Ⅳ）を中心と

する時期のもので、今回の調査で検出した土坑群（後期Ⅱ）より若干新しい時期のものである。これら

は「不整円形、楕円状」の平面形、垂直に近い傾斜や下方が広くなる断面形態、平坦な底部、底面が特

定のレベル（標高50～90cm）に集中すること、規模、土坑底面の土層が砂層となっていること、下層が

人為的な埋め戻し土、上層が流入土という埋土の状況など本調査で検出した大形土坑に酷似している。

また、径0．5～1m程度の小形の土坑についても同様に扱っている。なお、南方遺跡の調査者は同様の

土坑が粘土採掘坑として報告されている例を挙げながらも、最終的には木製品の出土状況などをあげ「

木器に関わる何らかの遺構」と推定している（3）。木製品は土坑の底面か最下層中、最下層上面から出土

しており、「埋め戻し前か埋め戻し途中に廃棄もしくは何らかの意図を持って置かれたもの」と考えら

れている（4）。こうした木製品の出土状況が粘土採掘坑であることを疑問視する材料となるかは理解し

がたいが、逆に、これらの木製品は掘り棒、鋤、鍬など掘削用具に集中しており、破損品などを廃棄

したものと考えられ、粘土採掘坑のしかも「埋め戻し土」中から出土するものとして極めてふさわしい

ものといえる。また、下層が人為的な埋め戻し土、上層が流入土という埋土の状況も、掘削時に発生

した残土を埋め戻し、残った凹みはそのまま放置されたことを示していると考えられる。このことは

土坑が穴の形態として機能するものではなく、また掘削後は無用のものであったことを示していると

みられ、やはり粘土の採掘一振るという行為が目的の土坑である可能性が高い。

注

（1）弥生土器の編年、時期区分の表記については岡山県教育委員会で使用されているものに準拠した。

江見正己1980「時期区分について」（江見正己ほか1980「百聞川原尾島遺跡1」旭川放水路（百聞川）改修工事に伴う発掘調査

I『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』39　建設省岡山河川工事事務所・岡山県教育委員会

正岡睦夫1995「時期区分について」（中野雅美ほか1995「津寺遺跡2」山陽自動車道建設に伴う発掘調査10『岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告』98　日本道路公団広島建設局岡山工事事務所・岡山県教育委員会）

（2）岡田博・下澤公明・小松原基弘・水田貴士2006「南方遺跡一広島高裁岡山支部・岡山地家簡裁庁舎建て替えに伴う調査－」『岡

山県埋蔵文化財発掘調査調査報告200』岡山県教育委員会

（3）下津公明2006「袋状土壌について」（注（2）文献）

（4）小松原基弘2006「袋状土墳出土の木器について」（注（2）文献）
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

表2　岡山城三之外曲輪跡（第2次調査）検出遺構一覧

遺 構 番 号 検 出 遺 構 面
位　　　 置

遺 構 の 性 格 等 時　 期 遺 構 の 先 後 関 係 備　　　 考
× Y

基 礎 1 近 現 代
－14 76 27 ．8 －3 72 18 ．4

コ ン ク リー ト基 礎 明 治 30 頃 ～ 基 礎 1 → 基 礎 2 師 範 学 校 校 舎 基 礎
－1！176 30 ．0 －3 7 199 ．6

基 礎 2 近 現 代
－14 76 27 ．6 －3 72 1 5．8

コ ン ク リー ト基 礎 明 治 44 ～ 基 礎 1 －→基 礎 2 女 子 師 範 学 校 食 堂 基礎
－14 76 32 ．0 －3 7 199 ．6

基 礎 3 近 現 代
－14 76 27 ．6 －3 72 15 ．8

コ ン ク リー ト基 礎 明 治 44 ～ 女 子 師 範 学 校 玄関 基 礎
－14 76 40 ．5 －372 09 ．8

基 礎 4 近 現 代 －14 76 35 ．0 －37 218 ．9 コ ン ク リー ト基 礎 明 治 44 ～ 女 子 師 範 関 連 遺 構 ？

基 礎 5 近 現 代 －14 76 35 ．4 －37 21 8．9 コ ン ク リー ト ・煉 瓦 基 礎 戦 後 ？ 不 明 。 戦 後 仮 校 舎 基礎 か

基 礎 6 近 現 代
－37 22 ノ1．3

杭 列 明 ア台 ／1ノ1 ～ 女 子 師 範 学 校 校 舎 基 礎
－14 76 5 1．8 －37 21 9．0

基 礎 7 近 現 代 －1′176 29 ．6 －37 22 3．0 コ ン ク リー ト基 礎 明 ナ台 ／14 ～ 女 子 師 範 学 校 寄 宿 舎 （梅 舎 ）基 礎

池 状 遺 構 近 現 代 －14 76 37 ．0 －37 20 2．0 泉 池 明 治 44 ～ ？ 女 子 師 範 泉 池

樹 状 遺 構 1 近 現 代 －1／176 33 ．0 －37 2 15．0 集 水 右升 女 子 師 範 関連 遺 構 ？。 コ ン ク リ ー ト製

樹 状 遺 構 2 近 現 代 －37 2 17．6 集 水 排 ？ 女 子 師 範 関連 遺 構 ？。 円礫 を 充填 し た 方形 土坑

樹 状 遺 構 3 近 現 代 －14 76 35 ．0 －37 22 3．0 集 水 柵 明 治 44 ～ ？ 右升3 → 柵 4 → 基 礎 5 女 子 師 範 関連 遺 構 ？。 石 組 み の柵 。 備 前 焼 風 の陶 製 土 管接 続

樹 状 遺 構 4 近 現 代 －14 76 35 ．0 －37 22 4．0 集 水 柵 柵 3 → 柵 4 → 基 礎 5 女 子 師 範 関連 遺 構 ？。 素 掘 り （石 組 み か ？）の 手升。 陶 製 土 管 接 続 。

戦 災 ゴ ミ穴 1 近 現 代 －37 22 1．5 廃 棄 土 坑 昭 和 23 年 頃 ？ 電 球 、融 解 し た板 ガ ラ ス 、 ガ ラ ス 瓶 等 多 量

戦 災 ゴ ミ穴 2 近 現 代 －37 22 1．5 廃 棄 土 坑 戦 後 炭 、灰 、煉 瓦

0 0 1 近 現 代 －1 47 629 ．5 －37 20 2．0 不 明 土 坑 近 代 （明 治 期 ）

0 0 2 a 近 世 1 －37 20 1．0 漉 状 遺 構 近 代 （明 治 期 ） 近 代 遺 構 面 か ら振 り込 み ？

0 0 2 b 近 世 1 －1 47 63 5．0 －37 2 10．0 溝 状 遺 構 近 代 （明 7台期 ） 近代 遺 構 面 か ら掘 り込 み ？

0 0 2 C 近 世 1 －1 ′17 63 5．0 －37 20 ′1．0 溝 状 遺 構 に 伴 う （？）土 坑 近 代 （明 治 期 ） 近代 遺構 面 か ら 掘 り込 み ？

0 0　3 近 世 1 －37 20 0．0 方 形 土 坑 近 代 ？

0 0 4 近 世 1 －1 47 62 9．0 －37 20 0．4 柱 穴

0 0 5 近 世 1 －1 47 62 8．4 －37 20 1．0 不 明

0 0 6 近 世 1 －37 20 1．6 漆 喰 貼 りの 柳 状 遺 構 近 代 ？

0 0　7 近 世 1 －37 20 0．4 礎 石 基 礎 C

0 0 8 近 世 1 －1 47 62 8．6 －37 20 3 ．0 廃 棄 土 坑 18 C 後 半 以 降

0 0 9 近 世 1 －37 20 2 ．8 柱 穴 ・礎 石 基 礎 ？C

0 1 0 近 世 1 －37 20 3 ．2 礎 石 基 礎 A 2 建 物 1 ？

0 1 1 近 世 1 －3 720 2 ．8 礎 石 基 礎 C

0 1 2 近 世 1 －147 63 5．6 －37 20 2 ．0 礎 石 跡 ？B2 ？

0 1 3 近 世 1 －147 63 2．6 －37 20 1 ．2 礎 石 基 礎 A 2 17 C 後 半 建 物 1？

0 1 4 近 世 1 －147 63 3．4 －37 20 0 ．4 礎 石 跡 B 2

0 1 5 近 世 1 －1′17 63 3．6 －37 19 9 ．4 柱 穴 ？

0 1 6 近 世 1 －147 63 3．4 －37 20 0 ．8 柱 穴 ？

0 1 7 近 世 1 －147 63 3．2 －37 19 9 ．4 柱 穴 ？

0 1 8 抹 消

0 1 9 抹 消

0 2 0 近 世二1 －147 63 5．2 －37 2 12 ．4 礎 石 基 礎 A l 1 7C 後 半 建 物 1

0 2 1 近 世 1 －1 ／17 63 3．0 －37 2 12 ．6 廃 棄 土 坑 （瓦 だ ま り ） 18 C 後 半

0 2　2 近 世 1 －1 47 63 2．6 －37 2 1ノ1．0 植 樹 痕 ？

0 2 3 近 世 1 －147 63 3．0 －37 2 14．2 礎 石 跡 B l

0　2 4 近 世 1 －37 2 15．4 礎 石 基 礎 ？C

0　2 5 近 世 1 －37 2 15．2 礎 石 跡 B l

0 2 6 近 世二1 －147 63 5．6 －37 2 15．0 礎 石 跡 B l

0　2　7 近 世 1 －37 2 15．0 礎 石 跡 B l

0　2 8 近 世 1 －1 47 63 6．4 －37 2 14．8 礎 石 跡 A 30 rB l

0 2 9 近 世 1 －1 47 63 6．2 －37 2 13．8 不 明 土 坑 C ？

0　3 0 近 世 1 －1 47 63 6．0 －37 2 13．0 礎 石 跡 B l

0 3 1 近 世 1 －1 47 63 6．6 －37 2 12 ．4 礎 石 基 礎 A l 17 C 後 半 S PO 3 1 → S PO 85 －→ （SX O8 9） 建物 1

0 3 2 近 世 1 －147 63 6．8 －37 2 10 ．′1 礎 石 基 礎 A 2 17 C 後 半 S PO 32 －→ SP O8 5 ・SP O8 6 → （SX O8 9 ） 建 物 1

0 3　3 近 世 1 －147 63 7．8 －37 2 10 ．6 礎 石 基 礎 A 4

0 3 4 近 世 1 －147 63 7．8 －37 20 9 ．2 礎 石 B ？

0　3　5 近 世 1 －1／17 63 8．0 －3 72 11 ．2 礎 石 基 礎 ？

0 3 6 近 世 1 －1／17 63 7．8 －3 72 11 ．8 礎 石 基 礎 ？B l

0 3 7 近 世 1 －147 63 8．2 －3 72 12 ．4 礎 石 基 礎 A l 建 物 1

0 3　8 近 世 1 －147 63 9．4 －3 72 14 ．2 柱 穴 ・杭 跡

0 3　9 近 世 1 －1′17 63 8．2 －3 72 14 ．0 造 成 土 ？ 円 礫 集 中 。 SX lO l な ど と 関連 ？。

0 4 0 近 世 1 －147 63 8．2 －3 72 14 ．6 礎 石 基 礎 A 3 0rB l

0 4 1 近 世 1 －147 63 7．8 －3 72 14 ．2 礎 石 跡 B 2

0 4 2 近 世 1 －147 63 8．6 －3 72 15 ．0 礎 石 跡

0 4 3 近 世：1 －147 63 7．6 －3 72 15 ．2 礎 石 基 礎 A 3？

0 4 4 近 世 1 －147 63 6．8 －3 72 16 ．2 礎 石 跡 B l

0 4 5 近 世 1 －14 763 5．4 －3 72 16 ．0 礎 石 跡 B l

0 4 6 近 世 1 －14 763 6．4 －3 72 16 ．8 礎 石 跡 B l

0 4 7 近 世 1 －3 72 16 ．8 礎 石 跡 B 2

0 4 8 抹 消

0 4 9 近 世 1 －147 63 8．0 －3 72 08 ．2 礎 石 （緑 束 石 ？） 17C 後 半 建 物 1 ？

0 5 0 近 世 1 －14 76 37 ．2 －3 72 06 ．8 礎 石 基礎 A2 17C 後 半 建 物 1

0 5 1 近 世 1 －3 72 06 ．2 柱 穴 ・杭 跡

0 5　2 近 世 1 －14 76 37 ．2 －3 72 05 ．4 柱 穴 ・杭 跡

0　5　3 近 世 1 －1／176 37 ．0 －3 72 04 ．2 柱 穴 ・杭 跡

0　5 4 SP l 16 に 統 合

0　5　5 近 世 1 －14 76 34 ．0 －3 72 07 ．4 不 明 土坑 C？ 19C 前 半 ？

0 5　6 近 世 1 －14 76 32 ．6 －3 72 07 ．4 柱 穴 ・杭 跡 ？

0 5 7 近 世 1 －14 76 32 ．0 －3 72 09 ．0 礎 石 基礎 A2 17C 後 半 建 物 1

0 5 8 近 世 1 －14 76 32 ．4 －3 72 06 ．2 礎 石 基礎 ∧2 ？ 17C 後 半 建 物 1 ？

0 5　9 近 世 1 －14 76 32 ．4 －3 72 05 ．2 礎 石 基礎 A 2 0C

0 6 0 近 世 1 －14 76 31 ．2 －3 72 09 ．2 礎 石 基礎 A3 ？ 建 物 1 ？

0 6 1 近 世 1 －14 76 31 ．0 －3 72 08 ．8 礎 石跡 B2 SP O6 0 の 礎 石 抜 け 跡 ？

0 6 2 近 世 1 －14 76 30 ．2 －3 72 09 ．0 礎 石 基 礎 A2 17C 後 半 SP O6 2 （？）－→S PO 63 建 物 1 ？

0 6　3 近 世 1 －14 76 30 ．4 －3 72 08 ．4 柱 穴 ？ SP O6 2 （？）・S PO 65 －→ S PO 63

0 6 4 近 世 1 －14 76 30 ．0 －3 72 05 ．0 井 戸 19C ？

0 6　5 近 世 1 －14 76 30 ．4 －3 72 08 ．2 礎 石跡 ？B 2

0 6　6 近 世 1 －14 76 30 ．6 －3 72 07 ．8 柱 穴 ・杭 跡

0 6　7 抹 消

0 6　8 近 世 1 －14 76 33 ．2 －3 72 09 ．2 礎 石 基 礎 B3
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検出遺構一覧

遺構 番号 検出遺構面
位　　　 置

遺構の性格等 時　 期 遺構の先後関係 備　　　 考
X Y

0 6　9 近世 1 －147 63 0．2 －3 72 11 ．4 不明土坑

0　7 0 近世 1 －147 62 9．0 －3 72 11 ．8 礎石基礎 ？C

0　7 1 近世 1 －147 62 9．0 －3 72 12 ．8 礎石基礎 A 3

0　7 2 近世 1 －1 47 62 7．8 －3 72 13 ．0 不明

0　7 3 近世 1 －147 62 8．4 －3 72 12 ．8 柱穴 ？

0　7 4 近世 1 －147 62 9．6 －3 72 14 ．4 不明土坑 ？ SK 20 4 の一部 ？

0　7　5 近世 1 －147 62 8．4 －3 72 14 ．6 礎石跡 ？B2

0　7 6 近世 1 －147 62 8．6 －3 72 16 ．6 礎石跡

0　7　7 近世 1 －147 63 2．2 －3 72 17 ．0 礎石跡 B 2

0　7 8 近世 1 －147 63 2．4 －3 72 16 ．8 杭跡 ？

0　7　9 近世 1 －147 63 3．0 －3 72 16 ．4 礎石跡 ？B2

0 8　0 近世 1 －3 72 11 ．6 柱穴 ？

0 8 1 近世 1 －147 63 3．4 －3 72 12 ．2 礎石基礎 A l 1 7C 後半 建物 1

0 8　2 近世 1 －147 63 4．6 －3 72 16 ．6 柱穴 ・杭跡

0 8　3 近世 1 －147 63 5．8 －3 72 11 ．2 礎石基礎 ？C？

0 8 4 近世 1 －147 63 6．0 －3 72 11．6 礎石跡 B l

0　8　5 近世 1 －147 63 6．6 －3 72 11．2 礎石基礎 ？C

0 8　6 近世 1 －147 63 6．8 －3 720 9．8 礎石基礎 ？C

0 8　7 近世 1 －147 63 6．8 －3 720 9．2 礎石基礎 A 3

0 8 8 近世 1 －147 63 6．8 －3 720 8．′1 礎石基礎 A 2 1 7C 後半 建物 1

0 8　9 近世 1 －147 63 6．6 －3 72 10．0 P it 埋土の切 り合いか

0　9 0 近世 1 －147 63 7．6 －37 2 12．4 礎石 ・礎石基礎 A 3

0 9 1 近世 1 －37 2 11．2 不明小 P it

0　9　2 近 世 1 －147 63 8．2 －37 2 13．0 不明

0　9　3 近世 1 －1′17 63 9．0 －37 2 13．6 不明

0 9 4 近世 1 －147 63 8．4 －37 20 9．4 礎石 ・礎石基礎 A 2？ 1 7C 後半 建物 1

0　9　5 近世 1 －1 47 63 0．4 －3 720 2 ．6 礎石基礎 ？C 19 C 前半

0 9 6 近世 1 －147 63 1．6 －3 720 1 ．6 情状遺構 縁 石等の据え方か

0　9　7 抹 消

0　9 8 近世 1 －147 63 3．2 －3 72 07 ．6 樹木痕跡 ？

0　9　9 近世 1 －147 63 3．0 －3 72 08 ．0 樹木痕跡 ？

1 0 0 近世 1 －147 63 3．6 －3 72 07 ．6 礎石

1 0 1 近世 1 －147 63 6．0 －3 72 15 ．6 造成土 ？ 円礫集中

1 0　2 近世 1 －3 72 0′l．6 柱 穴

1 0　3 近世 1 －147 63 3 ．4 －3 72 04 ．0 SP 14 8 の一部

1 0 4 近世 1 －147 63 3 ．8 －3 72 03 ．4 礎 石基礎 ？C

1 0 5 近世 1 －147 63 4 ．0 －3 72 03 ．8 柱穴 ・杭跡

1 0 6 近世 1 SP l 16 に統 合

1 0　7 近世 1 －14 763 6 ．4 －3 72 02 ．0 石材据 え方 ？

1 0 8 近世 1 －147 63 7 ．4 －3 72 05 ．6 礎石 （緑束石 ？） 1 7C 後半 建物 1？

1 0 9 近世 1 －14 763 7 ．2 －3 72 02 ．2 礎石 （縁束石 ？） 1 7C 後半 建物 1？

1 ・1 0 －3 71 99 ．2 抹消 ．

1 1 1 近世 1 －14 763 6 ．0 －3 7 198 ．6 不明石材

1 1 2 近世二1 －147 63 4 ．2 －3 72 03 ．2 礎石 ？

1 1 3 近世 1 －147 63 6 ．2 －3 72 10 ．0 柱穴 ？

1 1 4 近世 1 －147 63 5．6 －3 72 12 ．4 礎石跡 ？

1 1 5 近世 1 －147 63 6．4 －3 72 05 ．4 礎石 （緑束石 ？） 17 C 後半 建 物 1？

1 1 6 近世 1 －147 63 6．4 －3 72 06 ．／1 植樹痕 ？

1 1 7 近世 1 －147 63 6．2 －3 72 05 ．4 礎石 17 C 後半 建物 1？

1 1 8 近世 2 －147 63 7．4 －3 72 01 ．0 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 1 9 近世 2 －3 720 0 ．4 礎石跡 ？B2

1 2 0 近世 2 －147 63 5．6 －3 719 9 ．4 礎石基礎 A l 17 C 後半 建物 1

1 2 1 近世 2 －1 47 63 6．8 －3 720 1．8 礎石跡 ？B2

1 2 2 近世 2 －3 720 2．0 礎石基礎 A l 17 C 後半 建物 1

1 2　3 近世 2 －1 47 63 5．6 －37 20 3．0 礎石跡 B 2

1 2 4 近世 2 －14 7 63 6．4 －37 20 3．4 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 2 5 近世 2 －14 76 3 7．4 －37 20 3．4 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 2 6 近世 2 －14 76 3 7．8 －37 20 4．6 礎石跡 ？C

1 2　7 近世 2 －14 76 3 7．8 －37 20 4．2 礎石跡 ？C

1 2 8 近世 2 －14 76 3 6．4 －37 20 1．3 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 2　9 近世 2 －14 76 3 6．6 －37 20 7．0 柱穴

1 3 0 近世 2 －14 76 3 6．8 －37 20 7．4 柱穴 ？

1 3 1 近世 2 －14 76 3 7．0 －37 20 8．0 礎石跡 ？B2 くぼみ ？

1 3 2 近世 2 －14 76 3 5．0 －37 20 6．4 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 3　3 近世 2 －14 76 3 5．0 －37 20 5．5 柱穴 ？

1 3 4 近世 2 －14 76 34 ．9 －37 20 5．8 柱穴 ？

1 3　5 近世 2 －14 76 34 ．5 －37 20 4．7 礎石基礎 B 3？

1 3　6 近世 2 －14 76 3 4．3 －37 20 4．4 礎石跡 C

1 3　7 近世 2 －147 63 4．6 －3 720 3 ．4 礎石跡 B 2

1 3　8 近世 2 －147 63 5．0 －3 720 2．5 礎石基礎 ？C－

1 3　9 近世 2 －147 63 4．6 －3 720 1 ．4 柱穴 ？

1 4 0 近世 2 －147 63 4．8 －3 720 1 ．0 礎石基礎 ？C

1 4 1 近世 2 －147 63 4．6 －3 719 9 ．2 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1 ・

1 4　2 近世 2 －1 47 63 7．3 －3 720 8 ．0 杭跡

1 4 3 近世 2 －1 47 63 2．6 －3 719 9．2 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 4 4 近世 2 －147 63 0．6 －3 719 9 ．0 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 4　5 近世 2 －1 47 63 3．6 －3 720 1 ．5 礎石跡 ？B2

1 4 6 近世 2 －1 47 63 3．6 －3 720 2．6 礎石跡 B 2

1 4　7 近世 2 －1 47 63 2．9 －3 720 3．4 礎石跡 ？B2　 －

1 4 8 近世 2 －1 47 63 3．4 －3 720 4．0 柱穴 ？

1 4 9 近世 2 －1 47 63 1．6 －3 720 1．4 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 5 0 近世 2 －1 47 63 1．6 －37 20 3．1 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 5 1 近世 2 －147 63 1．4 －37 20 4．0 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建物 1

1 5　2 近世 2 －1 47 62 9．6 －37 20 1．5 礎石跡 ？C

1 5 3 ° 近世 2 －1 47 62 9．5 －37 20 1．3 溝状遺構 S PO 06 に付属 ？

1 5 4 近世 2 －147 62 8．0 －37 20 1．4 瓦だま り

1 5 5 近世 2 －147 62 7．4 －37 20 0．1 礎石基礎 ？A2？ 17 C 後半 建物 1？

1 5 6 近世 2 －1 47 62 7．4 －37 20 0．6 礎石基礎 ？C？

1 5 7 近世 2 －147 63 3．4 －3 720 6 ．4 礎石基礎 A 2 17 C 後半 建 物 1。撹乱坑 わきにわず かに残 存
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第4章　第2次調査（体育館・特別教室棟調査区）

遺 構 番 号 検 出遺 構 面
位　　　 置

遺 構 の 性 格 等 時　 期 遺 構 の 先 後 関 係 備　　　 考
× Y

1 5 8 近 世 2 －14 76 36 ．6 －372 1 1．5 杭 跡 ？

1 5　9 近 世 2 －372 1 1．2 杭 跡 ？

1 6　0 近 世 2 －372 1 3．5 杭 跡 ？

1 6 1 近 世 2 －372 1 3．9 杭 跡 ？

1 6 2 近 世 2 －14 76 33 ．8 －372 1 3．9 杭 跡 ・柱 穴 ？

1 6　3 近 世 2 －14 76 35 ．8 －37 21 5．3 杭 跡 ？

1 6 4 近 世 2 －14 76 33 ．5 －37 21 3．8 杭 跡 ？

1 6　5 近 世 2 －14 76 33 ．1 －37 21 3．8 杭 跡 ？

1 6　6 近 世 2 －37 21 3．5 杭 跡 ？

1 6　7 近 世 2 －37 21 1．1 杭 跡 ？

1 6　8 近 世 2 －14 76 32 ．5 －372 1 1．3 杭 跡 ？

1 6　9 近 世 2 －37 20 8．1 柱 穴 ？

1 7 0 近 世 2 －14 76 32 ．2 －37 20 8．／l 樹 木 痕 跡 ？

1 7 1 近 世 2 －37 20 4．6 不 明

1 7 2 近 世 2 －37 20 9．′1 礎 石 跡 ？B3？

1 7　3 近 世 2 －14 7 639 ．7 －37 21 0．2 礎 石 跡 ？B 2 ？

1 7 4 近 世 2 －14 7 639 ．7 －37 21 1．6 礎 石 跡 ？B 2？

1 7　5 近 世 2 －37 2 15．0 礎 石 跡 ？B 3 ？

1 7 6 近 世 1 ？ －14 76 40 ．0 －37 22 1．0 廃 棄 土 坑 ？ 二 部 、 基 礎 掘 方 と一 緒 に 掘 削 。 中段 に瓦 を敷 く。

1 7　7 近 世 2 －14 76 3 3．7 －37 2 17．3 礎 石 跡 ？B l

1 7 8 近 世 2

1 7 9 ～ 1 8 9 欠番

1 9 0 近 世 2 －14 7 63 2．2 －37 20 8．3 不 明

1 9 1 近 世 2 －14 7 63 2．0 －37 2 12．2 礎 石 基 礎 A l 17 C 後 半 建 物 1

1 9　2 近 世 2 －1 47 63 1．0 －37 2 11．0 浅 い くぼ み用 2？

1 9　3 近 世 2 －1 47 63 1．0 －37 2 12．8 礎 石 基 礎 ？C

1 9 4 近 世 2 －1 47 63 1．2 －37 2 15．0 溝 状 遺 構 区画 石 列 掘 方 ・抜 き跡 ？

1 9　5 近 世 2 －1 47 63 1．′1 －37 2 14 ．4 礎 石 跡 ？C

1 9　6 近 世 2 －1 47 63 1．4 －37 2 15．4 礎 石 跡 ？n2

1 9　7 近 世 2 －147 63 1．0 －37 2 16．5 礎 石 跡 ？B2

1 9 8 近 世 1 －1 47 63 1．6 －37 2 17．2 柱 穴 ？

1 9　9 近 世 1 －14 7 63 2．8 －37 2 17．′1 礎 石 跡 ？B2

2 0 0 近 世 2 －147 63 5．0 －37 2 16．0 礫 敷 き道 路

2 0 1 近 世 2 －147 63 0．1 －37 2 16．5 礎 石 跡 ？B2

2 0　2 近 世 2 －1 47 62 8．3 －37 2 16．1 礎 石 跡 ？B2

2 0　3 近 世 2 －37 2 13．1 礎 石 跡 ？B2 ？ S P2 17 の 一 部 か

2 0 4 近 世 2 －1 47 62 9．0 －37 2 14．2 不 明 土 坑

2 0 5 近 世 2 －14 7 63 0．2 －37 2 12．4 礎 石 跡 ？B2 ？

2 0 6 近 世 2 －37 2 11．9 礎 石 基 礎 A 2 17 C 後 半 建 物 1

2 0　7 近 世 2 －37 2 14．6 溝 状 遺 構 S X2 00 に 伴 う構 J も し くは 縁 石 据 え方 か

2 0 8 近 世 2 －14 7 63 2．4 －37 20 4．0 礎 石 基 礎 A 2 17 C 後 半 建 物 1？

2 0　9 近 世 2 －37 2 17．3 礎 石 跡 ？B 2

2 1 0 近 世 2 －14 7 629 ．6 －37 20 2．0 柱 穴 ？

2 1 1 近 世 2 －37 20 1．7 礎 石 ・礎 石 基 礎 A 3？ S P1 54 →＿S P2 11

2 1 2 近 世 2 －14 7 630 ．8 －37 20 4．0 礎 石 跡 ？B2

2 1 3 近 世 2 －37 20 0．5 柱 穴 ？

2 1 4 近 世 1 －37 19 8．9 くぼ み
壁 面 で は周 囲 に 同 様 の 土 層 が 広 が る 。 薄 い 砂 層 を ラ ミナ 状 に 含

む 自然 堆 積 層

2 1 5 近 世 2 －14 7 628 ．2 －37 19 9．2 礎 石 跡 ？B 2

2 1 6 近 世 2 －14 7 63 1．1 －37 2 15．5 柱 穴

2 1 7 近 世 2 －37 2 12．8 柱 穴 ？

2 1 8 近 世 2 －14 7 63 1．6 －37 2 16．0 杭 跡 ？

2 1 9 近 世 2 －14 7 63 1．3 －37 2 11．3 杭 跡 ？

2 2 0 抹 消

2　2 1 近 世 2 －14 7 63 9．0 －37 2 13．6 瓦 だ ま り

2　2 2 抹 消

2　2 3 近 世 2 －14 7 62 8．7 －37 2 13．7 柱 穴

2　2 4 近 世 2 －1 47 63 1．7 －37 2 14．7 礎 石 跡 ？C

2 2 5 近 世 2 －1 47 62 8．5 －37 2 12．0 礎 石 基 礎 17 C 後 半 建 物 1

2　2　6 近 世 2 －1 47 63 6．2 －37 20 7．8 柱 穴 ？

2　2　7 近 世 1 －1 47 62 7．8 －37 2 19．1 瓦 だ ま り

2　2　8 近 世 1 －1 47 62 7．8 －37 2 18 ．0 礎 石 基 礎 ？A2 0r A3

2 2　9 近 世 1 －1 47 63 0．1 －37 2 17．7 礎 石 跡 ？B2

2 3 0 近 世 1 －1 ′17 63 0．4 －37 2 17．8 礎 石 跡 ？B2 ？

2 3 1 近 世 1 －1 47 63 1．0 －37 2 17．6 礎 石 跡 ？B2 ？

2 3　2 近 世 1 －1 47 63 1．2 －37 2 19．1 礎 石 跡 ？B2

2　3　3 近 世 1 －147 63 2．1 －37 2 19 ．0 礎 石 跡 ？B2

2　3 4 近 世 1 －1 47 63 2．2 －37 2 18 ．4 柱 穴 ？

2　3　5 近 世 1 －1 47 63 3．5 －37 2 17 ．6 礎 石 跡 ？B2

2　3　6 近 世 1 －1 47 63 5．9 －37 2 18 ．5 柱 穴 ？

2　3　7 近 世 1 －1 47 63 6．8 －37 2 18 ．8 礎 石 跡 ？B l

2　3　8 近 世 1 －147 63 5．9 －37 2 18 ．9 礎 石 跡 ？B l

2 3　9 近 世 1 －1 47 63 5．2 －37 2 18 ．9 礎 石 跡 ？B2

2 4 0 近 世 2
－147 63 4．0 －37 2 18 ．0

側 溝 石 材 抜 き方 17 C 後 半 S X2 00 に 伴 う道 路 側 溝 。
－147 62 9．0 －37 2 17 ．7

2 4 1 近 世 2
－147 63 4．0 －37 2 18 ．8

側 溝 石 材 抜 き方 17 C 後 半 S X2 00 に 伴 う道 路 側 溝 。
－147 62 9．0 －3 72 18 ．5

2 4 2 近 世 2
－147 63 7．0 －3 72 18 ．5

道 路 側 溝 1 7C 後 半 SX2 0 0 に伴 う道 路 側 構 。
－14 762 9 ．0 －3 72 18 ．0

2 4 3 近 世 2 －14 76 32 ．2 －3 72 18 ．8 柱 穴 ？

2 4 4 近 世 2 ？ －14 76 30 ．8 －3 72 18 ．7 柱 穴 ？

2 4 5 近 世 2 ？ －14 76 39 ．3 －3 72 20 ．5 溝 状 遺 構

2 4 6 近 世 2 －14 76 39 ．9 －3 72 24 ．2 礎 石 跡 ？B 2？

2 4　7 近 世 2 －3 72 18 ．5 柱 穴

2 4 8 欠 番

2 4 9 欠 番

2 5 0 近 世 1 ・2 －14 76 51 ．5 －3 72 23 ．6 廃 棄 土坑 1 9C 前 半

2 5 1 近 世 1 ・2 －14 76 52 ．5 －3 72 22 ．0 廃 棄 土坑 （瓦 だ ま り ） 1 8C 後 半

2 5　2 セ ク シ ョン の 観 察 か ら S P2 51 と同 一 。
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検出遺構一覧

遺構番号 検出遺構面
位　　　 置

遺構の性格等 時　 期 遺構の先後関係 備　　　　 考
X Y

2　5　3 抹消

2　5 4 近世 1 ・2 －147 65 2．2 －3 72 23 ．8 不明

2 5 5 近 世 1 ・2 －147 65 4．0 －3 72 17 ．0 井戸 18 世紀前 半 ？

2　5　6 近世 1 ・2 －147 65 1．2 －3 72 21 ．9 不明

2　5　7 近世 1 ・2 －3 72 23 ．7 瓦だ まり （溝状遺構 ）

2　5 8 近世 1 ・2 －147 64 5．7 －3 72 22 ．6 不明

2　5　9 近世 1 ・2 －147 64 6．3 －3 72 21 ．6 不明

2　6　0 近世 1 ・2 －147 64 5．6 －3 72 18 ．2 不明

2 6 1 近世 1 ・2 －1／17 64 6．0 －3 72 19 ．0 不明

2 6　2 近世 1 ・2 －147 65 3．9 －3 72 12 ．0 不明

2 6 3 （近世 1 ・2 ） －147 65 3．1 －3 72 11 ．3 便槽 明治 4 4 ～ 女子師範学校 便槽 昭和 16 ～ 17 年銘の十銭銀貨等出土

2 6 4 近世 1 ・2 －147 65 3．3 －3 72 10 ．8 不明土坑

2 6　5 近世 1 ・2 －147 65 2．3 －3 72 11 ．4 柱穴 ？

2 6　6 近世 1 ・2 －147 65 3．0 －3 720 9 ．5 情状迫構 18 C 後半

2 6　7 近世 1 ・2 －147 65 0．3 －3 720 8 ．0 溝状遺構

2　6　8 近世 1 ・2 －147 64 6．4 －3 72 17 ．6 柱穴 ？

2　6　9 近世 1 ・2 －147 64 6．1 －37 2 17 ．6 柱穴 ？

2 7 0 近世 1 ・2
－3 720 6 ．8

石列 （掘方 ） 17 C 後半
－147 64 5．0 －37 2 13 ．5

2 7 1 近世 1 ・2 ． －1 47 65 3．2 －37 2 18 ．5 柱穴 （柱痕跡 ） 掘方 （？）は SE 25 5 埋 土か ？S E2 55 に伴 う柱か ？

2 7 2 近世 1 ・2 －1 47 65 3．2 －37 22 0 ．2 柱穴 ・杭跡

2 7 3 抹 消

2　7 4 近世 卜　 2 －3 720 5 ．6 不明土坑

2　7　5 近世 1 ・2 －1 47 65 3．2 －3 720 6 ．2 不明土坑 17 C 後半 ？

2　7　6 近世 1 ・2 －1 47 65 2．5 －3 720 4 ．5 柱穴 ？ 19 C 前半

2　7　7 近世 1 ・2 －1 47 65 3．2 －3 720 5 ．1 柱穴 ？

2　7　8 近世 1 ・2 －147 65 3．3 －3 720 2 ．8 柱穴 ？

2　7　9 近世 1 ・2 －1 47 65 3．1 －37 20 3 ．1 柱穴 ？

2 8　0 ．近世：1 ・2 －1 47 65 3．0 －3 720 1 ．2 柱穴 ？

2 8 1 近世 1 ・2 －147 65 3．2 －3 720 0 ．0 柱穴 ？

2 8　2 近世 1 ・2 －147 64 5．0 －3 720 6 ．0 柱穴 ？

2 8 3 近世 1 ・2 －147 64 5．0 －3 720 ′1．0 廃棄土坑 18 C 末～ 19 C 初 スナメ リ出土

2 8′4 近世 1 ・2 －3 720 0 ．0 廃棄土坑 19 C 前半

2　8　5 近世 1 ・2 －37 20 0 ．2 柱穴 ？

2　8　6 近世 1 ・2 －3 720 1 ．2 杭跡 ？

2　8　7 近世 1 ・2 －3 72 16 ．9 柱穴 ？

2 8　8 近世 1 ・2 －1 47 65 2．2 －37 20 3 ．7 柱穴 ？

2 8　9 近世 1 ・2 －147 64 5．0 －37 20 6 ．4 柱穴 ？

2 9 0 近世二1 ・2 －37 2 12 ．4 喪埋設 19 C 前半 魂 内にネコの骨

2 9 1 近世 3 ？ －1 47 65 0．0 －37 2 17 ．5 廃棄土坑 17 C 前半 西校 舎基礎内から検 出

2 9 2 近世 3 ？ －37 2 16 ．7 井戸 17 C 前半 西校 舎基礎内から検 出

r2　9　3 近世 1 ・2 －37 22 3．0 造成土 ？

2 9 4 近世 1 ・2 －1 47 6ノ19．0 －37 20 3．6 不明土坑 19と前半

2 9　5 近世 1 ・2 －14 7 64 2．0 －37 22 2．8 不明

2 9 6 近世二1 ・2 －14 7 65 2．4 －37 2 10．6 礎石 ？

2 9　7 近世 1 ・2 －37 20 8．3 柱穴 ？

2　9　8 近世 】・2 －1／17 65 4．0 不明

2 9 9 近世 1 ・2 －14 76 ′19 ．0 －37 2 13．0 柱穴 17C 後 半 ？ 柱穴列

3 0 0 近世 1 ・ 2 －14 76 49 ．6 －37 2 12．8 柱穴 17C 後 半 ？ 柱穴列

3 0 1 近世 1 ・ 2 －14 76 50 ．0 －37 2 12．6 柱穴 17C 後 半 ？ 柱穴列

3 0 2 近世 1 ・ 2 －14 76 5 1．0 －37 21 2．3 柱穴 17C 後半 ？ 柱穴列

3 0 3 近世 1 ・ 2 －14 76 52 ．0 －372 1 1．9 柱穴 17C 後半 ？ 柱穴列

3 0 4 近世 1 ・ 2 －14 76 52 ．′1 －372 1 1．9 柱穴 ？

3 0 5 近世 1 ・ 2 －3 72 1 1．5 柱穴 17C 後半 ？ 柱穴列

3 0 6 近世 1 ・ 2 －14 76 53 ．4 －3 72 1 1．5 柱穴 ？

3 0 7 近世 1 ・ 2 －14 76 53 ．9 －3 72 1 1．2 柱穴 17C 後半 ？ 柱穴列

3 0 8 近世 1 ・ 2 －14 76 51 ．8 －3 72 10 ．7 不明

3 0 9 近世 1 ・ 2 －14 76 45 ．0 －3 72 09 ．0 便 槽 ？・ 18C 後半 底に桶 とみ られ る木質。

3 1 0 近世 1 ・ 2 －14 76 44 ．7 －3 72 07 ．7 柱 穴 ？

3 1 1 近世 1 ・ 2 －14 76 44 ．5 －3 72 07 ．3 柱 穴 ？

3 1 2 近世 1 ・2 －14 76 44 ．0 －3 72 08 ．2 柱 穴 ？

3 1 3 近世 1 ・2 －3 72 03 ．8 不明土坑

3 1 4 近世 1 ・ 2 －14 76 43 ．8 －3 72 03 ．5 柱 穴 ？

3 1 5 近世 1 ・ 2 －14 76 45 ．6 －3 72 14 ．3 柱 穴 17C 後半 ？ 柱穴列

3 1 6 近世 2 －14 76 39 ．8 －3 72 04 ．2 不明土坑

3 1 7 近世 2 －14 76 39 ．0 －3 72 05 ．4 礎石基礎 ？C？

3 1 8 近世 2 －14 76 38 ．8 －3 72 06 ．7 礎石基礎 A？ 建物 1 ？

3 1 9 近世 2 －14 76 39 ．8 －3 72 05 ．7 柱穴

3 2 0 近世 3
－14 76 40 ．0 －3 72 10 ．0

溝 状遺構 17C 前半
－14 76 54 ．6 －37 21 0．0

3 2 1 近世 3
「14 76 45 ．2 －37 21 2．5

構状遺構 17C 前半 SD 32 1 → SD 32 0 （上層 ） S D3 20 下層に合流 ？
－14 76 45 ．6 －37 22 4．4

3 2 2 近世 3 －14 76 46 ．4 －37 21 4．4 溝状遺構 17C 前半

3 2 3 近世 3 －14 76 47 ．0 －3 72 1 6．8 溝状遺構

3 2 4 近世 3 －14 76 47 ．0 －3 72 1 7．5 溝状遺構 17C 前半

3　2　5 近世 3 －14 76 45 ．0 －3 72 1 9．5 柱穴 ？

3　2　6 近世 3 －14 76 ！16 ．1 －3 72 19 ．9 不明 17C 前半

3　2　7 近世 3 －14 76 46 ．6 －3 72 20 ．6 不明

3 2 8 近世 3 －14 76 46 ．2 －3 72 2 1．0 不明 17C 前半

3　2　9 近世 3 －14 76 46 ．2 －3 72 2 1．7 不明

3　3 0 近世 3 －14 76 47 ．0 －3 72 24 ．3 柱 穴 17C 前半

3　3 1 近世 3 －14 76 48 ．5 －3 72 22 ．0 溝 状遺構 ？

3　3　2 近世 3
－14 76 50 ．5 －3 72 2 1．0

溝 状遺構 17C 前半
－14 76 50 ．5 －3 72 24 ．2

3 3 3 近世 1 ・ 2 －14 76 55 ．4 －3 72 24 ．5 井戸 石組み井戸。大部分は調査区外

3 3 4 近世 3 －14 76 53 ．4 －3 72 24 ．0 井戸 ？ 17C 初頭 ？ 埋土上層に炉壁多量。

3　3　5 近世 3 －14 76 55 ．0 －3 72 2 3．0 溝 状遺構 17C 前半 SP 33 ′1 に付 属 ？

3 3 6 近世 3 －14 76 52 ．3 －3 72 02 ．1 柱 穴 17C 前半

3 3 7 近世 3 －14 76 53 ．2 －3 7 199 ．9 柱 穴 17C 前半
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